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序   文 

 

独立行政法人国際協力機構は、ホンジュラス共和国の保健サーベイランス国立研究所建設計画

にかかる協力準備調査を実施することを決定し、同調査を株式会社梓設計に委託しました。 

調査団は、平成 28年 1月から平成 28年 7月までホンジュラスの政府関係者と協議を行うとと

もに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成

の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 28年 8月 

 

独立行政法人国際協力機構 

人間開発部 

部長 戸田 隆夫 

  



 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要     約





要 約 

1 国の概要 

ホンジュラス共和国（以下ホンジュラス）は中南米地域のほぼ中央に位置し、西はグアテマラ

とエル・サルバドル、東はニカラグアに接し、北はカリブ海、南は太平洋に面している。中米で

は最も山地が多く、国土全体の 65％を占め、 600～1,500m の高原が全国各地に散在している。 

国土面積は約 112,490 ㎢、人口は 808万人（世界銀行 2015年）である。 

経済においては、従来のコーヒー、バナナ、エビ等の伝統産業から脱却するため、新規産業の

育成及び国内外の投資促進を図っている。現在注目されている産業としては、マキラ（保税加工

区）における製造業（特に繊維）や観光業、鉱工業等があり、2014年のホンジュラスの産業部門

別 GDP の構成は農業 (14.0％)、工業 (27.4％)、第三次産業 （58.7％）となっている。(出典：

CIA World Factbook) 

2 プロジェクトの背景、経緯及び概要 

ホンジュラスにおける 2015年の 5歳未満児死亡率は 20.4（出生千対、中南米地域平均 18）、妊

産婦死亡率は 129（出生 10 万対、同地域平均 67）と、域内平均と比較し依然高い値である（出典：

世界銀行世界開発指標）。非感染性疾患（死因の 61％を構成）に加え、HIV/エイズ（2012 年死因

第 4位。出典：WHO Global Health Observatory）、結核（2014 年有病率 43、人口 10万対。出典：

世界銀行世界開発指標）、更にはマラリアやリーシュマニア症、シャーガス病等の顧みられない熱

帯病の問題も深刻であり、非感染性・感染症を問わず迅速かつ的確な診断と治療が求められてい

る。 

首都に位置する保健サーベイランス国立研究所（以下、「国立研究所」という。）は、159 の検

査室から構成される全国検査ネットワークのトップレファランスラボとして、感染症等のサーベ

イランスの実施、全国からのレファランス検査実施、地方検査所に対する監督・技術指導、基準

の制定、品質管理、人材育成等を行っている。しかし、国立研究所は施設が 4 カ所に点在してお

り、施設間連携の不足等、機能が分散していることにより、迅速かつ効率的な検査の実施に支障

を来たしている。また、部外者が容易に国立研究所にアクセスできる等、国際的なバイオセキュ

リティ・バイオセーフティ基準を満たしておらず、病原体の適切な封じ込めができていないこと

から、検査技師や周辺住民への感染リスクが存在している。WHO憲章第 21条に基づく国際保健規

則 IHR（International Health Regulation）は、感染症等の国際的な健康危機に対応するための

国際条約に準ずる拘束力を持つ規則であり、サーベイランスや緊急事態発生時の対応等について

最低限備えておくべき能力をコアキャパシティとして掲げている。同コアキャパシティを満たす

ためにも、安全かつ効率的に機能できる国立研究所の整備は急務であり、また、当国の「国家ビ

ジョン 2010-2038」及び「国家計画 2010-2022」では、IHRを遵守する保健監視システムの強化を

目標として掲げている。 

このような背景の下、国民の大半が頼る公的医療サービス網における検査・診断体制の強化を

実現するため、ホンジュラス政府は日本政府に対し、「保健サーベイランス国立研究所建設計画」

にて、国際基準を満たす国立研究所の建設に係る支援を要請した。 

今回の調査の結果、9検査部門の内 2002年に建設予定地に整備された 2部門（HIV/エイズ及び

ウィルス学）を除く、新たに髄膜炎/肺炎検査部門と昆虫学部門を含めた計 9部門（他 7部門：結
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核、マラリア、性感染症、細菌学、寄生虫学、シャーガス病/リーシュマニア症、細胞学）の検査

室及び研修室の建設と必要な機材の整備が求められた。 

3 調査結果の概要とプロジェクトの内容（施設計画・機材計画の概略） 

上記を踏まえ、独立行政法人国際協力機構は 2016年 1月 5日から 2月 10日にかけて準備調査

(概略設計)団を派遣した。下表に原要請と本調査により確認した要請内容を示す。 

要請内容の確認 

 2014年要請書 現地調査時 理由・経緯 

施設規模 延床面積 1,700m2程度 

地下 1階、地上 2階。 

延床面積 2,501m2 

地上 3階 

対象検査部門の増加および

研修施設の増強等により規

模が増大した。 

施設計画  技術検査部門 

結核、マラリア、性感染症、

細菌学、寄生虫学、シャー

ガス病 /リーシュマニア

症、細胞学、分子細胞学、

滅菌、培地準備 

 

 

 

 

 

 研修部門 

講義室、研修室 

 管理部門 

事務室、図書室、会議室、

検体受付、倉庫、食堂、冷

却室等  

 技術検査部門 

結核、マラリア、性感染症、

細菌学、寄生虫学、シャー

ガス病 /リーシュマニア

症、細胞学、昆虫学、髄膜

炎/肺炎、共用部分として

共通/分子生物学 

 共用部門 

培地・試薬準備室、純水製

造室、洗浄・滅菌、冷凍・

冷蔵保管庫等 

 研修・研究部門 

研修室、文書保管庫 

 管理部門 

事務室、会議室、講義室、

検体受付、倉庫、食堂等  

髄膜炎/肺炎部門の独立化、

昆虫学部門の追加により対

象研修部門が増加した。効

率的な施設運用のため PCR

検査室や培地・試薬準備室

は共用化した。 

バイオセー

フティレベ

ル 

BSL2 BSL2および BSL2+ 髄膜炎／肺炎部門および結

核部門については取り扱う

病原体のリスクに応じて前

室のある陰圧検査室 BSL2+

設定とした。 

機材計画 - 安全キャビネット、PCR サ

ーマルサイクラー、DNA 定

量機、恒温器、縦型滅菌器、

冷却遠心機、顕微鏡等 

当初機材は要請に含まれて

いなかったが、検査室の安

全性確保、機能向上、機能

維持のために不可欠な検査

機材を追加した。 

 

調査団は、現地調査及び帰国後の国内解析に基づいて施設計画及び機材計画を取りまとめ、 

2016 年 6 月 21 日から 7月 4日に準備調査報告書（案）の現地説明を経て、本準備調査報告書

を作成した。 

施設計画および機材計画の概略は下表のとおりである。 
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施設概要 

施設内容 諸室 

管理棟 
事務室、会議室、秘書室、所長室、品質管理ユニット室、食堂、講義室、風除室・

ロビー・受付・階段・便所・他 

検査棟 

検査室 1 結核、検査室 2 マラリア、検査室 3 性感染症、検査室 4 細菌学、

検査室 5 寄生虫学、検査室 6 シャーガス/リーシュマニア、検査室 7 細胞学、

検査室 8 髄膜炎/肺炎、検査室 9 昆虫学、検査室 10 共通/分子生物学、検査室

11 研修室、文書保管庫、純水製造室、培地・試薬準備室、共用保管庫・他 

付属施設 発電機室棟、浄化槽、受水槽・高架水槽 

合計 2,501㎡ （3階建て） 

 

部門別計画機材概要 

対象部門 計画機材内容 

結核 
安全キャビネットクラス IIB2、縦型滅菌器(小)、恒温水槽(中)、恒温器、両扉式冷蔵

庫、低速冷却式遠心機、スライド保存棚 

性感染症 
教育用顕微鏡、検査用顕微鏡、安全キャビネットクラス IIA2、縦型滅菌器(小)、2 ド

ア冷凍冷蔵庫、-80℃冷凍庫、低速冷却式遠心機、スライド保存棚 

細菌学 

ELISA ウォッシャー、検査用顕微鏡、安全キャビネットクラス IIA2、縦型滅菌器(小)、

白金耳滅菌器、恒温水槽(中)、恒温器、CO2 恒温器、両扉式冷蔵庫、-80℃冷凍庫、高

速冷却式遠心機(中) 

マラリア 教育用顕微鏡、検査用顕微鏡、縦型滅菌器(小)、2ドア冷凍冷蔵庫、PHメーター 

寄生虫学 

ELISA リーダー、ELISAウォッシャー、蛍光顕微鏡、実体顕微鏡、教育用顕微鏡、検

査用顕微鏡、縦型滅菌器(小)、恒温水槽(小)、-80℃冷凍庫、低速冷却式遠心機、微

量高速冷却遠心機 

シャーガス

/リーシュ

マニア 

ELISA ウォッシャー、検査用顕微鏡、安全キャビネットクラス IIA2、縦型滅菌器(小)、

恒温水槽(小)、恒温器、冷蔵庫、低速冷却式遠心機、微量高速冷却遠心機 

細胞学 
染色器、デジタルカメラ付顕微鏡、教育用顕微鏡、検査用顕微鏡、ドラフトチャンバ

ー、縦型滅菌器(小)、凝集像読取ランプ、スライド保存棚 

分子生物 

PCRサーマルサイクラー、紫外線電気泳動撮影装置、DNA定量機、安全キャビネット

クラス IIA2、安全キャビネットクラス IIA2、クリーンベンチ、縦型滅菌器(小)、両

扉式冷蔵庫、冷蔵庫、-30℃冷凍庫、卓上ミニ遠心機、微量高速冷却遠心機、電子レ

ンジ 

研修 
安全キャビネットクラス IIA2、研修用顕微鏡、縦型滅菌器(小)、恒温水槽(小)、恒温

器、2 ドア冷凍冷蔵庫、低速冷却式遠心機、ＵＶ分光光度計、ローテーター 

髄膜炎・肺

炎 

検査用顕微鏡、安全キャビネットクラス IIB2、縦型滅菌器(小)、冷蔵庫、-80℃冷凍

庫、-30℃冷凍庫、高速冷却式遠心機(中) 

昆虫 
教育用顕微鏡、安全キャビネットクラス IIA2、縦型滅菌器(小)、恒温水槽(大)、冷蔵

庫、-80℃冷凍庫、-30℃冷凍庫、微量高速冷却遠心機、昆虫展示キャビネット 

倉庫 BF‐1 2 ドア冷凍冷蔵庫 

洗浄・滅菌 
縦型滅菌器(中)、縦型滅菌器(小)、乾熱滅菌器、ドライオーブン、製氷機、洗濯機、

乾燥機、運搬用カート 
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対象部門 計画機材内容 

培地･試薬

準備 

ドラフトチャンバー、縦型滅菌器(中)、ドライオーブン、恒温水槽(小)、恒温器、コ

アギュレーター、超純水製造機、撹拌機、化学天秤、真空ポンプ、PHメーター、ボル

テックスミキサー 

管理エリア 
容量計、溶接セット、環境測定器、湿度計、オシロスコープ、電気工具セット、スパ

ナセット、コンプレッサー、電気ドリル、携帯式ドリル、電圧計、電流計 

4 プロジェクトの工期及び概略事業費 

本プロジェクトでは、実施設計が 7.5 ヶ月、施工・調達期間が 14 ヶ月、ソフトコンポーネン

ト 3 カ月の予定である。 本プロジェクトを本邦の無償資金協力で実施する場合、概略事業費は

8.55億円(日本側 8.43億円、ホンジュラス側 0.12億円)と見込まれる。 

5 プロジェクトの評価 

5-1 妥当性 

下記のとおり、本プロジェクトを我が国の無償資金協力によって実施することは妥当であると

判断できる。 

(1) 保健セクターの現状、開発計画との整合性 

ホンジュラスでは依然として HIV/エイズ、結核、マラリア、シャーガス病、リーシュマニア

症、インフルエンザ H1N1 等の感染症の罹患率が高く、感染症対策は重要な課題である。また、

2015 年時点でホンジュラスは、感染症等の国際的な健康危機に対応するための国際条約に準ず

る拘束力を持つ国際保健規則 IHR のコアキャパシティ（サーベイランス、実験室等において最低

限備えておくべき能力）を達成できていない。かかる状況に対処するため、同国政府の「国家保

健計画 2014-2018」では感染症等の監視能力の強化および IHRの遵守を目標としており、本プロ

ジェクトと同開発計画との整合性は高い。 

(2) 我が国の援助政策・方針との整合性 

我が国の対ホンジュラス共和国国別援助方針では、重点分野「地方開発」の中で「保健医療

サービス改善」が位置付けられており、対ホンジュラス共和国 JICA国別分析ペーパー（2016 年

2 月）では、「貧困問題の緩和と地方経済の活性化」の重点課題の中で「保健サービスアクセス

と質の改善」が位置付けられている。検査・診断体制の強化は、保健医療サービス改善に資する

ものであり、本事業はこれら分析、方針に合致する。 

なお、我が国は 2016 年に表明された「国際保健のための G7 伊勢志摩ビジョン」において公

衆衛生上の緊急事態に対する予防と備えの強化にコミットしており、同年に策定された「国際的

に脅威となる感染症対策の強化に関する基本方針」においても、途上国における IHR遵守徹底に

向けた支援を掲げており、本事業はこれら方針に合致するものである。 

(3) グローバルイシューへの対応 

当国の開発計画で目指す IHR のコアキャパシティ達成に資するものであり、感染症に対する

脅威への対応として、また地方の貧困層を含む全国民に裨益する人道上のニーズの観点からも、

無償資金協力にて本事業の実施を支援する必要性は高い。 
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5-2 有効性 

本プロジェクトの実施により期待される定量的、定性的効果は以下のとおりである。目標の達

成度を図る成果指標に関しては、基準年を 2015 年とし、目標年は事業完成 3 年後の 2021 年とし

て、定量的指標および定性指標を提案する。 

(1) 定量的効果 

定量的効果としては、特に以下が期待される。 

指標名 
基準値 

(2015年実績値) 

目標値(2021 年) 

【事業完成 3年後】 

百日咳確定検査に係る検査時間の短縮 (日) 8 (培養検査) 1 (PCR検査) 

コレラ菌確定検査に係る検査時間の短縮(日) 5 (培養検査) 1 (PCR検査) 

コンベンショナル PCR※検査数(検査数/月)※

リアルタイムを含まない従来型 PCR検査 
165 

250 

（年間を通じた月平均） 

1) 検査時間の短縮 

最新の検査機材の導入により、各検査での同定までの必要検査時間の短縮が想定される。

百日咳とコレラ菌については、細菌学検査室のコンベンショナル PCRの故障により、確定検査

を培養検査で行っており、検査所要時間が長い。本事業によりコンベンショナル PCR2 台とグ

ラディエント機能付き PCR1 台が導入され、これら機材が使用されることにより上記検査の所

要時間の短縮が期待される。なお、目標値には、現地技術者の能力を勘案して検査機械メーカ

ーが算出している平均検査時間の 120％を設定した。 

2) 検査数の増加 

本プロジェクトでは、共用施設として分子生物学検査室を計画したことにより、今まで PCR

を使用できなかった検査室でも、PCR による検査が実施できるようになる。現在の PCR の検査

数は、2015 年の年間 4,692 件で（月平均で 392 件）であり、この内 2,712 件(月平均 226 件)

が昨年性感染症検査室に導入されたリアルタイム PCR によるクラミジア、淋病、子宮頸がん、

肛門がんの検査であった。残りの 1980 件(月平均 165 件)が分子生物学検査室にあるコンベン

ショナル PCR による検査であった。本事業において整備するコンベンショナル PCRの検査につ

いては、マラリアの PCRの検査数を見ると、2014年 294件、2015年 338件と 1年間で 15%増え

ている。また、百日咳の検査数は 2014 年 268 件、2015 年に 314 件と 1 年間で約 17%の伸びを

示している。一方で、PCRの 1検体あたりの平均単価は 20ドルほどであり、中でもマラリアの

PCR による検査単価は 70ドルにも及ぶ。この様に PCRの検査単価は高いため、確定検査として

検査の合計数は増加することが予測されるものの、単純に機材数に応じて検査数が増えるもの

とは考えにくい。故に、今までの検査数の傾向および検査費用の制限を勘案すると、今後年間

約 10%増加するものと想定され、2015 年の 165 件／月ほどが 2019 年には 242 件／月を超えて

くることが予想される。但し、それ以上の伸びは、検査費用の面から厳しいと考えられ、2021

年においても 250 件／月程度と想定する。 

(2) 定性的効果 

協力対象事業実施により期待される定性的効果は以下のとおりである。 
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1) バイオセーフティ及びバイオセキュリティの向上 

本事業では、安全キャビネットの整備や各検査室に高圧蒸気滅菌機（滅菌器）を設置する

ことにより、感染性実験廃棄物が実験室外に出ないよう確実に処理するとともに、実験者を実

験室感染から守ることが可能となる。また、空気感染や飛沫感染の可能性の高い結核菌、肺炎

/髄膜炎の検体のハンドリングは前室のある陰圧実験室で扱うことにより、実験者に対するよ

り高い安全性が確保され、バイオセーフティの向上が期待される。更に、検査棟と管理棟の分

離、外部訪問者用受付の管理棟への設置、上層階への専門検査室の設置、検体受付室の設置等

により、ハード面でのバイオセキュリティの強化が期待される。ソフト面においては、ソフト

コンポーネントを通じ、安全キャビネットの定期的な保守点検やキャリブレーションの実施を

可能とし、また、SOP（標準作業手順書）の作成とその遵守により、安全な施設の使用、正し

い実験方法の実施、正しい機器の使用、機器の運転記録や実験結果の記録を可能とする計画で

ある。これらを通じて、国立研究所におけるバイオセーフティ及びバイオセキュリティの強化

が期待される。 

2) 検査部門の集約による検査部門間の連携強化及び運営の効率化 

本事業では、全検査室を一敷地内に物理的に集約し、新管理棟を併設することにより検査

室全体の集中管理を可能とする。これによって、検査室間での検体や情報の共有が容易となり、

連携が強化され、その運営が効率化されることが期待される。また、今までタンデムに行って

いた検査を同時進行で実施することが可能となり、より迅速な診断が期待される。 

3) 研究機能の強化 

本事業で新検査機器を整備することにより、検査・診断レベルを向上させ研究を可能にす

ることが期待される。 

4) 職員のモチベーションの向上 

新施設の整備及びソフトコンポーネント等による研修効果により職員の意識が啓発され、

モチベーションの向上が期待される。 

5) 研修機能の強化、国内および周辺国人材の検査・診断レベルの向上 

講義室および研修室が同一敷地内に整備され、実習用機器が整備されることにより、実習、

講義の組み合わせにより、複合的研修コースが企画実施されることが期待される。また、研修

部門に安全キャビネットが供与されることにより、BSL-2 病原体の検査の訓練が可能となると

ともに、縦型滅菌器が整備されることにより基本的な検査室の安全管理に係る訓練が可能とな

る。また、新たに供与される恒温器や恒温水槽による培地の菌の増殖技術の訓練等も開催でき

る。これまでの顕微鏡や分光光度計による検査技術のみならず、訓練科目が増加することによ

り、これまで施設・機材がないため他の機関に委託していた研修の実施が可能となり、研修機

能の強化が期待される。また、研修機能の強化により、国内・国外の技術検査スタッフの継続

的な育成が期待される。 

以上の内容により、本プロジェクトの妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断され

る。 

 
vi 



目 次 

要 約 

目 次 

位 置 図 

完成予想図 

写 真 

図表リスト 

略 語 集 

 

１ プロジェクトの背景・経緯 ......................................................... 1 

１-１ 当該セクターの現状と課題 .................................................... 1 

１-２ 無償資金協力の背景・経緯及び概要 ............................................ 5 

１-３ 我が国の援助動向 ............................................................ 6 

１-４ 他ドナーの援助動向 .......................................................... 7 

２ プロジェクトを取り巻く状況 ...................................................... 10 

２-１ プロジェクトの実施体制 ..................................................... 10 

２-１-１ 組織・人員 .............................................................. 10 

２-１-２ 財政・予算 .............................................................. 12 

２-１-３ 技術水準 ................................................................ 13 

２-１-４ 既存施設・機材 .......................................................... 14 

２-２ プロジェクトサイト及び周辺の状況 ........................................... 20 

２-２-１ 関連インフラの整備状況 .................................................. 20 

２-２-２ 自然条件 ................................................................ 21 

２-２-３ 環境社会配慮 ............................................................ 24 

２-２-４ その他（グローバルイシュー等） .......................................... 25 

３ プロジェクトの内容 .............................................................. 26 

３-１ プロジェクトの概要 ......................................................... 26 

３-１-１ 上位目標及びプロジェクト目標 ............................................ 26 

３-１-２ プロジェクト概要 ........................................................ 26 

３-２ 協力対象事業の概略設計 ..................................................... 26 

３-２-１ 設計方針 ................................................................ 26 

３-２-２ 基本計画（施設計画/機材計画） ........................................... 31 

３-２-３ 概略設計図 .............................................................. 82 

３-２-４ 施工計画/調達計画 ....................................................... 90 

３-３ 相手国側分担事業の概要 .................................................... 111 

３-４ プロジェクトの運営・維持管理計画 .......................................... 115 

３-４-１ 運営計画 ............................................................... 115 

３-４-２ 維持管理計画 ........................................................... 115 

３-５ プロジェクトの概略事業費 .................................................. 118 

３-５-１ 協力対象事業の概略事業費 ............................................... 118 

 



３-５-２ 運営・維持管理費 ....................................................... 119 

３-５-３ 新検査室の収支予測 ..................................................... 123 

４ プロジェクトの評価 ............................................................. 125 

４-１ 事業実施のための前提条件 .................................................. 125 

４-２ プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入(負担)事項 ................ 125 

４-３ 外部条件 .................................................................. 126 

４-４ プロジェクトの評価 ........................................................ 127 

４-４-１ 妥当性 ................................................................. 127 

４-４-２ 有効性 ................................................................. 128 

 

 

 

[資料] 

1. 調査団員・氏名 
2. 調査行程 
3. 関係者（面会者）リスト 
4. 討議議事録 (M/D) 
(1) 現地調査時 

(2) 概略設計ドラフト説明時 

5. テクニカルノート（現地調査時） 
(1) 原文 

(2) 仮訳/和文 

6. その他資料 

(1) 土質柱状図 

(2) 水質調査結果 

(3) 機材リスト 

① JICA供与による機材の移設リスト 

② その他の移設機材リスト 

③ JICA供与による機材の廃棄リスト 

 

 

 

 



位  置  図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホンジュラス共和国 地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テグシガルパ市内 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトサイト 位置図  

 

N 

プロジェクト敷地 

105m 

1km 

CA-6 

CA-5 

CA-5 

トンコンティン 

国際空港 

プロジェクト敷地 

 





完 成 予 想 図 

 

 

 





写       真 

（1）建設予定地 

  
建設予定地 北方向 左は撤去予定建物。 

敷地中央に高架水槽、高木がある。 

建設予定地 東方向 

前面道路とは、約 1～1.5ｍの高低差がある。 

  
建設予定地 南方向 

入り口付近に、合歓科の高木あり。 

建設予定地 西方向  

中央は撤去予定受水槽。 

  
建設予定地 西側接道道路 

コンクリートブロック造、2 階建の撤去予定建物。 

建設予定地 南側接道道路 

道路の先は、住宅街に続いている。 

  

 



（2）既存施設 

  
アロンソ･スワソ保健センター3 階 

既存の国立研究所 正面出入口 
警備員が入口にいるだけで物理的な 
セキュリティは確保されていない。 

アロンソ･スワソ検査室 STD 検査室 

床面積及び収納棚の欠如のため、整理整頓がなさ
れておらず、バイオセーフティ上問題がある。 

  

アロンソ･スワソ検査室 細菌検査室 

試薬等が無造作に保管されている。 

アロンソ･スワソ検査室 細菌検査室 

一部使用不能な機材がそのまま放置されている。 

  
細胞学検査室（教育病院 7F） 

もともと検査室として設計された部屋ではないの

で、不効率な配置となっている。 

細胞学検査室（教育病院 7F） 

収納スペースが足りず、検体、サンプル、器具 

などが整理整頓できていない。 

  
細胞学検査室（教育病院 7F） 

試薬には刺激臭を放つものもあり、取り扱う際に

は換気扇が必要となる。 

細胞学検査室（教育病院 7F） 

顕微鏡による検査状況。 

 

 



  

HIV検査室 

比較的きれいに使用されている。 

HIV検査室 

グローバルファンドによる研究者の持ち込み機材 

  

ウイルス検査室 

赤いビニール袋が医療廃棄物専用  

HIV/ウイルス検査室 検体受付 

窓から検体を受け付けている。 

 

 

（3）類似施設 

  
サンフェリペ病院 血液検査室 

新規機材が設置されている一方、水道、空調など
の建物設備は老朽化が進む。 

サンフェリペ病院 輸血部内検査室 

収納が十分に確保されず、整理整頓が行き届いて
いない。 

 



  

サンフェリペ病院 外来棟外観 

屋根などに一部経年劣化がみられる。 

サンフェリペ病院 母子病院棟外観 

維持管理がなされており、綺麗に使われている。 

  
フランシスコ・モラサン県検査室 

地方検査室として、検査、管理、人事、企画、 
ワクチンコーディネーション、統合サービス、 
監視、部門、及び同建物内に衛生管理局の支部が

入っている。 

フランシスコ・モラサン県検査室 

20 ㎡程度の一つの部屋で水質検査以外の全ての 
検査を行っているが、検体数に対してスペースが

足りていない。 

 
（4）地質調査・その他 

  
建設予定敷地 ボーリング調査 

計 4本のボーリングを行い良好な地盤を確認。 

HIV/ウイルス棟用 自家発電設備 

隣接するHIV/ウイルス棟及びワクチン倉庫に非常
電力を供給している。 
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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 





１ プロジェクトの背景・経緯 

１-１ 当該セクターの現状と課題 

 現状と課題 

１-１-１

(1) 保健セクター概況 

ホンジュラスでは 1990 年以降こどもの健康に大きな改善が見られ、5 歳未満死亡率において

MDG 目標を達成したが、妊産婦死亡率については目標 70（出生 10 万対）に対し 2015 年は 129 と

目標に及ばなかった。また、中米・カリブ地域と比較すると、5 歳未満児死亡率、乳児死亡率、

新生児死亡率、妊産婦死亡率ともに高い値となっており、1 歳児の麻疹の予防接種率も低い状況

である。人口の 6 割に及ぶ貧困率（2014 年）、都市部と地方部間の格差、保健医療施設へのアク

セスの問題、治療に重きが置かれ予防や健康プロモーションを含むプライマリーヘルスケア活動

が十分に行われてこなかったこと等が影響を与えていると考えられる。 

 

関連する MDG MDG4 MDG5 - MDG4 

主要指標 

5 歳未満児死亡

率(出生千対) 

乳児死亡率 

(出生千対) 

妊産婦死亡率 

（出生 10万対） 

新生児死亡率

(出生千対) 

麻疹の予防接

種を受けた 

1 歳児の割合 

2015 
MDG目

標 
2015 2015 

MDG目

標 
2015 2015 

ホンジュラス 20 20 17 129 70 11 88 

中南米・カリブ地域 18  15 67  9 92 

世界 43  32 216  19 85 

中(下)所得国※ 53  40 251  26 79 

※低所得、中(下)所得、中(上)所得、高所得に分かれており、ホンジュラスは中(下)所得と分類されている。 

出典 World bank data (homepage) 

 

1 歳から 5 歳未満の主な死亡原因は下痢、呼吸器疾患、特に肺炎が多い。また、妊産婦の主要

死因は出血 57%、妊娠高血圧症候群 23％、敗血症 10％（出典：保健省要請書）と出産時あるいは

産褥期に防止できるものが多く、一般的な原因として無資格者による出産介助など質の確保され

ていない産婦人科サービスが確保されていない、妊娠可能年齢の女性が基本的微量栄養素を十分

に摂取していない、全出産数の 19.8％が未成年妊娠で、若年妊娠の高率傾向が続いている等が挙

げられる。 

ホンジュラスの 2012 年の主要死因は、上位順に心疾患（14.4%）、脳疾患（8.3%）、暴力（7.3%）、

HIV/エイズ（4.6%）、呼吸器感染症（4.4%）である。2000 年の死亡原因と比較して感染症から半

数以上が非感染症へ移行し、特に循環器系疾患や糖尿病及び悪性生物の割合が増加している。貧

困を特徴とする病気を克服できないままに、高血圧、糖尿病、主要疾患など慢性疾患が拡がって

おり、これらの疾患は 18歳以上の成人の主要死因となっている。 
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(2) 感染症の現状と課題 

下表が示すように、ホンジュラスにおける感染症は年々減少傾向にあるものの、未だ高い健康

リスクであり、その要因には熱帯気候特有の感染症の高い発症率に対して、国内での体制・機能

が整っていない現状があげられる。 

 
表 １-１ ホンジュラスにおける保健指標の推移 

  2010 2011 2012 2013 2014 

AIDS発症率（対 10 万人） 8.29 7.21 6.36 4.22   

AIDS死亡者報告件数 148 131 165 151   

結核発症率（対 10 万人） 37.74 41.57 37.98 36.81  - 

結核による死亡率（対 10万人） 1.09 1.22 1.03 1.05   

デング熱報告件数 66,814 8,297 15,554 39,271 43,456 

マラリア報告件数 9,745 7,618 6,439 5,428   

出典：PAHO データベース 

 
近隣国や中米国平均とホンジュラスの保健指標を比較しても、感染症に関する死亡率及び発症

率などは高い数値を示している。また、再興感染症としての結核は、人口 10 万人に対して 36.8

件（2013年）の発症率となっている。 

 
表 １-２ 保健指標の比較 

  

人口（千人） 

感染症に

よる 

死亡率 

（対 10

万人） 

結核発症

率 

（対 10

万人） 

マラリア

危険 

エリア人

口 

（％） 

マラリア

発症率

（対千

人） 

マラリ

ア 

報告件

数 

デング熱 

報告件数 

AIDS 

発症率 

（対 10

万人） 

データ（年） 2015 2013 2013 2013 2013 2013 2014 2013 

中米 計 622,689 82.2 34.3 11.1 16.4 396,347 1,163,916 9.8 

 ホンジュラス 8,424 88.4 36.8 7.7 8.6 5,428 43,456 4.2 

 グアテマラ 16,255 121.6 21.4 5.4 5.8 6,214 19,791 6.1 

 ニカラグア 6,257 40.5 48.5 4.2 4.7 1,194 35,430 1.0 

中南米・カリブ

地域 
計 37,322 46.9 63.2 11.6 3.1 22,463 22,172 6.2 

出典：Health Situation in the Americas Basic Indicators, 2015（PAHO） 

 
昆虫媒体の感染症であるマラリア、シャーガス病、リーシューマニア症などは、一部の地域で

継続的な感染が見られる。また、近年同様の蚊を媒体としたウイルス感染症である出血性デング

熱、小頭症の原因として恐れられ急激に広まったジカウイルス感染症、そして関節痛を伴うチク

ングニア熱等が、大きな社会問題化している。PAHO による報告では、ホンジュラスで 2016 年 7

月時点で 26,998人がジカウイルス感染症の疑いがあるとされており、ホンジュラス国内における

検査室では 131人のジカウイルス感染症診断が報告されている。ジカウイルス感染症の検査は PCR

を用い、保健サーベイランス国立研究所及び国立遺伝研究センター(UNAH)で行われているが、国
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内で迅速な対処及び検査を実施するため、サーベイランス体制や迅速な診断体制の構築・強化は

重要な課題である。 

(3) サーベイランスシステム 

こうした感染症に対して、早期診断と封じ込めのためのサーベイランスの需要に対応するため

に、全国の検査室ネットワークが形成されている。このネットワークは保健省管轄のすべての異

なるケアレベルに設置された 159 の検査室から構成され、保健省の疫病監視のシステムとして組

織されている。この全国ネットワークは中央レベルに本事業対象の国立研究所、中間レベルに 13

の地方検査所、地方レベルに 145 の検査室及び病院内検査室がある。地方レベルは保健センター

が該当し、基本的には定期検査（血液検査、検便、尿検査、血清検査及び顕微鏡検査）を行い、

検査技師がその機能を担う。病院内検査室は大学の専門家の指導のもと、上記定期検査に加え、

血液学検査、細菌検査、血液銀行及び免疫検査を行う。中間レベルは地方検査所に該当し、保健

所検査室または病院内検査室のローカルレベルで発生する情報を収集する。そして、中央レベル

では全国検査ネットワークを調整し、全国の基準制定、監督指導、品質管理、人材育成、調査及

び技術支援を行う。 

 
表 １-３ 全国検査室ネットワーク 

レベル 中央 中間  地方   

  
国立 

研究所 

地方 

検査所 

国立病院 

検査室 

病院内 

検査室 

保健ｾﾝﾀｰ 

(CESAMO) 

県/県都

合計 

アトランティダ   1   2 4 7 

コロン   1   2 3 6 

コマヤグア   1   1 7 9 

コパン   1   1 10 12 

コルテス※   1   1 9 11 

サン・ペドロスーラ   1 1 1 3 6 

チョルテカ   1   1 5 7 

エル・パライソ   1   1 4 6 

フランシスコ・モラサン※   1     11 12 

テグシガルパ 1 1   5 21 28 

グラシアス・ア・ディオス       1   1 

インティブカ       1 2 3 

イスラス・デ・ラ・バイア       1 1 2 

ラパス       1 2 3 

レンピラ       1 3 4 

オコテペケ       1 4 5 

オランチョ   1   1 12 14 

サンタ・バルバラ   1   1 5 7 

バジェ       1 7 8 

ヨロ   1   3 4 8 

検査所別合計 1 13 1 27 117 159 

※は、県都を除く。 
出典：保健省要請書 
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なお、バイオセーフティレベル 3以上の病原体疑いの検体については、アメリカ CDCや域内の

連携施設に検体を送っている。 

 開発計画 

１-１-２

ホンジュラス国における長期国家開発政策として、「国家ビジョン 2010-2038」及び「国家計

画 2010-2022」が策定されている。 

「国家ビジョン 2010-2038」では、 2001 年に策定された貧困削減戦略文書 (PRSP)で掲げられてい

る目標への取り組みを強化するため、4 つの国家目標として、①極度の貧困状態がなく、国民が等し

く教育と健康を享受できる、社会的弱者に配慮した国家、②民主的で安全な暴力のない国家、③

資源や環境に配慮した持続可能な開発を進め、国民の雇用機会を生み出す生産的な国家、④現代

的で責任感があり競争力を備えた国家、を目標としている。22 項目の目標値を設定しており、保健医

療分野の目標としては、保健医療システムのすべてのレベルにおいてサービスのカバー率を 95％とす

ることを掲げている。 

「国家計画 2010-2022」は 2022 年までに達成すべき目標を設定し、11の優先分野と、各優先

分野に対応する 58 の指標が示されている。保健に関連するものは、「優先分野 1. 持続的な人口

構造」において若年層の妊娠率の低下が、「優先分野 5. 健康状態の改善」では母子保健及びマラ

リアとデング熱等の感染症への対策が取り組むべき課題として掲げられている。 

「国家保健計画 2014-2018」は、上記の国家開発政策に沿って策定された保健セクターにおけ

る中期計画の第 2 次計画である。同計画では、具体的な行動計画目標として感染症コントロール

の強化、IHRの遵守、保健監視システムの強化を掲げている。 

 社会経済状況 １-１-３

経済においては、従来のコーヒー、バナナ、エビ等の伝統産業から脱却するため、新規産業の

育成及び国内外の投資促進を図っている。現在注目されている産業としては、マキラ（保税加工

区）における製造業（特に繊維）や観光業、鉱工業等があり、2014年のホンジュラスの産業別部

門 GDPの構成は農業 (14.0%)、工業 (27.4%)、第三次産業 （58.7％）となっている。(出典：CIA 

World Factbook) 

近年は国際経済危機の影響により建設業やマキラ産業（maquiladora de Exportación）が打撃

を受け、2009 年 6月のクーデター後は国際協力の停止の影響も出て、GDP成長率は-1.9%に落ち込

むなど国内経済は厳しい不況に陥った。2010年は先進国が行った積極的な財政出動、金融緩和策

が功を奏し、2012年には GDP の成長率が 4.31％まで回復し、2013 年に 2.79％と減少したものの、

2014年 3.09％、2015 年 3.64％と順調に回復の兆しがみられる。また、失業率も 2012年の 4.4％

から 4.2％、4.1％、そして 2015 年には 4.0％と減少し続けている。しかしながら財政の赤字は減

少しているものの依然として赤字である。 

 

表 １-４ 主要マクロ経済指標の推移 

年 2012 2013 2014 2015 

実質 GDP 成長率（％） 4.31 2.79 3.09 3.64 

名目 GDP 総額（10億ドル） 18.51 18.50 19.51 20.30 

1 人当たりの名目 GDP 2332.96 2284.31 2360.98 2406.62 
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（ドル）(IMF推測値) 

消費物価上昇率（％） 5.22 5.19 6.08 3.16 

失業率（％）(IMF推測値) 4.40 4.20 4.10 4.00 

人口（百万人） 7.94 8.10 8.26 8.43 

財政収支（10億レンピーラ） -15.11 -28.63 -17.48 -6.30 

 

１-２ 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

ホンジュラス共和国における 2015 年の 5 歳未満児死亡率は 20.4（出生千対、中南米地域平均

18）、妊産婦死亡率は 129（出生 10 万対、同地域平均 67）と域内平均と比較し依然高い値である

（出典：世界銀行世界開発指標）。非感染性疾患（死因の 61％を構成）に加え、HIV/エイズ（2012

年死因第 4位。出典：WHO Global Health Observatory）、結核（2014 年有病率 43、人口 10万対。

出典：世界銀行世界開発指標）、更にはマラリアやリーシュマニア症、シャーガス病等の顧みられ

ない熱帯病の問題も深刻であり、非感染性・感染症を問わず迅速かつ的確な診断と治療が求めら

れている。 

国立研究所は、205 (2015年)の検査室から構成される全国検査ネットワークのトップレファレ

ルラボとして、感染症等のサーベイランスの実施、全国からのレファランス検査の実施、下部検

査室に対する監督・技術指導、基準の制定、品質管理、人材育成等を行っている。現在 9 の検査

部門（①結核、②マラリア、③性感染症、④細菌学、⑤寄生虫学、⑥シャーガス病/リーシュマニア症、⑦

細胞学、⑧HIV/エイズ、⑨ウイルス学）から構成されている。設立当初は国立研究所として設計されてい

なかったため、スペースの不足から現行の検査室の機能は 3 箇所に分散され、現在 9 部門のうち 6 部門

（①～⑥）がテグシガルパ市フランシスコ・モラサン地区のアロンソ・スワソ保健センター内、1 部門（⑦）が

教育病院の 7階、2部門（⑧、⑨）が建設予定敷地内の 1棟で稼働しており、迅速かつ効率的な検査の実

施や、報告義務を伴う流行病の監視、感染症の流行が発生した際に不可欠となる統合的な活動が求め

られるトップレファレルラボ機能に大きな支障を来している。また、部外者が容易に検査室にアクセスで

きる等、国際的なバイオセキュリティ・バイオセーフティ基準を満たしておらず、病原体の適切

な封じ込めができていないことから、検査技師や周辺住民へのリスクが存在している。WHO 憲章

第 21条に基づく国際保健規則 IHR(International Health Regulations)は、感染症等の国際的な

健康危機に対応するための国際条約に準ずる拘束力を持つ規則であり、サーベイランスや緊急事

態発生時の対応等について最低限備えておくべき能力をコアキャパシティとして掲げている。検

査室に係るコアキャパシティの中には国際基準を満たした検査室の整備も含まれており、IHR の

コアキャパシティを満たすためにも、安全かつ効率的に機能できる国立研究所の整備は急務であ

る。 

このような背景のもと、国民の大半が頼る公的医療サービス網における検査・診断体制の強化

を実現するため、ホンジュラス政府は日本政府に対し、国際基準を満たす国立研究所の施設建設

および機材整備について我が国へ無償資金協力を要請した。 

原要請書における要請内容と、2016 年 1月 5日から 2月 10 日にかけて実施した準備調査（概

略設計）において確認した要請内容との対比は下表のとおりである。 
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表 １-５ 要請内容 

 2014年要請書 現地調査時 理由・経緯 

施設規模 延床面積 1,700m2程度 

地下 1階、地上 2階。 

延床面積 2,501m2 

地上 3階 

対象検査部門の増加および

研修施設の増強等により規

模が増大した。 

施設計画  技術検査部門 

結核、マラリア、性感染症、

細菌学、寄生虫学、シャー

ガス病 /リーシュマニア

症、細胞学、分子細胞学、

滅菌、培地準備 

 

 

 

 

 

 研修部門 

講義室、研修室 

 管理部門 

事務室、図書室、会議室、

検体受付、倉庫、食堂、冷

却室等  

 技術検査部門 

結核、マラリア、性感染症、

細菌学、寄生虫学、シャー

ガス病 /リーシュマニア

症、細胞学、昆虫学、髄膜

炎/肺炎、共用部分として

共通/分子生物学 

 共用部門 

培地・試薬準備室、純水製

造室、洗浄・滅菌、冷凍・

冷蔵保管庫等 

 研修・研究部門 

研修室、文書保管庫 

 管理部門 

事務室、会議室、講義室、

検体受付、倉庫、食堂等  

髄膜炎/肺炎部門の独立化、

昆虫学部門の追加により対

象研修部門が増加した。効

率的な施設運用のため PCR

検査室や培地・試薬準備室

は共用化した。 

バイオセー

フティレベ

ル 

BSL2 BSL2および BSL2+ 髄膜炎／肺炎部門および結

核部門については取り扱う

病原体のリスクに応じて前

室のある陰圧検査室 BSL2+

設定とした。 

機材計画 - 安全キャビネット、PCR サ

ーマルサイクラー、DNA 定

量機、恒温器、縦型滅菌器、

冷却遠心機、顕微鏡等 

当初機材は要請に含まれて

いなかったが、検査室の安

全性確保、機能向上、機能

維持のために不可欠な検査

機材を追加した。 

１-３ 我が国の援助動向 

我が国の対ホンジュラス共和国国別援助方針では、重点分野「地方開発」の中で「保健医療サ

ービス改善」が位置付けられており、対ホンジュラス共和国 JICA 国別分析ペーパー（2016 年 2

月）では、「貧困問題の緩和と地方経済の活性化」の重点課題の中で「保健サービスアクセスと質

の改善」が位置付けられている。検査・診断体制の強化は、保健医療サービス改善に資するもの

であり、本事業はこれら分析、方針に合致する。なお、これまでの当該分野における支援実績と

して、無償資金協力「全国公衆衛生検査所機材整備計画」（2005 年）において国立研究所及び地

方検査所に対する機材整備を行っており、技術協力「シャーガス病プロジェクト」（2003 年～2011

年）、技術協力「シャーガス病アドバイザー」（2012年～2014年）によりシャーガス病対策に係る

支援を実施している。 

なお、我が国は 2016 年に表明された「国際保健のための G7伊勢志摩ビジョン」において公衆

衛生上の緊急事態に対する予防と備えの強化にコミットしており、同年に策定された「国際的に

脅威となる感染症対策の強化に関する基本方針」においても、途上国における IHR 徹底に向けた
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支援を掲げており、本事業はこれら方針に合致するものである。 

2005年以降の保健医療分野の協力実績を下表に示す。 

 

表 １-６ 我が国の政府開発援助（2005年以降） 

協力 

内容 

実施 

年度 
案件名 概要 

技 術 協

力 プ ロ

ジ ェ ク

ト 

2003- 

2007 

シャーガス病対策プロジェクト 4 県において住民参加型の監視体制やシャーガ

ス病対策に係る情報伝達体制の確立等を支援 

2008- 

2011 

シャーガス病対策プロジェクト

フェーズ 2 

媒介虫によるシャーガス病伝播中断に向け、対

策を講じる地域の拡大や対策の定着化を支援 

2008- 

2012 

オランチョ県思春期リプロダク

ティブヘルス強化プロジェクト 

若年妊娠率の低下に寄与すべく、若者に配慮し

たリプロダクティブヘルスサービスの強化を支

援 

2012- 

2014 

シャーガス病対策アドバイザー

（個別案件（専門家）） 

中米におけるシャーガス病対策の知見の取り纏

め・共有を通じシャーガス病対策関係者の能力

強化を支援 

2013- 

2018 

「国家保健モデル」に基づくプラ

イマリーヘルスケア体制強化プ

ロジェクト 

エル・パライソ県とレンピラ県において母子保

健に焦点を当てた国家保健モデルの保健サービ

スコンポーネントの実施体制の確立等を支援 

草の根 

技 術 協

力 

2007- 

2009 

エルパライソ県母子保健向上支

援事業 

エルパライソ県の特にアクセスが困難な遠隔農

村地域における母子保健サービスの向上を支援 

2009- 

2011 

エルパライソ県母子保健向上支

援事業フェーズ 2 

コミュニティにおける保健啓発活動、コミュニ

ティ薬局の自立的な運営支援等を通じ、母子保

健サービスの向上を支援 

2014- 

2016 

エルパライソ県南部 3市における

母と子のプライマリーヘルスケ

ア向上プロジェクト 

保健人材の能力強化、コミュニティ薬局ならび

に緊急搬送委員会の設置、市役所・保健所・保

健ボランティア間の連携強化等を通じ、対象地

域における母子のプライマリーヘルスケアの強

化を支援 

一 般 無

償 プ ロ

ジ ェ ク

ト 

2005 全国公衆衛生検査所機材整備計

画 

国立研究所および 8 箇所の地方検査所に対する

検査機材および国立研究所に対する研修用機材

の整備 

2007 サン・フェリペ病院整備計画 サン・フェリペ病院の外来診療棟の建設及び機

材整備 

2014 レンピラ県及びエルパライソ県

母子保健診療サービス質の向上

計画 

レンピラ県レパエラ市、エルパライソ県ダンリ

市におけるポリクリニックの建設及び医療機材

の整備 

 

なお、国立研究所の HIV・ウイルス部門は、1996 年度草の根無償「中央エイズ・ビールス研究

所建設計画」により、PAHO と USAID との連携で 2002 年に竣工した。我が国は施設建設の協力の

みであり機材の整備は行っていない。（出典：「ホンジュラス共和国公衆衛生検査室全国網機材整

備計画基本設計調査報告書」） 

１-４ 他ドナーの援助動向 

グローバル・ファンドによる機材支援が国立研究所創立以来、継続的に結核対策とマラリア対

策に対して行われている。（グローバル・ファンドの支援は、要請ベースで必要な機材の調達、お

7 
 



よび検査員の派遣を行っている。）また、WHO、GAVI、世界銀行等からも災害発生時及び感染症の

発生時に随時要請し同様の支援を受けているとのことであった。調査時点において本プロジェク

トとの重複は確認されていない。 

 

表 １-７ 他ドナーによる協力概要(2005 年以降) 

実施 

年度 
機関名 案件名 

金額 

(千 USドル) 
概要 

2005- 

2013 

世界銀行（WB） 栄養対策及び社会

保障プロジェクト 

20,000 社会保障プログラムの実施能力強

化、コミュニティにおける包括的小

児診療の改善、若者の雇用状況の向

上による社会保障状況の改善 

2007- 

2012 

韓 国 輸 出 入 銀

行・対外経済協

力基金（EDCF） 

アトランティダ病

院整備 

24,200 アトランティダ地域病院の整備によ

る提供サービスの改善 

2007- 

2014 

イタリア外務省

開発協力総局 

マリア病院医療機

材 

19,600 マリア病院における施設、手術機材

及び検査機器の整備による小児科診

察サービスの向上と保健状況の改善 

2008- 

2015 

カナダ国際開発

庁（CIDA） 

国家シャーガス病

およびリーシュマ

ニア症プログラム 

15,500 シャーガス病及びリーシュマニア症

の削減と撲滅を目的とし、PAHO 及び

JICA と連携し、技術支援および財政

支援を実施 

2008 米国国際開発庁

（USAID） 

AIDSTAR-Two  地元 NGO に対するエイズ拡散防止の

ための技術支援（簡易検査法指導等） 

2009- 

2012 

中米経済統合銀

行（BCIE） 

ホンジュラス保健

セクターにおける

一般医療機材プロ

グラム 

25,400 ホンジュラス自治大学、サン・フェ

リペ病院及び教育病院における医療

機材整備と提供サービスの改善 

2009- 

2012 

CABEI 保健セクターにお

ける医療機材支援 

11,900 同上 

2009- 

2013 

中米経済統合銀

行（BCIE） 

ホンジュラス保健

セクターにおける

一般医療機材プロ

グラム追加支援 

1,600 同上 

2010- 

2015 

米 州 開 発 銀 行

（IDB） 

地方分権化による

保健サービスの強

化プログラム 

27,500 保健医療体制の地方分権化の推進及

び保健医療サービス提供状況の改善 

2010- 

2014  

米国国際開発庁

（USAID） 

保健医療プログラ

ム 

35,875 地方分権化体制における保健医療サ

ービス提供、病院レベルでのケア・

サービス提供、実験室レベルでの診

断への技術支援 

2010- 

2014 

カナダ国際開発

庁（CIDA） 

Prevention and 

Control of Chagas 

and Leishmaniasis 

Diseases 

 シャーガス病に関する家屋の害虫駆

除、検査システムの導入、サンプル

検査及びその処置、等 

2011- 

2013 

世界銀行（WB） 栄養対策及び社会

保障プロジェクト

への追加支援 

3,600 社会保障プログラムの実施能力強

化、コミュニティにおける包括的小

児診療の改善、若者の雇用状況の向

上による社会保障状況の改善 

2011- グローバル 結核戦略強化 8,845 資機材調達を通じた検査室ネットワ
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実施 

年度 
機関名 案件名 

金額 

(千 USドル) 
概要 

2016 ファンド ーク強化、地方検査所 11箇所に対す

る資機材調達、資機材調達による結

核ラボの強化 

2012- 

2016 

米 州 開 発 銀 行

（IDB） 

母子保健病院改善

プロ 

グラム 

30,000 保健医療施設の整備及び機材供与に

よる母子保健サービス提供の向上 

2012- 

2013 

世界銀行（WB） 栄養モニタリング

の改善 

及び食糧対策 

1,200 低所得層の基本的な生活水準、健 

康、栄養の保護 

2012- 

2015 

韓 国 輸 出 入 銀

行・対外経済協

力基金（EDCF） 

Hospital del Sur

整備 

33,000 チョルテカ県の南部地域病院の外科

手術施設の整備と病院の基本インフ

ラの整備による保健状況の改善 
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 





 

２ プロジェクトを取り巻く状況 

２-１ プロジェクトの実施体制 

２-１-１ 組織・人員 

(1) 責任機関及び実施機関 

本プロジェクトのホンジュラス側の責任機関は保健省であり、実施機関は、保健監視総局の

支援を受けた国立研究所である。本事業においては責任機関である保健省が贈与契約（G/A）を

締結し、実施機関は本計画の円滑な実施とホンジュラス側負担事項の確実な履行を行う。ホンジ

ュラス側の契約当事者は、保健省・保健監視総局であり、本プロジェクト実施に関するコンサル

タント契約および、施設工事/機材調達契約の調印者となる。保健省がその責任において､日本国

により建設された施設及び調達された機材の運用､維持管理にあたる。 

(2) 保健監視局 

図 ２-１ 保健監視局組織図 

 
国内の感染症について監視を行っている保健監視局は、2003 年に設立され、10名体制で運営

している。2004 年 9月に保健省全体における保健監視局の業務内容、役割が明確にされたため、

2005 年の医療統計より全国の感染症情報を監視する体制が整った。以前はホンジュラスの保健

統計の体制が整備されていなかったこともあり、疾患数及び検査数の数値はそれを公表する機関

により異っていた。この問題を解決するために保健監視局を中心に、国立研究所と地方検査所の

データを毎週集計する体制がとられているが、分権化制度の導入もあり、データ処理能力につい

ては、施設の整備状況、および各分野による格差が大きく、一元的にデータを扱うことができな

い状況である。 
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(3) 国立研究所 

全国のトップレファランス・ラボとして、感染症の監視機能と傘下の検査室に対する監督・

技術指導・品質管理・人勢育成の役割を担うために、現在、結核・マラリア・性感染症・細菌学・

HIV/エイズ・ウィルス・寄生虫学・シャーガス病/リーシュマニア病・細胞学の 9 つの検査部門

と研修部門により構成されている。  

 現在の国立研究所の職員数は、契約職員や、グローバルファンドや保健省からの派遣も含

め、総勢 75名であり、下図の様な構成となっている。財政不況にある保健省では、現在、新た

な正規の職員を雇用しない方針をとっているため、定員である 75名を維持するため、ドナース

タッフ、インターン等の臨時職員で随時定員を満たしている状況で、正規、非正規職員の割合は

確定していない。 

機材及び施設のメンテナンスについては、メンテナンス部門の 2人が担当している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２ 国立研究所組織図 

(4) プロジェクト運営委員会 

本プロジェクトでは、本検査室建設と機材調達を円滑に進めるため「プロジェクト運営委員

会」を設立する。ホンジュラス側のメンバーは、保健省の①保健監視ユニット（UVS）、②国立研

究所（LNVS）、③プロジェクト管理技術ユニット、④運営総務ユニット、及び⑤法律顧問から構

成される予定である。委員は①～⑤の各ユニットから 1名ないし 2名が指名される。 

  

所長(1 人) 

品質管理
 

技術委員
 

地方検査所 
 

バイオセーフティ 

戦略計画レベル 

サービス提供 

支援レベル 

 

技術支援及び管理(1人) 研修 (3 人) 便宜支援 情報技術(2 人) 

HIV/ｴｲｽﾞ 
(5 人) 

寄生虫学 
(2 人) 

結核 
(8 人) 

ﾏﾗﾘｱ 
(4 人) 

細胞学 
(11 人) 

ｼｬｰｶﾞｽ・ﾘｰ

ｼｭﾏﾆｱ(7 人) 

細菌学 
(5 人) 

ｳｲﾙｽ学 
(14 人) 

性感染症 

(4 人) 

人事 秘書(1 人) クリーニング(1 人) 守衛(2 人) 運転手(1 人) メンテナンス(2 人) 
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図 ２-３ 保健省組織図 

２-１-２ 財政・予算 

(1) 保健省 

ホンジュラス保健省の 2013 年から 5 年間の年間予算は下表に示すとおりである（但し 2016

年以降は計画された予算）。2015 年度は約 124.9 億レンピーラの予算で全国の管轄施設・機関

を運営・維持している。2014 年と 2015 年の予算を比較すると約 0.6％減となっているが、こ

の期間の海外からの援助が約 6.3％減となっていることが影響していると考えられる。一定の内

部資金に対して外部資金の増減によりその年の予算収入が増減する状態であるが、2016 年度以

降の計画では内部予算が増額される予定である。なお、保健省における会計開始月は 1月であり、

予算要求の締め切りは 8月となっている。 

 

表 ２-１ 保健省予算 

 2013 2014 2015 2016（計画） 2017（計画） 

収入      

内部資金 9,547,296,002 9,766,420,014 9,866,420,014 12,487,395,579 12,617,786,758 

外部資金 

(援助等) 
1,718,914,740 2,802,365,797 2,627,546,335 1,897,870,515 1,783,767,834 

寄付等 N/A N/A N/A N/A N/A 

計 11,266,210,742 12,568,785,811 12,493,966,349 14,385,266,094 14,401,554,591 

前年度 

増減率 
 +12% -0.6% +15% +0.1% 

基準監視総局 

規制担当次官 

人材開発総局 基準総局 

地方衛生部 

保健サービス統合 
ネットワーク担当次官 

保健省 大臣 

秘書室 

法律顧問 

対外協力局 

国内情報局 

運営総務ユニット 

対外協力資金管理ユニット 

機材、資材並びに医薬品
ロジスティックユニット 

 
内部監査ユニット 

公共情報のアクセス並び

に透明化ユニット 

企画管理評価ユニット 

情報管理ユニット 

保健監視ユニット（UVS） 

プロジェクト管理技術ユニット 

社会コミュニケーションユニット 

保健サーベイランス国立 

研究所 （LNVS） 

プロジェクト運営委

員会メンバー 

凡例 

国家審議会 

保健サービス統合 
ネットワーク総局 
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支出      

人件費 5948167,930.28 5788400,250 5795497,320 * * 

機材整備 324896,600.55 351065,570 396018,372 * * 

医療 

サービス 
14,000.00 14,000.00 14,000.00 14,000.00 14,000.00 

計 9,547,296,002 9,766,420,014 9,866,420,014 12,487,395,579 12,617,786,758 

前年度 

増減率 
 +2% +1% +27% +1% 

出典：保健省質問票回答 (*:無回答)                  (レンピーラ） 

(2) 国立研究所 

保健省の年次予算の中で、国立研究所の 2016 年の配分予算（実績）は約 22.4 百万レンピー

ラである。 

下表にあるように、保健省より提出されたデータでは、支出については、定額でしか計上さ

れておらず、2013 年、2014 年、2015 年とも 2016 年度の実績予算と同額であった。保健省から

は、定額計上のため 2013～2016 年は同額である旨説明があった。また、本施設建設による維持

管理費用の増額を見込んで 2019年度には 3千万レンピーラの予算を保健省に計上する予定で既

に大臣の内諾を得ている旨説明があった。 

 

表 ２-２ 国立研究所予算 

  予算 2013年～2015年 2016年 

  （Lps） 22,429,312 22,429,312 

No. 項目 2013年～2015年 2016年 

1 人件費 14,945,153 14,945,153 

2 
基本ｻｰﾋﾞｽ 

(電気・水・通信) 
1,746,411 1,746,411 

3 施設メンテナンス 0 0 

4 機材メンテナンス費 10,724 10,724 

5 消耗品 5,727,024 5,727,024 

  合計 22,429,312 22,429,312 

  US$換算 1,022,302 1,022,302 

２-１-３ 技術水準 

先述のとおり、本プロジェクト対象施設である各検査所は、全国にある地方検査ネットワーク

で同定できないような検体を取り扱うトップレファラル検査機関であり、高度な技術水準が求め

られる。各検査室は感染微生物のスクリーニングのための簡易検査法と確定のための培養検査や

ELISA（Enzyme Linked ImmunoSorbent Assay）法による抗原や抗体の検出・定量、PCR（Polymerase 

Chain Reaction）法により DNA を増幅して電気泳動法を用い検出・定量を行っている。マラリア

検査室は中米地域のリージョナルラボに認定されている。 
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また、国立研究所は検査技師及び検鏡技師の教育機関でもある。講義、講習などを通して、医

療検査従事者を育成しており、地方の職員も含めて、各種教育プログラムが開催されている。ま

た、検査室ネットワークの下位レベルの検査施設に対しても指導を行っている。特にマラリア検

査室は中米地域のリージョナルラボであることから、周辺諸国からの研修員も受け入れている。 

しかしながら、20名を超えるような講習を行うには場所がなく、他の会場で行わざるを得ない

状況である。これにより、バイオセーフティの観点から必要な、安全講習が頻繁に効率よく行わ

れていない。 

また、各検査室のスタッフの技術レベルにはばらつきがあり、専任の検査技師や担当者がいる

検査室と無給与の社会奉仕活動として勤務している大学 4 年生のインターンがルーチンの業務を

担っている検査室もある。また、現在子宮頸がんのパップテストのがん細胞診だけを行っている

細胞学検査室では、スタッフが退職間近の人員で構成され、若い世代がおらず、検査技術の継承

や品質維持が懸念される。検査室間のレベルのばらつきがあることから、検査レベルの低い検査

室の底上げを図り、検査室間の格差を減らす必要がある。また、スタッフはルーチンの検査業務

に忙殺されており、研究まで十分に取り組めない状況である。研究を通じた国立研究所の発展な

くして国全体の感染症診断レベルの向上を図ることはできないことから、今後研究活動の強化が

求められる。 

国立研究所には管理部内に機材の保守管理と倉庫の物品管理を兼任する技術者が 2名在籍して

いる。この内 1名の技術者は日本で実施されているスペイン語の医療機材保守技術研修(3 か月間

コース)に参加した経験を有する。もう一方の技術者は高齢の技術者の指導のもと保守技術を習得

しつつ、機材や設備の保守業務を行っている。ただし、一般機材の保守管理する能力はあるが、

専門的な検査内容にかかわる機材や電子工学的な要因を含む修理などは代理店技術者によるサ-

ビスが求められている。加えて、保守作業の工具や機材は全て個人の私有物を使用して実施して

いる。機材の管理技術や予防保守の計画実施管理などが求められている。 

２-１-４ 既存施設・機材 

(1) 既存施設の状況 

現在、テグシガルパ市内に位置する検査室は 3 箇所に分散している。既存の国立研究所があ

る建物（アロンソ・スワソ保健センター）は、スタジアムの近くにあり、1964 年に建設された

建物で、1 階は保健所、2 階は小児クリニック・臨床検査室・疫病学事務所・首都圏地方検査所

他、3階は国立研究所・食品品質地方検査所である。 

国立研究所 HIV/ウイルス部門は本プロジェクト計画敷地内に 2002 年に建設され、第 1 地方

検査所と保健省維持管理部門にも近い。 

細胞学部門は教育病院（1978 年建設）の 7 階に間借りしているが、教育病院が保健省管轄

から教育省に移行したため、現在は仮の使用許可を受けている状況である。 

各施設の問題点を以下に検査部門と、管理部門に分けて列挙した。 

＜検査部門＞ 

各検査室とも機器、備品、資料等が詰め込まれた狭隘な部屋で検査を行っており、収納が

少ないことも加わって、整理整頓が出来ていないだけでなく、検査員達が隣同士となり、1 つ

の机で検査を行うような状況も散見された。収納されない物品は管理されないまま棚の上や部
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屋の一角に放置されている状況である。但し、教育病院の 7階に間借りしている細胞学部門に

ついては、逆に検査員数及び既存機材に対して、検査室としては不効率な広すぎる部屋が割り

当てられている。 

狭隘かつ整理整頓されていない検査室での作業は、不効率なだけでなく、バイオセーフテ

ィ上大きな問題である。 

一部検査機材については新しい物に更新されているが、施設としては老朽化が進んでいる。 

特に給排水を含む設備については、同建物内の保健センターの下水道管からの異臭が発生する

事故が 2012 年に発生するなど、耐用年数をはるかに超えて使用されている。また、安全キャ

ビネットなどの検査機器による強制排気を除けば、各部屋に換気扇や空調システムは無く、換

気が十分が行われているとは言えない状況である。テグシガルパの常春の気候からすれば、冷

暖房の要求は高くないが、薬品を使う検査室にとって換気は重要である。 

また、アロンソ・スワソ保健センターでは、検体は一般職員と同様に、メインの入り口か

ら、共通の廊下を通って、各検査室の窓口まで届けられている。入口には警備員が配置されて

いるが、特に入館者をチェックしているわけではないため、不特定の人が入館可能となってお

り、バイオセキュリティ上問題である。また、一般動線と検体搬入の動線が一致している状態

は、バイオセーフティにおいても問題である。 

＜管理・共用部門＞ 

管理部門として、所長室や秘書室があるが、会議室が無い為、各部門が集まる会議などは、

所長室に各部門長及び関係者が、一部立って話を聞くなど、詰め込まれた状況で行われている。 

また、バイオセーフティやバイオセキュリティ向上のために尽力するはずの品質管理部門につ

いては、部屋が無い為、所長室にて作業を行っており、十分な作業スペースが確保できていな

い。 

これらのスペースの欠如は、管理部門として、各検査部門を取りまとめその運用を管理す

る上で非常に問題となる。 

共用の倉庫は、物があふれているだけでなく、その格納品目の管理がされておらず、何が

入っているのか分かっていない状態であり、中には何らかの薬品も保管されている。また、故

障機材も多く倉庫に放置されており、適切な廃棄手続きを進める必要がある。 

このような倉庫の状態は物理的に物が落下するなどの危険があるだけでなく、物品の紛失

や、薬品の管理ミスによる無駄にも繋がる可能性がある。 

食堂については、2 つのテーブルと椅子、電子レンジ等があるのみで、最大でも 8 から 10

名が喫茶できるスペースがあるのみであり、職員全員が利用できる食事スペースとしては成り

立っていない。 
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国立研究所（アロンソ・スワソ保健センター） 

  

入口には警備員がいるが、特にセキュリティ 

チェックは実施していない。 

検体は出入口から直接各部門まで共用廊下を 

通って持ち込まれる。 

  

研修用講義・実験室では、定員は 22 人程度まで

の簡単な講習であれば可能である。 

各部門毎で必要な面積も違うため整理整頓の 

度合いも変わってくる。（写真は細菌学部門）  

  

使われなくなったドラフトチャンバーが 

放置してある状態。 

倉庫では故障した機材などが放置されており、 

何があるのか管理されていない。 

  

結核部門の新規安全キャビネット。必要に応じて

追加機器やその為の施設改修を行っている。 

収納が不足しているため、至る所に物品が置かれ

ている。 
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HIV・ウイルス部門 

  

2002 年建設の HIV/ウイルス棟は本計画敷地横に

建つ。 

ウイルス部門と HIV 部門は区別されており、HIV

部門からウイルス部門へは一旦外に出て別の入

り口から入るようになっている。 

細胞学部門（教育病院 7階） 

  

もともと検査室として設計された部屋ではない

ので、不効率な配置となっている。 

収納スペースが足りず、検体、サンプル、器具な

どが整理整頓できていない。 

  

試薬には刺激臭を放つものもあり、取り扱う際に

は換気扇が必要となる。 

顕微鏡による検査状況。 
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(2) 既存検査室の運営状況 

現在行われている各部門の検査方法は以下の通りである。 

検査部門 主要検査方法 

マラリア 簡易検査キット、ギムザ染色顕微鏡確認検査、PCR 

シャーガス/ 

リーシュマニア 

顕微鏡検査、ELISA法、蛍光顕微鏡検査 

寄生虫学 Kato Katz法(ゼン虫)、ELISA法(線虫・トキソプラズマ)、 

結核 凝集検査、小川培地法、工藤 PD培地法、ﾍﾟﾄﾛﾌ法、ﾋﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾝ法、硝酸ﾚﾀﾞ

ｸﾀｰｾﾞ方 

性感染症 RPR(梅毒)、TPPA 法(クラジミア)、FTAABS 法(淋病)、ELISA 法(性器ヘル

ペス) 

細菌学 ELISA 法(ｸﾞﾗﾑ陰性菌・ﾌﾞﾙｾﾗ菌)、蛍光顕微鏡(ﾘｹｯﾁｬ)、PCR(百日咳)、培

養 

細胞学 顕微鏡検査 

下記 2004 年からの総検査数及び各部門検査実績を見ると、10 年程前から主に子宮頸がんの

検査数増加により年間の検査数が急増し、近年はシャーガス病の検査数が減少傾向にあるために

全体数は減少しているが、年間 10 万件以上の検査を行っている。各分野の検査数の推移を見て

みると、下記図に示すようにシャーガス病の検査等、増減が大きい検査項目がある一方で、HIV/

エイズ、結核、子宮頸がん、等の増加傾向にある検査が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ 国立研究所における総検査数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-５ 国立研究所における分野毎の検査数の推移 
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(3) 既存機材の状況 

1) 過去の無償資金協力供与機材状況 

2005 年に無償資金協力事業として公衆衛生検査室全国網機材整備計画が実施され、国立研

究所及び地方検査所に検査機材が供与された。その内国立研究所には今回の支援対象になって

いないウイルス検査室とエイズ検査室を含め、58機種 272台（もしくはセット）が納入された。

この内 36 機種 174 台は現在でも使用中で、消耗の激しい安全キャビネットと両扉冷蔵庫及び

冷凍庫-20℃の 3機種を除く 33機種の機材を継続使用機材としてリストアップした（添付：2005

年無償機材継続使用リスト参照）。なお、凍結乾燥機の 1機種（1台）については、使用訓練を

受けた担当者が転出したため、使用方法が分からず未使用の状態にあるが、国立研究所の品質

管理責任者より、同一メーカーの同等品を新たに購入する予定で、納入時に前回の機材の使用

方法の訓練を受けるように手配中であり、今後活用予定との説明があったため継続使用機材と

した。 

また、全体の内 23機種 49 台は故障しており、修理することができない状態であった。2010

年に実施された無償資金協力全国公衆衛生検査所機材整備計画の事後評価報告書によると、

2010 年時点では 58 機種のうち 1 機種を除いて故障歴もなくすべて稼働していたことが確認さ

れているため、少なくとも 1機種を除く全ての機材は 5年以上の稼働後に、耐用年数を超えて

から故障したものと考えられる。機材の故障原因としては、電圧の変動によるコンプレッサー

のモーターコイルやヒーターエレメントが切れたこと等が挙げられる。また、停電時の復帰電

流などにより電子部品が故障したものと考えれれる。マイクロピペット等の消耗器具類はすで

に消耗し廃棄されたものと考えられる。 

2) JICA供与以外の機材状況 

国立研究所の JICA 供与以外の検査機材は、保健省が直接購入したものと、カナダの CIDA

やアメリカの USAID、そしてグローバル・ファンドなどの開発パートナーから供与されたもの

である。それらの機材は検査室ごとプログラムとして協力供与されているもので、試薬・消耗

品や保守費用なども同時に支援されている場合が多い。 

国立研究所の商用機材電源は、不安定で電圧の変動が大きく、検査機材の保護のために電

源安定化装置（AVR）を必要とする。また、停電や瞬時停電発生しており、コンピュータの内

蔵された機材はソフトウェア及びデータの保護のために無停電源装置（UPS）が不可欠である

が資金不足で必要機材すべてをカバーする保護機材は設置されていない。 

3) 維持管理体制 

国立研究所には管理部内に機材の保守管理と倉庫の物品管理を兼任する技術者が 2 名在籍

している。現在冷蔵庫・冷凍庫の簡易な保守点検計画を実施しており、主要な機材の表面に点

検記録表を添付し、定例的なフィルターの清掃などが実施されているかの記録がされている。

また、使用できなくなっている機材に対して、どのような問題で使用できないかの記録紙を張

り付けてあり、部品修理が必要であるのか、または修理不能などの記述がされている。 
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２-２ プロジェクトサイト及び周辺の状況 

２-２-１ 関連インフラの整備状況 

(1) 土地の確保状況・所有権 

当該建設予定地は保健省が 1994 年 5月に官報により所有権を告示しており、所有権は確認さ

れている。一方で、正式な土地登記が行われていないため本敷地の用途地区は、住居地域となっ

ており、また明確な敷地境界線が確定していない。2016 年 7 月 4 日、保健省が測量を発注し、

登記局が測量を実施した。測量図が完成次第、市当局に提出し許可を取得する予定である。市当

局の許認可書を添付し、土地登記所（ＩＰ）で土地登記を完了後、速やかに用途変更申請を市当

局に提出し、建設予定地の用途を変更することが必要である。 

なお、ホンジュラスでは、土地登記および用途変更については、省庁間の取り決め事項で完

了することができる。主な手続きとしては、①保健大臣から再度、官報に示す通り保健省の所有

地である旨届出し、土地を登記する、②土地の用途変更を、保健大臣からテグシガルパ市長に申

請し用途地区を住居から商務地域に変更する、であるが各書類が全て整っていれば、比較的容易

に変更可能である。市当局担当者の言によれば、問題がなければ即日もしくは 1週間以内に受諾

される。またこのための手数料も不要である。 

(2) 電力供給 

ホンジュラスの一般供給電源は、単相 110V、三相 220V、60Hz であるが、以下のように地域

により停電が起こったり、電圧の変動が発生する。検査室では顕微鏡、冷蔵庫なども電圧変動に

より故障した事案もあり、電気を使用する機材には自動電圧安定化装置（AVR）の付属が必須で

ある。また、コンピュータ等のデータ保存が必要な機材及び停電により検査への影響が出る機器

には無停電電源装置（UPS）の付属も検討する。 

停電から復帰した直後には 130V 程度の電圧が供給されることもあることから、AVR は±20％

の範囲を設定する必要がある。 

 

表 ２-３ 各検査室の電圧事情 

対象施設 停電 電圧変動 備考 

国立研究所(アロンソ･スワソ) 平均 1 回/月 1 ～ 2時間 109V～118V  

HIV/ウイルス棟 平均 1 回/月 0.5 から 時間 109V～118V 非常用発電機有り 

細胞学部門 平均 1 回/月 1 時間程度 109V～118V  

第 1 地方検査室 平均 1 回/月 1 ～ 2 時間程度 109V～119V 
停電時はサン・フェリペ

病院より供給される。 

出典：各検査室で測定 

(3) 水道 

上水道は敷地の西側前面道路に沿って敷設されており、供給経路・方法に関しての問題はな

い。但し、テグシガルパ市内では、乾季には長時間にわたる計画断水がある事が確認されており、

断水時の対応も配慮する必要がある。 

(4) 電話 

電話の配線網は市内に完備されており、計画地の前面道路には、電力会社 Hondu-Tel の配線

網を利用し、先方負担工事として、架空配線により計画敷地内の MDF に引き込む。施設管理上、
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事務室及び、検査室に内線電話機を設置する計画とする。外線の発信は、通信料を管理するため

先方からの要請により管理事務室及び所長室のみに限定する。情報通信設備については、必要箇

所に配管及びボックスのみを設置する。ケーブル敷設については、先方使用機器との取り合いが

あるため先方負担工事とする。 

(5) 下水 

テグシガルパ市では、都市インフラとしての排水管や集合管が整備されているものの下水処

理施設が完備されておらず大部分が最終的に川に放流されている。また、この集合管もハリケー

ンミッチにより破損して以降、復旧の目途がたっておらず、計画敷地の排水は近くのチキート川

に直接放流されている。 

(6) 廃棄物 

一般ごみは、黒色ビニール袋、医療廃棄物に関しては、医療廃棄物専用の赤色ビニール袋に

分別されて、コンテナに収容する。その後、それぞれ専門の民間廃棄物業者が 1 回/2 日に収集

にきて、専用埋立地に投棄処分される。 

(7) その他（既存建造物の有無・配置状況、雨季の施工計画に与える影響の確認等） 

敷地内には使用不能となっている建屋が数棟、及び使用されていない高架水槽が建っている。 

また、本工事前に伐採が必要となる樹高 15ｍを超える立木が敷地中央にある。 

２-２-２ 自然条件 

ホンジュラスは中南米地域のほぼ中央に位置し、西はグアテマラとエル・サルバドル、東はニ

カラグア に接し、北はカリブ海、南は太平洋に面している。中米では最も山地が多く、国土全体

の 65％を占め、 600～1,500m の高原が全国各地に散在している。しかし、環太平洋火山帯から

はずれているため、中米では唯一地震が少ない地域である。2009年にホンジュラス北部 125kmの

カリブ海を震源としたマグニチュード 7.1 を数秒間観測しており、北部地域では多数の建物に被

害が出ているが、首都への影響はなかった。 

北緯 15°に位置し国土の大半が熱帯気候 であるが、首都テグシガルパ市が位置する内陸部の

高原地帯は 5～7 月と 9～10 月と 2 度雨季がある。特に国土主要部の標高 1,000m前後地帯では

温暖夏雨気候 を示し、常春に近い気候は、以下の過去 3年の気候を示す表からも確認できる。 

 

表 ２-４ テグシガルパの気候 （北緯 14°05’、西経 87°14’、標高 990m） 

2015年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

最高気温(℃) 29.9 32.3 33.9 36.4 31.6 32.8 31.4 33.6 32.7 31.0 30.8 * 

最低気温(℃) 12.5 10.9 13.0 15.1 16.0 18.4 15.5 15.1 15.8 15.8 15.8 * 

平均気温(℃) 21.3 21.6 23.2 24.7 24.3 24.1 23.6 24.8 24.4 24.0 22.8 * 

降雨量(mm) 2.6 0.6 0.2 37.6 52.7 268.6 24.1 8.6 194.2 195.5 53.6 76.1 

湿度(%) 77 69 * 62 * * * * * 85 * * 

平均風速

(m/s) 
8 7 6 5 5 5 5 4 3 3 5 6 
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2014年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

最高気温(℃) 28.8 31.0 33.5 34.8 32.5 31.1 31.2 32.6 30.8 30.6 29.7 30.3 

最低気温(℃) 8.9 11.3 12.0 13.3 16.5 17.2 15.7 15.7 16.4 14.2 12.0 10.0 

平均気温(℃) 20.0 21.8 23.3 24.7 24.8 23.8 23.9 24.4 23.3 22.7 21.5 20.8 

降雨量(mm) 14.5 1.0 5.9 3.0 88.6 118.7 12.1 125.2 112.0 139.1 18.4 4.5 

湿度(%) 77 70 64 58 73 77 72 73 82 86 85 81 

平均風速

(m/s) 
7 5 5 5 5 4 6 4 3 4 7 7 

 

 
2013年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

最高気温(℃) 30.4 33.6 34.9 34.5 32.6 30.5 30.6 31.2 30.6 31.1 30.2 29.8 

最低気温(℃) 10.3 11.4 10.5 15.0 15.0 15.4 147.4 13.8 15.6 15.3 14.3 12 

平均気温(℃) 20.4 21.5 21.7 24.3 23 22.2 22.6 22.4 22.2 22.1 20.9 21.1 

降雨量(mm) 3.6 0.8 31.3 10.1 275.7 106.0 46.8 190.0 343.2 105.0 30.5 10.0 

湿度(%) 80 69 74 71 78 87 77 76 84 79 81 81 

平均風速

(m/s) 
7 5 8 4 4 4 5 5 3 3 6 6 

出典：保健省質問票回答 (*は無回答) 

 

また、テグシガルパ市内は、盆地であるため年間を通して、8m/s以下の平均風速の風が、日常

的に様々な方向から吹いている。下記の図が示すように、風は北方向からが 25%、北東から 10%

が見られる。 

図 ２-６ テグシガルパにおける風向（通年） 

 
テグシガルパ市の標高は約 990m であり、テグシガルパ谷の中に位置している。一方、カリブ

海沿岸は熱帯性気候のため年間を通じて安定しているが、9～12 月には風が強く海も荒れ、ハリ

ケーンが襲来することもある。北部沿岸地方や島部はたびたびハリケーンの被害に遭っている。

カリブ海側である海岸地域では 1998年 10月のハリケーンの規模を示すカテゴリーで最大の 5で、

最大風速 80mであるハリケーンミッチの襲来による被害が発生した。また、2005年北大西洋で発

生したハリケーンスタンは、カテゴリーは 1 で、ホンジュラスには上陸していないが、農作物に

被害を及ぼし、6 名の死者が報告されるなどの被害をもたらした。元来、傾斜地の多い盆地に発

展した都市であるテグシガルパは、降雨等による地滑りの被害を受けやすいとされている。下図

は、地滑り災害地図で安全係数により色分けされているが、国立研究所敷地では 5.0、また敷地

周辺でも 4.0～5.0と安全性の高い係数を示していおり、地滑りの被害が出る確率は極めて低い。 

 

 

 
出典：Cedar Lake Ventures, Inc. 
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図 ２-７ 地滑り災害地図（安全係数） 

 
また、飽和条件下での地滑りの危険性を表す下図においても、その敷地では 0.03%以下の可能

性となっており地盤条件は良好である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-８ 地滑り災害地図（危険度） 

 
洪水は、低地で毎年被害が出ており、海岸、大西洋岸、太平洋岸での豪雨も多く見られている

が、テグシガルパ市内での影響はない。他に脅威となる災害は、干害であり、乾燥地帯ではエル

ニーニョ現象の影響が 2015年にも出ており、施設設計においては、定期的に実施される計画断水

時の水源確保を深慮した計画とする。 

一般的な自然条件以外においての調査内容は以下に示す。 

(1) 土質調査 

標準貫入試験を 1箇所で行い、地下 5mに達し、地下 2.8ｍ付近に強固な頁岩の存在や均質な

土質が確認されており、敷地地盤は良好である。 

(2) 地形調査 

敷地内では一部高くなっているが、施設計画に利用しやすい整地計画とする。 

 
出典：USGS 

国立研究所敷地 

 
出典：USGS 

国立研究所敷地 
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(3) 水質調査 

当該敷地に供給されている上水の水質調査を行った。 

ヒ素等の有害物質が検出された記録はなく、ミネラル分が高い等のスケルの被害はあるもの

のおおむね良好なものと推測されている。 

２-２-３ 環境社会配慮 

本建設予定地は、既に国立研究所の一部として稼働している検査施設（HIV/ウイルス棟）に隣

接しており、同検査施設が周辺に与える環境への影響は、本プロジェクトによる施設の増加と、

建設工事・機材据え付け工事による周辺への騒音振動等の影響の発生のみである。よって、環境

への望ましくない影響は最小限であると判断されるためカテゴリーCに該当するとみなされる。 

(1) 周辺環境への影響 

1) 一般及び医療廃棄物処理 

各検査室の一般廃棄物及び医療廃棄物については、市が回収し地中埋設処分を行っている。

医療廃棄物は検査室内で滅菌器により滅菌を行い、市の回収業者が収集を実施しているため、

周辺への望ましくない影響は最小限におさえられる。 

2) 廃水及び汚水処理 

検査室内で塩素処理を行い、市の下水に流しているが、現在当該エリアの下水道排水は 2008

年のハリケーンの影響により下水道管が破壊されたため、浄化処理されることなく、近隣の川

に放水されている。 

本プロジェクトでは浄化槽を設け汚水処理した後、下水道に放流するため周辺への望まし

くない影響は最小限におさえられる。 

3) 環境許認可 

テグシガルパでは自生樹木を伐採して建設工事を行う場合には、その影響を検討して伐採

許可を申請する必要があり、本プロジェクトにおいても、一部の樹木を伐採する際にその許可

が必要となる。本プロジェクトでは最小限の伐採とし、対象立木は、保存樹種ではなく、周辺

への望ましくない影響は最小限におさえられるため省庁間の協議により伐採についての許認

可が取得可能である。 

4) 大気質 

ＨＥＰＡフィルターの交換が行われていないため、安全キャビネットからの排気が適切に

浄化されていない可能性がある。本プロジェクトではＨＥＰＡフィルターの交換をはじめ、各

種メンテナンス手法をソフトコンポーネントで技術移転するため、周辺への望ましくない影響

は最小限におさえられる。 

5) 騒音・振動 

検査室で行う業務では、騒音や振動を起こすことはない。 

6) 工事中の影響 

当該敷地周りは道路幅員が狭いため路上駐車している車も多く、工事車両が更に周辺の交
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通状況に悪影響を与えないようにすることが必要である。 

２-２-４ その他（グローバルイシュー等） 

本事業は IHR のコアキャパシティ達成に資するものであり、感染症に対する脅威への対応とし

て、また地方の貧困層を含む全国民に裨益する人道上のニーズからも、本事業の必要性は高い。 

ジェンダー視点に立った具体的な活動内容の実施可能性に関しては、計画されている事業概要

からその可能性が見込めないことから対象外とする。 
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第 3 章 プロジェクトの内容 





 

３ プロジェクトの内容 

３-１ プロジェクトの概要 

３-１-１ 上位目標及びプロジェクト目標 

ホンジュラスでは依然として HIV/エイズ、結核、マラリア、シャーガス病、リーシュマニア症、

H1N1等の感染症の罹患率が高く、感染症対策は重要な課題である。また、2015 年時点でホンジュ

ラスは、感染症等の国際的な健康危機に対応するための国際条約に準ずる拘束力を持つ国際保健

規則 IHR のコアキャパシティ（サーベイランス、実験室等において最低限備えておくべき能力）

を達成できていない。かかる状況に対処するため、同国政府の「国家保健計画 2014-2018」では

感染症等の監視能力の強化および IHR の遵守を目標としている。この中で本プロジェクトは、ホ

ンジュラスのトップレファランスラボである国立研究所の施設建設・機材整備を実施することに

より、国立研究所の分断された機能を統合するとともに、国際的な実験室基準を遵守した物理的

環境の整備を図り、同国の感染症の診断能力の強化および IHR コアキャパシティ達成に寄与する

ことを目標としている。 

３-１-２ プロジェクト概要 

本プロジェクトは、上記目標を達成するために、ホンジュラスのトップレファラルラボである

国立研究所の施設・機材を整備し、実験室の適切な運用・維持管理体制の強化を図ることとして

いる。協力対象事業は、結核、マラリア、性感染症、細菌学、寄生虫学、シャーガス/リーシュマ

ニア、細胞学、髄膜炎/肺炎、昆虫学部門、分子生物学、研修室を含む検査棟、管理棟、その他付

属施設を含む国立研究所を建設し、検査室機材を調達し、ソフトコンポーネントにおいて実験室

の適切な運用・維持管理体制を強化するものである。協力対象事業の概要は以下の表に示す。 

 

表 ３-１ 協力対象事業の概要 

事業構成 内容 

施設 管理棟 事務室、会議室、食堂、文書保管庫、講義室等 

検査棟 結核、ﾏﾗﾘｱ、性感染症、細菌学、寄生虫学、ｼｬｰｶﾞｽ/ﾘｰｼｭﾏﾆｱ、細胞学、

髄膜炎/肺炎、昆虫学、分子生物学、研修室、滅菌室等 

その他付属施設 浄化槽、発電機室棟、守衛棟、受水槽・高架水槽等 

合計 2,501.9 ㎡ 

機材 検体検査機材、検体・試薬保管機材、安全管理機材の調達 

ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ ﾊﾞｲｵｾｰﾌﾃｨ･ﾊﾞｲｵｾｷｭﾘﾃｨの遵守を踏まえた検査室の適切な運用管理、機

材の適切な運用・維持管理、検査室の業務環境改善に係る指導 

 

３-２ 協力対象事業の概略設計 

３-２-１ 設計方針 

(1) 施設計画の基本方針 

本事業は保健サーベイランス国立研究所の分断された機能を統合するとともに、国際的な

実験室基準を遵守した物理的環境の整備を図り、当国の感染症の診断能力の強化に寄与するこ

とを目的とする。現地調査及び協議の結果を踏まえて、以下の方針に基づいて計画する。 
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 国立研究所の現行の分断された機能を同一の敷地内に集約する。 

 対象検査部門は、2002 年に建設敷地内に建設された HIV/エイズ及びウィルス学部門を除

き、国立研究所の新たな検査部門として追加された髄膜炎／肺炎、昆虫学部門を含めた

計 9 部門（他 7 部門：結核、マラリア、性感染症、細菌学、寄生虫学、シャーガス病／

リーシュマニア症、細胞学）と分子生物学検査室及び研修とする。 

 国際的な実験室基準に遵守すべく、当国における適用基準であることが確認された

ISO15190に遵守した設計とする。 

 検査室のバイオセーフティレベルは、国立研究所が取り扱う病原体のバイオセーフティ

レベル分類に従い、BSL2とする。ただし、病原体のリスクが高い薬剤耐性の結核、髄膜

炎/肺炎の検体の扱いは、前室のある陰圧検査室ＢＳＬ2＋で行うこととし、より高い安

全性を確保する。 

 将来 BSL3検査室の設置が要求された場合に備え、コンテナユニット式検査室の設置スペ

ースを敷地内に確保する。 

 狭隘な敷地を踏まえ、検査部門間での施設の重複を避け、共有することにより効率的な

運用が見込める機能は共有化し、コンパクトな施設設計とする。 

 検体の入り口を区別する、検査部門へのアクセスを管理するなど、バイオセキュリティ

の向上を図る設計とする。 

 施設運営管理費の削減のため、高断熱高気密性建築物とし、効率的経済的な施設を設計

する。 

 

(2) 機材計画の基本方針 

 新たに開設される髄膜炎/肺炎検査室と昆虫学検査室を含む 10 検査室及び研修室の必要

機材を対象とする。 

 保健省や他ドナーが購入した機材や過去に日本が供与した機材のうち移設可能な機材を

除いた必要な機材について、下記 S、A、Bカテゴリーに分類された機材を対象とする。 

Ｓカテゴリー： 各検査室の分子生物学的な検査を一か所の検査室で集約的に安全か

つ効率的に行うために必要な機材と検査・診断機能改善のための機

材。 
Ａカテゴリー： バイオセーフティ確保に必要な機材。 
Ｂカテゴリー： 各検査室の検査能力を確保するために、廃棄対象となった機材の更新

など機能維持に不可欠な機材。 
Ｃカテゴリー： 各検査室の家具類や事務機材などホンジュラス側が調達可能な機材

や、各検査室がそれぞれ個別に要請を上げた機材で、共有化において

重複する機材、管理機材、現在使用していない高度な機材、運用費用

が大変高い機材等。 

 合理的な業務の実現のために、共用できる検査機材は各検査室に配置せず共用機材とす

る。 

 結核及び髄膜炎/肺炎検査室については BSL2+、その他検査室は BSL2 レベルを確保でき

る機材を調達する。 
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 既に耐用年数が過ぎ、老朽化が激しい機材は廃棄機材とし、廃棄機材の内安全の確保に

必要な機材と各検査室の機能維持に不可欠な機材を更新機材として選定する。 

 技術的かつ財政的にホンジュラス側にて十分運用維持管理可能な計画とする。また、ソ

フトコンポーネントを通じ機材の保守管理能力を強化し、長期的な維持管理を可能とす

る。 

 他ドナーが調達する機材との重複が無いように選定する。 

(3) 自然環境条件に対する方針 

首都テグシガルパ市が位置する内陸部の高原地帯は 5～7 月と 9～10 月と 2 度雨季があるが、

雨季の平均月間雨量は 200㎜程度と少なく工事に影響するものではない。特に国土主要部の標高

1,000m 前後地帯では温暖夏雨気候を示し、年間を通して、月最高気温 30 度程度となるものの、

最低気温が 15 度と、常春に近い気候で過ごしやすい。計画に当たり、以下の自然環境を十分精

査して、安全で経済的な施設とする。 

1) 干水害 

乾季の 12月から 4月の間、特に 1月から 3月にかけての降水量は極端に少なく（2015 年で

は月間 0.2㎜から 2.6ｍｍ）、都市インフラが十分に整備されていないテグシガルパの都市部で

は、計画断水が 1 から 2 回/月と頻発する。最大断水期間は 3 日間に亘るため、地下貯水槽、

及び高架水槽を設け、断水があっても検査室の運営に支障が無いようにする。 

2) ハリケーン 

内陸部にあるテグシガルパでは、ハリケーンによる風害の影響は、過去 10年間に 1度と頻

度の高いものではない。ただし、バイオセーフティ上重要な本施設においては、ＲＣ造の堅牢

な建物本体に加えて、強風時の飛散物からの開口部保護のため、検査室棟外壁は鋼製ルーバー

で覆い、窓ガラスの飛散防止策を講じる。 

3) 地震 

地震についても、テグシガルパ市内は地震帯よりはずれており、ホンジュラスの地震地域

係数の設定ではその値（Z＝0.2）は低く、地震災害についてはもっとも軽微な地区と規定され

ている。但し、発生確率は低いものの（過去 10年間に 1回）、半径 100km 圏内にマグニチュー

ド 5～6 程度の地震の発生記録があることから、本施設の安全性を確保するため日本における

最低基準で設計を行う。 

4) 地滑り 

テグシガルパは盆地にあるため、周辺部では時折地滑りの被害が報告されている。ただし、

当該敷地については、ハザードマップより、その影響が低く安全であることを確認しており、

特別な対策は不要である。 

(4) 社会経済条件に対する方針 

ホンジュラスの経済は、過去 15 年の消費者物価指数変動を鑑みると、安定して毎年約 5%の

変動率で、IMF統計による今後 2年の予測値も 4～5%となっており、物価は上昇傾向が続くと考

えられる。また、労務においては、最低賃金が毎年引き上げられており、従業員数による会社規

模によって異なるが、その増加率は 5～8%と高い。概略事業費の積算においては、IMF 統計によ
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る消費者物価指数前年比変動率より算定し、積算時点翌月から入札予定月までの 15 ヵ月間にお

いて、4.89%の物価上昇率を資材単価、労務単価、及び建設機械賃貸料それぞれに見込む。 

テグシガルパ市内は近代化が進んでおり、建築様式においては、旧市街地に見られるような

植民地時代の影響を受けた様式や、中南米に良くみられる明るい色を使ったモルタル仕上げ等も

あるが、ガラスや鋼材などの近代的材料を使った建物も多くみられ、色々な様式が混在している

状態である。本プロジェクトでは健康監視ネットワークのトップに位置する施設として、現地調

達できる材料を主に使用しながらも、近代的な様式を採用し最先端施設である印象を強める。 

また、現地の治安は近年悪化しており、レストランなどの一般人が出入りするような店であ

っても、銃を持った警備員が常駐しており、国立研究所でも同様である。特に、危険な検体を扱

うような当該研究所では、バイオセキュリティに対する配慮が重要となる。そのため、本プロジ

ェクトでは第一次防衛線として敷地境界に高さ 2.5m 以上の外塀を設け、第二次防衛線として管

理棟でのチェックポイントを設け、そこを通過することで初めて検査棟に入れるよう、管理棟と

検査棟を分棟し、出入り口を制限する。また第三次防衛線として、検査棟上部外壁に鋼製ルーバ

ーを設けることで更に安全性を高める。 

(5) 建設事情/調達事情若しくは業界の特殊事情/商習慣に対する方針 

テグシガルパでは高層ホテル・住宅・大学など大型の建築物も多数存在し、建設に必要な資

機材の殆どは通常グアテマラ、メキシコ等の隣国から輸入され、現地で調達できる形になってい

る。但し、一部機材など本邦より輸入が必要となるものについては、輸送費及びその期間を充分

に見込んで調達計画を検討する。 

建築計画の許認可に関しては、2010年にホンジュラス国建築基準法が制定されており、建築

計画認可及び、環境評価が各市単位で義務付けられており、同法で定められた許認可を取得する。

本プロジェクトの担当部局は、テグシガルパ首都市の計画課および環境課であり、必要な手続き

を着工前に実施する必要がある。また、消防に関する許認可は同市の消防本局で実施されており、

関連法規に則した消防設備を計画する。 

なお、テグシガルパでは、業界の特殊事情・商習慣というものは見られない。 

(6) 現地業者(建設会社、コンサルタント)の活用に係る方針 

近代化が進んでいるテグシガルパ市内では、現地建設業者は多数あり、現地の工事のみなら

ず、米国に技術者を派遣している先端技術を持った会社もある。受注規模も 1,000億円を超える

企業があり、大型建設業者については技術的な問題はない。ただし本事業規模の工事に関しては、

ほぼ大手の応札はない状況であり、中小規模の建設業者が想定される。本事業は一般的な現地工

法を採用した設計としているため、現地施工会社や労務者の能力で実施可能であるが、これらの

企業は「履行期限」や「品質」についての認識が低く、教育・啓もう活動を工事管理者に徹底さ

せる監理を厳密に行う必要がある。 

また、現地コンサルタントも大手企業から中小の零細企業まで多数存在する。現地建築家協

会に登録された優良企業を採用すれば技術的には問題ない。 

(7) 運営・維持管理に対する対応方針 

本プロジェクト整備後の運営維持管理が財政的かつ技術的にも継続的に実施可能な計画とす

る。 
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施設に関しては、運営管理費用が少ない高気密高断熱建物とし、メンテナンスが最小限で済

むような計画とする。機材についても同様に、耐久性、信頼性の高い機材および、継続的な保守

サービスを要する機材については容易に修理が可能なように現地代理店があるメーカーの機材

の採用等メンテナンス費用の少ない機材を厳選するとともに、ソフトコンポーネント等で担当者

の維持管理能力を高め、相手側で、継続的な運営維持管理ができる計画とする。 

(8) 施設、機材等のグレードの設定に係る方針 

全般的には、現地調達の資機材を活用し、現地工法による建設で、継続的な維持管理が出来

るような施設グレードとする。 

具体的には、施設の主要構造部は、耐久性が高く、メンテナンスの容易な鉄筋コンクリート

構造とする。 設備バルコニーとルーバーを併設し、設備機器等の保護と、日射による熱負荷抑

制を行うほか、設備機材の更新時には、施設を稼働させながら、メンテナンスが容易に行える通

路を確保する。また、施設運営管理費の削減のため、高断熱高気密性建築物とする。 

検査室のバイオセーフティレベルは、基本的に BSL2 レベルの仕様とする。 ただし、空気感

染や飛沫感染の可能性の高い薬剤耐性の結核、髄膜炎/肺炎の検体の扱いは、前室のある陰圧検

査室 BSL2＋で行うこととし、より高い安全性を確保する。 

検査室の壁、天井、床は平滑で、清掃が容易で薬品や消毒薬に 耐え得るものとし、床面は、

清掃性の高い平滑かつ、滑りにくい仕様とする。 また日常利用する検査資材の保管スペースを

十分確保するため作業台下部と壁面に収納棚を設置する。 

検査機材は高度な検査測定技術、検査内容・項目数、単位時間当たりの検査数等の多種のグ

レードがある。本計画の機材選定においては、現在使用している機材のグレードと同等の機材を

調達対象とする。 

(9) 工法/調達方法、工期に係る方針 

本事業に用いる主要な建設資材のほとんどがホンジュラスで調達可能であり、断熱材、鋼製

建具以外は第三国調達は行わない方針とする。セメントはホンジュラスには Argos 社、または

Cenosa 社の 2 社のみで取り扱われており、寡占状況が続いている。品質は安定しているが、価

格競争になりにくく、セメントの価格は年々上昇傾向にある。 

コンクリートにおいては、建設予定地より陸路で 30分程の場所に生コンのバッチャープラン

トがあり、ミキサー車の他ポンプ車も配備されており、輸送費及び輸送時間ともに問題なく調達

可能である。 

テグシガルパ市内は、常春の気候であり、特に工事に影響する気象状況はない。ただし、雨

季には降雨量は少ないものの短時間に集中した降雨があり、土工事等に影響を与えることもある。

そのため、本格的な雨季を避けて土工事を実施する計画とすることで順調な工事の進捗を図る。

適正工期としては、ホンジュラスでの過去の無償資金協力案件の経験から得た現地施工技術能力、

および前述の自然条件を勘案して 14 カ月と設定する。 

本計画において調達する機材は、原則として日本製品もしくはホンジュラス製品とする。し

かしながら、日本では製造されていないもしくはメーカーが限られる機材については第三国調達

とする。また、機材の保守サービスを必要としている機材は、保守契約の必要な機材としてホン

ジュラス国調達もしくは近隣の第三国調達(メキシコ)とする。また、日本からの機材調達では、

長期間の維持管理を考慮して主要機材の部品調達とその部品交換技術実習を日本のメーカー工
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場で実施することを計画している。そのため、安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフトチ

ャンバーの空気環境安全保持機材、縦型滅菌器、乾熱滅菌器、CO2 恒温器、恒温器の熱源機材、

そして顕微鏡各種はそれぞれ効率的にメーカー工場研修が実施できるよう、メーカーが纏まるよ

う、入札図書の条件として仕様書に明記する予定である。 

３-２-２ 基本計画（施設計画/機材計画） 

３-２-２-１ 協力対象事業の全体像（要請内容の検討） 

(1) 要請内容の変更及び追加状況 

1) 原要請 

BSL2の検査部門施設（結核、マラリア、性感染症、細菌学、寄生虫学、シャーガス病/リー

シュマニア症、細胞学）、研修部門、管理部門のための施設、約 1,700㎡ 

2) 今次調査における最終要請 

今回の調査の結果、9検査部門の内建設予定地内にある 2部門（HIV/エイズ及びウィルス学）

は計画対象に含まれず、新たに髄膜炎/肺炎検査部門と昆虫学部門を含めた計 9 部門（他 7 部

門：結核、マラリア、性感染症、細菌学、寄生虫学、シャーガス病/リーシュマニア症、細胞

学）と分子生物学検査室及び研修ラボの建築と必要な機材の調達が求められた。  

また、結核部門および髄膜炎/肺炎部門については、病原体の危険性を勘案し、前室を設け

るとともに安全キャビネットを通じて部屋を陰圧にする仕様・設計（BSL2＋）で整備すること

を確認した。 

2016年 1月 21日に署名された協議議事録において確認された施設及び機材の最終要請につ

いて下表にまとめる。 

表 ３-２ 原要請と最終要請の内容 

 原要請（要請書） 最終要請 

検査部門 ○ ○ 

結核部門 ○ ○ 

マラリア部門 ○ ○ 

性感染症部門 ○ ○ 

細菌学部門 ○ ○ 

寄生虫学部門 ○ ○ 

シャーガス病/リーシュマニア症部門 ○ ○ 

細胞学部門 ○ ○ 

髄膜炎/肺炎部門 × ○ 

昆虫学部門 × ○ 

分子生物学 ○ ○（共用） 

BSLレベル BSL2 BSL2、BSL2+ 

研修部門 ○ ○ 

講義室 ○ ○ 

研修室 ○ ○ 

共用 ○ ○ 

試薬準備室 ○ ○ 

培地準備室 ○ ○ 

純水装置室 ○ ○ 
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メンテナンス室 ○ ○ 

管理部門 ○ ○ 

所長室 ○ ○ 

品質管理室 ○ ○ 

事務室 ○ ○ 

会議室 ○ ○ 

サービス部門 ○ ○ 

食堂 ○ ○ 

救護（仮眠室） × ○ 

3) 検査機材の要請内容 

機材計画の作成に当たり、選定機材リストを以下のカテゴリーに分類し、最終要請機材と

して確認した。計 9 部門（結核、マラリア、性感染症、細菌学、寄生虫学、シャーガス/リー

シュマニア、細胞学、髄膜炎/肺炎検査、昆虫学）に加え分子生物学検査室及び研修室に必要

な機材の整備が求められた。（OD 時の要請内容は表の３-２、DOD 時の最終要請は表３-３の通

り。） 

 Ｓカテゴリー：各検査室の分子生物学的な検査を一か所の検査室で集約的に安全か

つ効率的に行うために必要な機材と検査・診断機能改善のための機材。 

 Ａカテゴリー：バイオセーフティ確保に必要な機材。 

 Ｂカテゴリー：各検査室の検査能力を確保するために、廃棄対象となった機材の更

新など機能維持に不可欠な機材。 

 Ｃカテゴリー：各検査室の家具類や事務機材などホンジュラス側が調達可能な機材

や、各検査室がそれぞれ個別に要請を上げた機材で、共有化において重複する機材、

管理機材、現在使用していない高度な機材、運用費用が大変高い機材等。  
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表 ３-３ 要請機材リスト 

No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

1 結核 両扉式冷蔵庫   1 B 

2 結核 安全キャビネット ｸﾗｽ IIB2(ﾊｰﾄﾞﾀﾞｸﾄ付き) 1 A 

3 結核 冷凍庫 -80℃ 1 B 

4 結核 低速冷却遠心機 ﾛｰﾀｰ 15ml、50ml 1 B 

5 結核 恒温器   2 B 

6 結核 高速冷却式遠心機 ﾛｰﾀｰ 1.5ml、15ml、50ml 

14,000回転 

1 B 

7 結核 スライド保存棚   2 B 

8 結核 顕微鏡   4 C 

9 結核 恒温水槽   1 B 

10 結核 縦型滅菌器滅菌器 20L、15KW 2 A 

11 結核 恒温器   1 C 

12 結核 ポータブル洗眼機   1 C 

13 結核 消火器   1 C 

14 結核 HEPAフィルター 安全キャビネット用 2 A 

15 結核 冷蔵庫 B   1 C 

16 結核 温度計   1 C 

17 結核 湿度計   2 C 

18 結核 冷蔵庫用温度計   1 C 

19 結核 Migit 90,equipment  1 S 

20 STI 2ドア冷蔵庫   1 Ｂ 

21 STI 安全キャビネットクラス II IIA2 1 A 

22 STI 冷凍庫 -80℃ 1 B 

23 STI 低速冷却遠心分離機 ローター15mｌ、50ml  1 B 

24 STI スライド保存棚   1 B 

25 STI 顕微鏡   1 Ｂ 

26 STI 恒温水槽   1 Ｂ 

27 STI 焼却炉   1 C 

28 STI ポータブル洗眼機   1 C 

29 STI 消火器   1 C 

30 STI 顕微鏡 二人用 1 B 

31 STI 冷蔵庫 A   1 C 

32 STI シート用電気乾燥機   1 Ｃ 

33 STI 湿度計   1 Ｃ 

34 STI 冷蔵庫用温度計   5 Ｃ 

35 STI インキュベーター用温度計   1 Ｃ 

36 STI 蛍光顕微鏡   1 Ｃ 

37 STI 蒸留水製造装置   1 C 

38 STI 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

39 細菌学 両扉冷蔵庫   2 Ｂ 

40 細菌学 安全キャビネットクラス II IIA2 1 A 

41 細菌学 高速冷却式遠心機 ローター1.5ml、15ml、50ml 1 B 

42 細菌学 冷凍庫 -80℃ 1 B 

43 細菌学 顕微鏡   4 B 

44 細菌学 恒温器 ＣＯ２ 1 B 

45 細菌学 恒温器 ３７℃ 1 B 
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No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

46 細菌学 凝集像読取ランプ   2 B 

47 細菌学 恒温水槽   1 C 

48 細菌学 冷却遠心分離機   1 C 

49 細菌学 ポータブル洗眼機   1 C 

50 細菌学 白金耳滅菌器   1 B 

51 細菌学 消火器   1 C 

52 細菌学 嫌気用専用キャビネット   1 C 

53 細菌学 ELISAプレートウォッシャー   1 S 

54 細菌学 ELISAリーダー   1 C 

55 細菌学 湿度計   1 C 

56 細菌学 冷蔵庫用温度計   2 C 

57 細菌学 インキュベーター用温度計   1 C 

58 細菌学 ボルテックスミキサー   1 C 

59 細菌学 リアルタイム PCR   1 C 

60 細菌学 Pulsated Field- Automated for 

antiobiogram by grouping 

method 

  1 C 

61 細菌学 ボルテックス   1 C 

62 細菌学 CO2 インキュベーター   1 C 

63 細菌学 CO2 ガスシリンダー   1 C 

64 細菌学 縦型滅菌器滅菌器   2 A 

65 マラリア スライド保存棚   2 Ｂ 

66 マラリア 顕微鏡   6 B 

67 マラリア PHメーター   1 Ｂ 

68 マラリア ポータブル洗眼機   1 Ｃ 

69 マラリア 消火器   1 Ｃ 

70 マラリア 双眼顕微鏡 二人用 1 Ｂ 

71 マラリア 湿度計   1 Ｃ 

72 マラリア UPS   1 Ｃ 

73 マラリア 冷蔵庫 2ドア 1 B 

74 マラリア 冷凍庫 -80℃ 1 B 

75 マラリア 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

76 寄生虫学 低速冷却式遠心機 ローター15ml、50ml  1 Ｂ 

77 寄生虫学 顕微鏡   2 Ｂ 

78 寄生虫学 恒温水槽   1 Ｂ 

79 寄生虫学 微量冷却高速遠心機 ローター1.5ml 14,000回転 1 B 

80 寄生虫学 濁度測定器   1 C 

81 寄生虫学 ポータブル洗眼機   1 C 

82 寄生虫学 白金耳滅菌器   1 C 

83 寄生虫学 消火器   1 C 

84 寄生虫学 プリンター   1 C 

85 寄生虫学 ELISAプレートウォッシャー   1 S 

86 寄生虫学 ELISAリーダー with Software, PC & printer 1 S 

87 寄生虫学 0.5〜10 ULマイクロピペット   1 C 

88 寄生虫学 0-1000 ULマイクロピペット   1 C 

89 寄生虫学 10〜100 ULマイクロピペット   1 C 

90 寄生虫学 顕微鏡 二人用 1 B 
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No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

91 寄生虫学 実体顕微鏡   1 Ｂ 

92 寄生虫学 湿度計   1 Ｃ 

93 寄生虫学 冷蔵庫用温度計   2 Ｃ 

94 寄生虫学 インキュベーター用温度計   1 Ｃ 

95 寄生虫学 ボルテックスミキサー   1 Ｃ 

96 寄生虫学 蛍光顕微鏡   1 S 

97 寄生虫学 サーマルサイクラー   1 Ｃ 

98 寄生虫学 デジタルカメラ   1 Ｃ 

99 寄生虫学 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

100 シャーガス 安全キャビネット クラス IIA 1 A 

101 シャーガス 冷蔵庫   1 B 

102 シャーガス 低速冷却式遠心機 ローター15ml、50ml 4000 回

転 

1 B 

103 シャーガス 顕微鏡   4 B 

104 シャーガス 恒温水槽   1 B 

105 シャーガス 微量高速冷却遠心機 ローター15ml 12000 回転以

上 

1 B 

106 シャーガス 恒温器   1 B 

107 シャーガス 分光光度計   1 C 

108 シャーガス キャビネット ガラススライド収納用 1 C 

109 シャーガス ワークステーション   1 C 

110 シャーガス ポータブル洗眼機   1 C 

111 シャーガス 消火器   1 C 

112 シャーガス ELISAプレートウォッシャー   1 S 

113 シャーガス ELISAリーダー   1 C 

114 シャーガス デュアルヘッド顕微鏡 デジタルカメラ撮影装置付き 1 C 

115 シャーガス 冷蔵庫 B   1 B 

116 シャーガス 湿度計   1 C 

117 シャーガス 冷蔵庫用温度計   2 C 

118 シャーガス インキュベーター用温度計   1 C 

119 シャーガス 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

120 細胞学 ドラフトチャンバー 排出ガス用 1 A 

121 細胞学 スライド保存棚   6 B 

122 細胞学 顕微鏡 二人用 1 B 

123 細胞学 染色器   2 S 

124 細胞学 デスクトップコンピューター プリンター付 1 C 

125 細胞学 ポータブル洗眼機   1 C 

126 細胞学 消火器   1 C 

127 細胞学 顕微鏡   2 B 

128 細胞学 湿度計   1 C 

129 細胞学 デジタルカメラ（顕微鏡用） アダプター付き 1 S 

130 細胞学 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

131 分子生物 冷蔵庫 両開き式 2 B 

132 分子生物 安全キャビネット クラス IIA 2 A 

133 分子生物 冷蔵庫   2 B 

134 分子生物 冷凍庫 -30℃ 1 B 

135 分子生物 卓上ミニ遠心分離機 4000回転 3 B 
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No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

136 分子生物 クリーンベンチ 訳 1200ｃｍ幅 1 A 

137 分子生物 微量高速冷却遠心分離機 ローター1.5ml×24 

12000回転以上 

2 B 

138 分子生物 PCR グラディエント 1 S 

139 分子生物 PCR コンベンショナル 2 S 

140 分子生物 電子レンジ   2 B 

141 分子生物 本棚   1 C 

142 分子生物 回転椅子 高さ調節機能付 4 C 

143 分子生物 事務机   1 C 

144 分子生物 デスクチェア   1 C 

145 分子生物 サーモブロック ラボ用   1 C 

146 分子生物 ポータブル洗眼機   1 C 

147 分子生物 消火器   1 C 

148 分子生物 ポータブルポテンショメーター 携帯用 PHメーター 1 C 

149 分子生物 温度計   2 C 

150 分子生物 冷蔵庫用温度計   2 C 

151 分子生物 電気泳動装置   4 S 

152 分子生物 紫外線電気泳動撮影装置 白色灯付、トランスイルミネー

ター、プログラム、PC、プリン

ター 

1 S 

153 分子生物 Automátic Genetic Analyzer   1 C 

154 分子生物 純水製造装置   1 C 

155 分子生物 コンピューター   2 C 

156 分子生物 プリンター Wifiタイプ 1 C 

157 分子生物 DNA定量機 共有 1 S 

158 分子生物 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

159 研修 冷凍冷蔵庫   1 B 

160 研修 顕微鏡 教育用 13 B 

161 研修 低速冷却遠心機 ローター15ml、50ml 1 B 

162 研修 ローテーター   1 B 

163 研修 恒温水槽   1 B 

164 研修 恒温器   1 B 

165 研修 冷却遠心分離機   2 C 

166 研修 デスクトップコンピューター プリンター付 1 C 

167 研修 ノートパソコン   1 C 

168 研修 ＵＶ分光光度計   1 B 

169 研修 ポータブル洗眼機   1 C 

170 研修 消火器   1 C 

171 研修 マイクロ遠心機   1 C 

172 研修 顕微鏡   10 C 

173 研修 プロジェクター   1 C 

174 研修 湿度計   1 C 

175 研修 冷蔵庫用温度計   2 C 

176 研修 インキュベーター用温度計   1 C 

177 研修 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

178 研修 安全キャビネット クラス IIA 1 A 

179 髄膜炎・肺炎 ステンレスデスク   6 Ｃ 
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No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

180 髄膜炎・肺炎 作業イス   6 Ｃ 

181 髄膜炎・肺炎 事務所机   1 C 

182 髄膜炎・肺炎 事務所イス   1 C 

183 髄膜炎・肺炎 安全キャビネット クラス IIB2(ハードダクト付

き) 

1 A 

184 髄膜炎・肺炎 冷凍庫 -80°C 1 B 

185 髄膜炎・肺炎 冷凍庫  -30°C 1 B 

186 髄膜炎・肺炎 冷蔵庫   1 B 

187 髄膜炎・肺炎 凍結乾燥機   1 C 

188 髄膜炎・肺炎 電子天秤   1 C 

189 髄膜炎・肺炎 高速冷却遠心分離機 ローター1.5ml、15ml、50ml 

14,000回転 

1 B 

190 髄膜炎・肺炎 双眼顕微鏡   1 B 

191 髄膜炎・肺炎 Godd lamp   1 C 

192 髄膜炎・肺炎 サーマルサイクラー   1 C 

193 髄膜炎・肺炎 縦型滅菌器滅菌器   2 A 

194 髄膜炎・肺炎 電気泳動槽   1 C 

195 髄膜炎・肺炎 電気泳動撮影装置   1 C 

196 髄膜炎・肺炎 マイクロピペット   3 C 

197 昆虫 教育用顕微鏡 2人用 1 B 

198 昆虫 冷凍庫 -80℃ 1 B 

199 昆虫 冷凍庫 -30℃ 2 B 

200 昆虫 冷蔵庫 4℃ 1 B 

201 昆虫 真空気化器   1 C 

202 昆虫 真空ポンプ   1 C 

203 昆虫 シーケンサー   1 C 

204 昆虫 紫外線電気誘導撮影装置   1 C 

205 昆虫 超純水装置   1 C 

206 昆虫 コンベンショナル PCR   1 C 

207 昆虫 リアルタイム PCR   1 C 

208 昆虫 コンピューター   1 C 

209 昆虫 安全キャビネット   1 A 

210 昆虫 ウォーターバス   1 B 

211 昆虫 DNA定量機 分子生物学 1 C 

212 昆虫 微量高速冷却遠心機 ローター1.5ml 1 B 

213 昆虫 ドラフトチャンバー 可動アーム付き 1 C 

214 昆虫 昆虫展示キャビネット   1 B 

215 昆虫 縦型滅菌器滅菌器   1 A 

216 昆虫 Digital meter drops spray 

insecticide application 

evaluation 

  1 C 

217 倉庫 BF-1 冷蔵庫 2ドア 1 B 

218 倉庫 BF-1 冷凍庫 -80℃ 2 C 

219 洗浄・滅菌 運搬用カート   4 B 

220 洗浄・滅菌 縦型滅菌器滅菌器小   1 B 

221 洗浄・滅菌 縦型滅菌器滅菌器中   1 B 

222 洗浄・滅菌 ドライオーブン   2 B 
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No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

223 洗浄・滅菌 乾熱滅菌器   1 A 

224 洗浄・滅菌 洗濯機   2 B 

225 洗浄・滅菌 乾燥機   2 B 

226 洗浄・滅菌 製氷機 クラッシュアイス 1 B 

227 培地・試薬準備 ROシステム   1 - 

228 培地・試薬準備 軟水化装置   1 - 

229 培地・試薬準備 超純水器製造装置   1 - 

230 培地・試薬準備 イオン交換樹脂   1 - 

231 培地・試薬準備 蒸留器   1 B 

232 培地・試薬準備 縦型滅菌器滅菌器   2 C 

233 培地・試薬準備 撹拌機付きストーブ   5 C 

234 培地・試薬準備 蒸留器   2 B 

235 培地・試薬準備 恒温水槽   2 B 

236 培地・試薬準備 恒温器   1 B 

237 培地・試薬準備 化学天秤   2 B 

238 培地・試薬準備 電子天秤   2 C 

239 培地・試薬準備 培地ディスペンサー   2 C 

240 培地・試薬準備 撹拌機   2 B 

241 培地・試薬準備 ボルテックスミキサー   2 B 

242 培地・試薬準備 マグネティック・スタイラー ヒーター付き 2 C 

243 培地・試薬準備 コアギュレーター   2 B 

244 培地・試薬準備 真空ポンプ ろ過滅菌用 1 B 

245 培地・試薬準備 オーブン   1 B 

246 培地・試薬準備 ＰＨメーター 溶液用 1 B 

247 培地・試薬準備 ＰＨメーター 個体測定用 1 C 

248 培地・試薬準備 ドラフトチャンバー   1 A 

249 培地・試薬準備 パソコン プリンター付き 1 C 

250 管理エリア 電話機   1 C 

251 管理エリア インターフォン   1 C 

252 管理エリア 消火器   1 C 

253 管理エリア パソコン プリンター付 6 C 

254 管理エリア テレファックス   2 C 

255 管理エリア パソコン プリンター付 1 C 

256 管理エリア パソコン プリンター付 1 C 

257 管理エリア パソコン プリンター付 1 C 

258 管理エリア パソコン プリンター付 1 C 

259 管理エリア 車輌   1 C 

260 管理エリア デジタルカメラ   1 C 

261 管理エリア パソコン プリンター付 2 C 

262 管理エリア ノートパソコン   2 C 

263 管理エリア 消火器   1 C 

264 管理エリア コピー機   1 C 

265 管理エリア 電話   1 C 

266 管理エリア プロジェクター   2 C 

267 管理エリア 湿度計   1 C 

268 管理エリア ノートパソコン   1 C 

269 管理エリア 消火器   1 C 
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No. 部門 機材名 仕様 台数 
優先

方針 

270 管理エリア プロジェクター   1 C 

271 管理エリア 湿度計   1 C 

272 管理エリア 電流計   2 B 

273 管理エリア 容量計   1 B 

274 管理エリア コンプレッサー １馬力 1 B 

275 管理エリア 消火器   1 C 

276 管理エリア スパナセット   2 B 

277 管理エリア 溶接セット   1 B 

278 管理エリア 電気工具箱   2 B 

279 管理エリア オシロスコープ   1 B 

280 管理エリア 電気ドリル   1 B 

281 管理エリア 携帯式ドリル 充電バッテリ式 1 B 

282 管理エリア 湿度計   1 B 

283 管理エリア 電圧計   2 B 

284 管理エリア 環境測定器 微粒子、風速 1 A 

285 管理エリア ビデオカメラ   2 C 

286 管理エリア パソコン プリンター付 6 C 

287 管理エリア ノートパソコン   2 C 

288 管理エリア タブレットパソコン   2 C 

289 管理エリア 短いケーブル   2 C 

290 管理エリア 圧着機   2 C 

291 管理エリア 外付けハードドライブ 1TB 4 C 

292 管理エリア 内蔵ハードドライブ   4 C 

293 管理エリア ルーター   4 C 

294 管理エリア 消火器   1 C 

295 管理エリア プリンター   1 C 

296 管理エリア DVDリーダー   2 C 

297 管理エリア ラボラトリー情報ステム LIS 1 C 

298 管理エリア RAM   4 C 

299 管理エリア USB ８GB 12 C 

300 管理エリア プロジェクター   1 C 

301 管理エリア サーバー   2 C 

302 管理エリア オーディオシステム   6 C 

303 管理エリア スイッチ   2 C 

304 管理エリア 湿度計   1 C 

305 管理エリア UTPケーブルテスター   2 C 

306 管理エリア 変圧器   6 C 

 

３-２-２-２  敷地・施設配置計画 

(1) 敷地の位置 

建設予定敷地はテグシガルパ市内のトンコンティン国際空港から直線距離にして北北東に 5

ｋｍほどに位置するコロニア・ラ・カンパーニャ地区内にある。 予定敷地には大通りであるロ

セプロセレス通りからサンフェリペ病院横の道路を経由してアクセスする。 予定敷地廻りの前

面道路は既に整備されており、本プロジェクトのために新設する道路はない。 
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テグシガルパ市街地図 建設予定地位置図 

  

前面道路交差点 南側前面道路 

図 ３-１ 敷地及び周辺環境 

(2) 施設配置計画 

敷地は南北に約 2ｍ程度の高低差があり建設予定地の地盤は道路面より最大 1.5ｍ低く出入

口位置に制限がある。従って、検査棟は東南側道路に沿って配置し、高低差の少ない HIV/ウイ

ルス検査棟の既存動線を活かした車両が入出場できる検体搬入動線を作る。  

管理棟は既存施設と平行に配置し、西側道路側を職員・一般者の主出入り動線とする。また、

バイオセキュリティの確保及び、狭隘な敷地を有効利用するため、メインエントランスとサービ

ス動線を分離した。検査棟と管理棟は 1 階の渡り廊下で接続し、隣棟間隔をとることで自然採

光・自然換気を確保する。 

敷地内の樹木は極力保存する方針とする。但し、敷地中央部にある 2 本の樹木を避けて建設

することは建築面積が不足することとなり、少なくとも 1本は伐採する必要がある。 既存樹木

においては剪定する等、保全に十分配慮した計画とする。浄化槽は自然勾配による排水を考慮し

た位置とし、車両の通過を考慮した構造とする。また、将来 BSL3 に対応する検査室が必要とな

った場合はコンテナ式 BSL3検査室を管理棟横に置いて拡張する。 

 

 

大学病院完成予想図

サンフェリペ病院

計画地

ＨＩＶ/ウイルス検査棟

ワクチン倉庫

ロセプロセレス通り 

トンコンティン国際空港

サンフェリペ病院

テグシガルパ市街地

計画地

アロンソスワソ保健所

フランシスコモラサン教育病院
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図 ３-２ 計画施設周辺配置図 

３-２-２-３  建築計画 

(1) 施設規模の設定 

1) 検査室 

今回の施設では、将来における検査部門の再編に対応できるように、検査対象に拘らず一

般的に必要となる検査設備（流し、実験机等）及び機器（安全キャビネット等）を、効率的に

配置した、作業効率の良い基準となる検査室の規模（1ユニット＝約 50㎡、7.2m×6.8m）を想

定し各検査室固有の検査機材、規模に応じてユニット数を設定した。既存施設は、保健所から

の改修施設であるため各部門の検査室の規模、および形態が異なっておりユニット化されてい

ないため、部門間の再編成が困難であり、効率的な施設運用ができない。この様に各検査室及

びその設備をユニット化することにより、より柔軟に各部門の再編や施設メンテナンスの効率

を上げることができる。 

1ユニットは下図に示す通り、基本的な検査室での作業状況、及び経済的な構造スパンを考

慮して 7.2ｍ×6.8ｍの構造フレームを単位とする。各検査室の規模は 1ユニット単位以上、＋

0.5 ユニット単位毎に既存の検査機材の配置および人員配置に応じた規模とする。 

 

 

埋設浄化槽 

樹木 

樹木 

渡り廊下 
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図 ３-３ 基準検査室平面図（1 ユニット） 

 

各検査室の規模を要請面積及び現状の規模と、使用状況を現地で確認し、実際に供与される機

材の為のスペースも考慮して、検査室ごとのユニット単位を設定した。 

なお、限られた延床面積の中で、より効率的な施設運営ができるよう、共用検査室及び共用検

査関連室を新設して施設の重複を避け、より機材及び人員の有効活用を図る運用計画とした。 

 

表 ３-４ 検査室規模算定参考資料 

部門 
人員数 

（人） 

要請面積 

（㎡） 
現状（㎡） 

最終規模 

設定（㎡） 
ユニット数 

結核 8 71.00 125.00 125 2.5 

マラリア 4 54.03 30.40 50 1 

性感染症 4 58.48 50.00 75 1.5 

細菌学 5 46.07 58.00 75 1.5 

寄生虫学 2 93.02 25.00 50 1 

シャーガス/ 

リーシュマニア症 
7 81.57 36.80 75 1.5 

細胞学 11 53.44 150.00 50 1 

髄膜炎/肺炎 1 － 他検査部門と兼用 50 1 

昆虫学 3 － 他検査部門と兼用 50 1 

2) 研修部門 

研修室および講義室は 2015 年度の研修開催記録によると、検査技術実習 42 回（受講者数

352 人）、講義 70回（受講者数 1,477 人）の計 112 回（受講者数 1,829 人）実施されている。

それぞれの研修の受講者数は以下である。 
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表 ３-５ 2015 年度研修開催記録 

 技術実習 座学講義 備考 

研修規模 回数 割合（－/42）％ 回数 割合（－/42）％  

1～10名 28 

97.4％ 

33 

78％ 

 

11～20 名 7 13  

21～30 名 6 4  

31～40 1* 2.4 5 ＊実習最大 40名 

41～50 -  5 
22％ 

 

50～ -  10 講義最大 100名 

現地調査におけるヒアリング及び協議により、実習では、現状研修室の最大収容人数が 22

名のため 30 名以下の研修が 97.8％となっているが、他国、および下位検査機関からの講習生

を受け入れるには、最低 36名（6人、6グループ）程度の研修が必要である。既存施設では収

容人数が 15から 20名程度と小人数のため 30人を超える研修は,同じ研修を複数回に分けて開

催する等、不効率な研修が実施されている。定員を 36 名にする事で、殆どの研修が１回で対

応でき研修効率が高まる。座学での研修は、技術研修と同時に行われる事が多いため、同規模

の 36名のクラスルームとした。 

3) 共用保管庫 

共用保管庫は、下記リストに挙げられた各検査室用の新規及び既存の冷凍・冷蔵庫が十分

設置可能であり、将来的な台数増加が可能な規模として、約 43㎡（5.7ｍ×7.0ｍ）とする。 

 

表 ３-６ 共用保管庫設置冷蔵冷凍庫リスト 

機材名 新規・移設 台数 寸法 

冷凍冷蔵庫 新規 1 2 ドア相当 

冷凍冷蔵庫 移設 3 70×80×145 

70×75×145 

70×60×174 

冷凍庫 移設 1 170×65×90 

製氷機 移設 1 91×65×115 

4) 食堂 

食堂は、最大で職員全員の 75 名が利用するとしても、2 回転強程度で配席できるようにカ

ウンター席も含めて 34席の規模とする。  
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(2) 協力対象施設の構成・規模 

その他、管理部門等を含め、協力対象施設の構成・規模は次表の通りである。 

表 ３-７ 協力対象施設構成 

棟 部門 室名称 面積 備考 

管理棟 

管理 

 

 

 

事務室・監視室 23 
職員 3名用、監視盤、

書庫含む 

会議室 25 
10～20名の職員会議用

催 

秘書室 17  

仮眠室 11  

所長室 18  

品質管理ユニット 26  

食堂 47 34 席 

研修 講義室 57  

共用 風除室・ロビー・受付・階段・便所・他 220  

 管理棟小計 444  

検査棟 

検査 

検査室 1 結核 125 BSL2＋ 

検査室 2 マラリア 50  

検査室 3 性感染症 75  

検査室 4 細菌学 75  

検査室 5 寄生虫学 50  

検査室 6 シャーガス/リーシュマニア 75  

検査室 7 細胞学 50  

検査室 8 髄膜炎/肺炎 50 BSL2＋ 

検査室 9 昆虫学 50  

検査室 10 共通/分子生物学 100 PCR検査、電気泳動解析 

研修・

研究 

検査室 11 研修室 122  

文書保管庫 36  

共用 
純水製造室、培地・試薬準備室、冷凍・冷蔵保

管庫・他 
1,167  

検査棟小計 2,025  

付属施

設 
 

浄化槽   

発電機室棟 32  

受水槽・高架水槽  
 

 

施設合計 2,501  

外塀再建 
根伐により外構基礎が露出し倒壊の恐れがあるため、安全を考慮し、施設建設前

に既存外構を撤去して再建設する。 

(3) 平面計画 

検査棟への主出入り口は、管理棟の受付にてすべてが検閲できる渡り廊下横の入り口 1 箇所

とし、上下足はき替えエリアを境界にして明快に管理部門と検査部門を区画しバイオセキュリテ

ィを強化する。各検査室で共用で使用する、研修室および培地・試薬準備室、純水実製造室等の

室は 1階に配置し、上層階は感染リスクに応じた専門検査部門を配置することで、上層階に上が

るごとにセキュリティレベルを高く設定する。管理棟 1階に講義室を配置し、検査棟 1階の研修

室との利便性に配慮する。 

検査棟の東端のサービスヤードに面して検体受付兼検査資材受付口を計画する。受付口は全

検査室共用のため、階段及びエレベーターを近接して設置し、各検査室への資材・純水、検体搬

入動線とする。 
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また、各検査室の規模変更など、将来の増改築計画を見据えたゾーニング計画とする。 

 

表 ３-８ 各階平面図 

 ＜1階平面図＞ 

管理棟は事務機能

と講義室が配置さ

れる。また、各検査

室にて共用で使用

する培地・試薬準備

室、純水製造室等が

配置される。 

研修室を検査棟の 1

階に配置すること

で、部外者が 2階以

上の検査室エリア

に入らないように

する。 

 ＜2階平面図＞ 

管理棟 2階には所長

室及び品質管理部

門があり、食堂が配

置される。 

検査棟においては、

2、3階が各部門の検

査室となる。 

検査室：シャーガス

/リーシュマニア、

マラリア、昆虫学、

細胞学、寄生虫学、

共通/分子生物学 

 ＜3階平面図＞ 

検査棟 3階には、結

核部門に BSL2+検査

室、また、髄膜炎と

細菌学部門が共用

で使える BSL2+の検

査室を設ける。 

検査室：結核、髄膜

炎/肺炎、細菌学、

性感染症 

下足箱 

Ｎ 

講義室 

管理棟 

検査棟 

メイン入口 

検体受付 
検査棟入口 

培地・試薬準備室 研修室 

冷凍・冷蔵保管庫等 

検査棟 

BSL2+ラボ 

BSL2+ラボ 

各検査室用倉庫 

検査室 

検査室 

管理棟 

検査棟 

食堂 

所長室 

検査室 

共通/分子生物学 検査室 
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(4) 断面計画 

検査室の天井高さは 3.0ｍとし天井内で安全キャビネット用排気ダクトを設置できる階高を

確保する。敷地が狭隘で高低差が大きいため、検査棟は 3階建てとし、屋上階にエレベーター機

械室および高置水槽を設置する。管理棟は 2階建てとする。 

 

検査棟 

管理棟 

(5) 省エネ・メンテナンス計画等 

建物を高気密高断熱構造とし、空調機のエネルギー効率を向上させ、外周部に設備バルコニ

ーを設置することで、給排水管等の主配管の点検およびメンテナンスも随時容易に実施でき修

繕・更新時の検査機能への影響も低減可能である。 

設備バルコニーの先端面にルーバーを設置することで日射による負熱荷低減を行い空調エネ

ルギーの省エネ化を行うと共に、外壁面の開口部にテロ等による不慮の暴漢による侵入を防ぐた

めのセキュリティー区画を形成し、室内への進入や設備機器等の防犯性能を向上させる。 

(6) 山留計画 

敷地が狭隘なため、既存外塀の基礎近辺まで根伐の必要があり、根伐により外構基礎が露出し

倒壊の恐れがあるため、既存外塀を一時解体し、本工事にて再建する。-0.6m まで総堀りとし、

それ以深の支持地盤までつぼ掘りとして、根伐を行うが、道路に面する部分は安全のため、親杭

横矢板の土留めを設ける。ピットが不要な 1階床下部分はすべて埋め戻す。 

 

 

 

食堂 

講義室 会議室 

研修室 

BSL2+ラボ 

天井高 3.0m 
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３-２-２-４  構造計画 

(1) 敷地の地盤状況 

ボーリング位置及び等高線図を下図に示す。 敷地は南北に約 2ｍ程度の高低差があり建設

予定地の地盤は前面道路面より最大 1.5ｍ低くなっている。 

ボーリング調査は計 4 本行われ、地盤調査報告書より本敷地は表層より N 値の高い良質な砂

質土層が堆積する地盤である。標準貫入試験結果より本敷地は設計 GL-0.00～-1.85m 付近に N

値 23程度の砂質土層が堆積し、設計 GL-1.85m以深は N値 60以上の砂礫層が分布しており、想

定される地盤支持耐力は 3.25kg/cm2 となっている。 

図 ３-４ 敷地等高線図及びボーリング位置図 

Ｓ1 Ｓ4 

Ｓ3 Ｓ2 
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図 ３-５ ボーリング柱状図 (S-2 管理棟) 
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図 ３-６ ボーリング柱状図 (S-4 検査棟) 
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(2) 基礎計画 

基礎形式は、良質な地盤であることから独立フーチング基礎とする直接基礎を採用する。 

地下水位が低いと予想されることからピット利用のないエリアの GF スラブは土間コンクリ

ートを採用し、基礎梁が荷重を負担しない計画とする。 

以上より、建物重量の軽い管理棟の支持層は設計 GL-1.50m 付近に分布する N 値 23 程度の砂

質土層、比較的重量のある検査棟の支持層は設計 GL-2.20m付近に分布する N値 60程度の砂礫層

とする。 

(3) 構造計画 

検査棟と管理棟をつなぐ渡り廊下部分はエキスパンションジョイントを設け、2 棟を独立さ

せた計画ととし、経済的な構造計画とする。 検査棟は X方向は純ラーメン構造、Y方向は耐震

壁付きラーメン構造を採用する。管理棟は XY方向ともに純ラーメン構造とする。 

構造種別はホンジュラスの地域性を考慮し、材料入手が容易な鉄筋コンクリート構造を採用

する。検査棟の Y方向は耐力壁をバランス良く配置し、短スパン梁のせん断破壊を防ぐ計画とす

る。検査棟と管理棟の境界部にはエキスパンションジョイントを設け、整形な平面を持つ独立な

建物とする。鉄筋の定着は施工性を考慮し、梁下端打継を考慮した計画とする。 

また、現地では、耐震基準や耐風基準の設定は各設計者に任せられており、テグシガルパ市

建設局との協議により、本プロジェクトでは、より安全性の高い本邦基準を準用しつつ、現地の

状況にあった設計とする。 

(4) 設計荷重 

1) 固定荷重 

固定荷重は、日本の建築基準法施工令第 84条の規定による。また材料の種別及び部材寸法

の状況に応じて算出する。 

2) 積載荷重 

積載荷重は、建築基準法施工令第 85条の規定による他、建築構造設計基準（平成 16年版）

の値を参考にする。 

表 ３-９ 主要諸室の積載荷重 

室名 床小梁用 架構用 地震用 備考 

屋上（歩行用） 1,000 600 400 令第 85条（非歩行屋根） 

WC、バルコニー 1,800 1,300 600 令第 85条（居室） 

廊下、階段、食堂、事

務室、会議室 
2,900 1,800 800 令第 85条（事務室） 

ロビー 3,500 3,200 2,100 令第 85条（集会場その他） 

検査室 3,900 2,400 1,600 建築構造設計基準（化学系実験室） 

倉庫 7,800 6,900 4,900 建築構造設計基準（倉庫） 

電気室 9,800 4,800 2,600 実状※ 

※暫定荷重とし、実施設計において実荷重の積み上げによって再設定を行う。 

3) 積雪荷重 

ホンジュラスは過去に積雪の観測記録はあるもの積雪地域は山間部に限られており、建物

の設計に影響を及ぼすような積雪は過去発生していない。したがって、本建物は積雪荷重を考
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慮した設計は行わない。 

4) 風圧力 

熱帯気候であるホンジュラスはカリブ海で発生したハリケーンが沿岸部では、頻繁に上陸

するが、内陸部のテグシガルパにおいては、大型ハリケーンの来襲は過去 10 年間で 1 度だけ

であが、本施設の安全性を確保するため日本における台風の上陸地域として設計を行う。 

風圧力は、建築基準法施工令第 87条及び平成 12年建設省告示第 1454 号の規定による。 

a) 地表面粗度区分：Ⅲ（内陸部） 
b) 基準風速：V0=40m/s 

5) 地震力 

ホンジュラスでは、テグシガルパにおける地震発生は低く、ホンジュラス国の地震地域区

分ゾーンの地震係数 Z=0．2 に位置付けられている。ただし、半径 100km 圏内にはマグニチュ

ード 5～6 程度の地震の発生記録があることから、本施設の安全性を確保するため日本におけ

る最低基準で設計を行う。 

地震力は建築基準法施工令 88条の規定による。 

a) 地盤種別：第 2 種地盤 
b) 標準せん断力係数：一次設計 C0=0.2 

出典：Google Earth 

図 ３-７ ホンジュラス周辺の地震発生マップ 

(5) 使用材料 

鉄筋の使用材料はホンジュラス国内で一般に使用されている米国の ASTM 規格の材料を使用

する。材料強度は以下の数値を採用する。 

鉄筋：異形鉄筋（ASTM  A615 Gr.60） → 日本基準 SD390に相当 

鉄筋径（#3→D10 相当、#4→D13相当、#5→D16相当、#6→D19相当、#7→D22相当） 

鉄筋の継手は重ね継手とする。 

M5.6 M5.9 

M5.0 

M4.9 
M5.0 

M5.3 
M4.8 
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コンクリート：設計基準強度 Fc=24N/mm2（調合強度は Fc=30N/mm2とする。） 

 

３-２-２-５  設備計画 

(1) 電気設備 

1) 電力引込 

本施設への電力供給は、電力公社 ENEE より 3 相 3 線 13.8kV から電信柱上に設けられた変

圧器により 3相 4線 120V/240Vへ変換して供給される。変圧器及び、受電盤までの引込ケーブ

ルは先方負担工事となる。現地測定結果より、電圧変動は±10%程度の変動があることが確認

されている。そのため、本事業では、AVR（自動電圧調整装置）を必要な機材に対し設置する

こととする。 

また、回数は少ないが計画停電があることが確認されており、施設の機能を最低限維持す

るために非常用発電機を設置する。 

 

 

図 ３-８ 受電及び配電計画コンセプト 

2) 電灯コンセント設備 

各系統に応じた電灯分電盤を設置し、適切な回路構成にするとともに、盤以降の照明設備

及びコンセント設備への二次側配管配線を計画する。 

照明設備は、現地での供給が確認されており、電球の交換頻度が少く、消費電力の低い LED

照明を主体とする。また、一般コンセントは平型平行ピンを基本とし、機材の電源種別・容量・

接続方法等を検討し、その位置・仕様を決定する。 

3) 通信設備 

電話設備の引込みは、電話会社 Hondu-Tel の配線網を利用し、先方負担工事として、架空

配線により計画敷地内の MDFに引き込む。施設管理上、事務室及び、検査室に内線電話機を設

置する計画とする。外線の発信は、通信料を管理するため先方からの要請により管理事務室及

び所長室のみに限定する。情報通信設備については、必要箇所に配管及びボックスのみを設置

する。ケーブル敷設については、先方使用機器との取り合いがあるため先方負担工事とする。 
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4) 情報通信設備（LAN） 

情報通信設備（LAN）の引込みは、電話会社 Hondu-Telの配線網を利用し、先方負担工事と

して、架空配線により計画敷地内の MDFに引き込む。将来対応も踏まえ各検査室、事務室等の

必要各所に配管及びボックスのみを設置する。LAN ケーブル敷設については、先方使用機器と

の取り合いがあるため先方負担工事とする。但し、本計画により供与される ELISA 機器の LAN

配線は、本工事の機材工事の一環として行う。 

 

図 ３-９ 通信計画コンセプト 

5) 防災設備 

原則としてホンジュラスの消防・規則・基準に準拠し、自動火災報知器、警報設備、防災

盤、非常照明、避難誘導器具を設けて、火災の早期発見と被害の拡大防止を図る。 

6) 昇降装置 

本プロジェクトの計画施設は、建設予定地は敷地が狭隘なため、3階建てとして計画せざる

を得ない。検査室機能を有する研究施設であり、装置の更新性を高めるため維持管理が容易に

行えるよう十分な階高設定（4.2m）を確保している。そのため、建物全体の高さとしては、一

般建屋の 4～5 階に相当する。また、施設の有効活用のため共用諸室及び純水製造機は 1 階に

まとめて設置されている。以上を勘案して、エレベーターを 1基の設置を計画した。その必要

事由を以下に列挙した。 

i. 重量物の垂直移動手段の確保 

共用施設が 1階に集約されたため、研修等に使う重量のある検査機材の移動の他、恒常に

実施される純水の各ラボへの搬入の手段として必要不可欠である。各ラボで必要とされる純

水は、染色、試薬や試料の希釈、器具類洗浄後の共洗い、培地製造過程など、様々な用途に

10～15ℓ/日の純水使用、2～4ℓ/日の超純水使用が想定される。よって 10検査室及び研修室で

使用する総量は純水で 100～150ℓ/日（容器を含めた総重量は 105～160kｇ）、超純水で 20～

40ℓ/日（同 25～50kｇ）の使用が想定され、これらを毎日上階まで、階段にて運び上げるの
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は困難である。また、本事業の各階に純水装置を設置することは、検査室の設備として重複

があり、不経済的である。垂直動線確保のためエレベーターの設置が不可欠である。 

ii. バリアフリーの確保 

ホンジュラスでは、病院はじめ医療施設のバリアフリ－化を奨励しており、法律により義

務付けられている。然しながらホンジュラスの予算上の制限により、バリアフリー化が進ん

でおらず、既存の国立研究所も施設対応がなされていない。また、検査室職員の老齢化が著

しく、足の不自由な職員がいるため、バリアフリー化の推進のためエレベーターの設置が求

められる。 

iii. 検体の安全な搬入及び経路の確保 

検体の受付窓口が、1 階に集約されたため、上階にある各ラボに安全に搬入する必要があ

る。現状では、CDC に直接送られる検体以外の輸送に国連 Model Regulations の三重包装シ

ステムは採用されておらず、ポータブルクーラーに格納された検体を簡易コンテナーに詰め

て搬送されている。そのため、施設内での不慮の事故による感染性物質の漏出の可能性も考

えられる。本施設においては、その安全対策として、検体の輸送には台車を用いることを計

画している。そのため安全な垂直搬送手段の確保のためエレベーターの設置が必要である。 

(2) 機械設備 

1) 給水設備 

給水は、市水を水源とし、計画敷地南側に敷設されている本管 VP100Φ より敷地内へ引き

込む。敷地への引込み及び量水器の設置については先方負担工事とする。 

給水方式は断水および停電に対応するため高架水槽方式とする。 

本事業施設で使用される給水量として、1日あたりおよそ 6㎥が想定される。受水槽は、最

大 3日間の計画断水を想定して、検査機能に支障をきたさない容量を確保する。受水槽は既存

HIV/ウイルス棟はコンクリート製の屋外地下設置型であるが、本事業では雨水流入などの衛生

面や敷地の制限を考慮し、建物内の地下ピットを利用した躯体水槽とする。 

図 ３-１０ 給水計画コンセプト 
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2) 排水設備 

排水は建物内外合流（汚水と雑排水）方式とする。計画敷地付近の排水は、テグシガルパ

市の下水道本管が整備されており、排水処理上にて処理されていたが、ハリケーンミッチによ

り、汚水処理施設までの集合管が破損したため、現状は、近くのチキート川へ生放流している

状況である。したがって、排水については環境を考慮し、排水処理設備（浄化槽）を設置する。

排水処理設備はホンジュラスでも一般的である生物学的な処理システムを採用し、維持管理上

の問題が生じないものとする。放流水質については、保健省基準にしたがい、BOD を 50ppm と

して計画する。 

3) 衛生器具設備 

トイレの大便器は水供給事情を考慮し、節水型のロータンク式を原則とする。小便器はホ

ンジュラスでも一般的に普及しているフラッシュバルブ式を採用する。 

4) 消火設備 

消火設備はホンジュラスの設置基準に従い適切な設備を設置する。検査室は水による消火

での二次被害を抑えるため、消火器による初期消火を原則とする。消防用水は地下躯体ピット

に設置した受水槽を兼用し、必要な水量の確保を行う。 

5) 空調設備 

空調は、現地で一般的であり、かつ管理の容易さや個別対応が可能となる電気式の空冷ヒ

ートポンプパッケージ（セパレートタイプ）を主体とする。形式は建築計画に合わせ壁掛形、

天吊形を選択する。室外機はバルコニーに床置設置とする。パッケージを設置しない室には天

井付け形扇風機を設置し、窓の開閉による自然換気と併用する。 

6) 換気設備 

検査室内は熱・臭気の発生および、窓の開閉が制限されていることより機械式換気設備を

設置する。特に、作業的に臭気の発生が考慮される場所にはフードを設け局所的に排気する計

画とする。また、倉庫やトイレについても臭気対策として機械式換気を設置する。 

BSL2+検査室は室内を負圧を保つことを原則とする。HEPA フィルター付きの安全キャビネッ

トからの排気量が常に給気量より大きくなるように、室圧をコントロールする差圧ダンパーで

給気量を適切に制御、BSL2+検査室内の空気を負圧に保つ。これにより BSL2+検査室には、他の

部署からの空気は入るものの、室外には出ない状況を創り出し、BSL2検査室からの感染性物質

の漏出事故をして汚染することを防ぐ。 
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図 ３-１１ BSL2+検査室換気計画コンセプト 

 
３-２-２-６  建築資材計画 

可能な限り現地製の資材を使用し、建設費の低減と工期の短縮を図る。また、テグシガルパの

気候、風土に適合し、耐候性に優れ、維持・管理が容易な資材を選択し、維持管理費の低減を図

る。 

(1) 構造材 

現地で一般に採用されている鉄筋コンクリート造の躯体とコンクリートブロック壁の組み合

わせとする。また、一部カーテンウォールシステムを使用し、外壁重量の軽量化を図る。 

(2) 外部仕上げ材 

主要な外部仕上げ材料を次表に示す。 

 

表 ３-１０ 外部仕上材料 

部位 使用材料 備考 

外壁 コンクリートブロック＋モルタル＋塗装仕上 現地の一般的な工法を採用 

屋根 陸屋根＋アスファルト防水（断熱） 
陸屋根に使用する現地防水材料の中

でも最も高い防水性能が期待できる。 

外部建具 アルミ製建具・鋼製建具 耐久性、止水性に優れている。 

 

(3) 内部仕上げ材 

主要室の内部位別の使用材料を次表に示す。 
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表 ３-１１ 内部仕上材料 

階数 室名 床・巾木 壁 天井 備考 

1 階 ロビー 石貼(大理石) 石貼(大理石) 岩綿吸音板 
耐久性、 

清掃性を重視 

受付 石貼(大理石) 石貼(大理石) 岩綿吸音板 
耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

事務部門 

事務室・監視室 
タイルカーペット 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

事務部門 

会議室 
タイルカーペット 

木質パネル 

塗装仕上 
岩綿吸音板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

研修部門 

講義室 
タイルカーペット 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検査部門 

文書保管庫 
ビニル床シート 塗装仕上 

化粧石膏ボー

ド 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検査部門 

冷凍・冷蔵保管庫 
アクリル系塗床 塗装仕上 塗装仕上 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検査部門 

純水装置室 
磁器質タイル 塗装仕上 塗装仕上 

耐水性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検査部門 

研修室 
ビニル床シート 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検査部門 

培地・試薬準備 
ビニル床シート 

化粧ケイカル

板 

化粧ケイカル

板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検査部門 

メンテナンス 
ビニル床シート 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

2 階 

 

事務部門 

諸室 
タイルカーペット 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

事務部門 

仮眠室 
ビニル床シート 塗装仕上 岩綿吸音板 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性 

快適性を重視 

食堂 ビニル床シート 塗装仕上 岩綿吸音板 
耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

検体検査部門 

検査室 
ビニル床シート 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

耐薬品性を重視 

3 階 
検体検査部門 

検査室 
ビニル床シート 塗装仕上 岩綿吸音板 

耐久性 

耐薬品性を重視 

検体検査部門 

BSL2+、前室 
ビニル床シート 

化粧ケイカル

板 

化粧ケイカル

板 

耐久性 

耐薬品性を重視 

共通 階段 ビニル床シート 塗装仕上 
化粧石膏ボー

ド 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

廊下 ビニル床シート 塗装仕上 
化粧石膏ボー

ド 

耐久性 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性を重視 

電気・機械室 アクリル系塗床 
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞ^ﾄﾞ 

＋塗装仕上 
直天 清掃性を重視 

ﾄｲﾚ・ｼｬﾜｰ室 
セラミックタイル

(防水下地) 

塗装仕上 

＋腰壁 (タイ

ル) 

化粧石膏ボー

ド 

防水性、 

清掃性を重視 

ゴミ置場 アクリル系塗床 塗装仕上 直天 
耐久性 

耐薬品性を重視 
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３-２-２-７ 機材計画 

本件最終要請の機材の必要性・妥当性を検討した結果、カテゴリーS、A、B に分類される機材

を計画機材とした。ただし、カテゴリーBと分類された安全キャビネットの HEPA フィルターは機

材本体の交換部品として提供する。 

洗浄・滅菌室において、カテゴリーB と分類された洗濯機と乾燥機の要請数は各 2 台であった

が、使用頻度が高くないと判断し各 1台とする。 

培地・試薬準備の縦型滅菌器（中）2 台は C カテゴリーに分類されていたが、縦型滅菌器が無

ければ培地が作成できないので、縦型滅菌器(中)1台を供与する。 

結核検査室の抗酸菌培養検査機、高速冷却遠心機（大）、－80℃冷凍庫は他ドナーにより提供

されることが確認されたため、本研究所の対象機材から外した。縦型滅菌器（小）1 台において

も、他ドナーにより 1台提供されるため、要請は 2台であったが 1台のみの供与とした。 

マラリア検査室のスライド保存棚は他ドナーによる提供されるため対象から外した。 

 

表 ３-１２ 計画機材一覧表 

機
材
番
号 

機材名 
単
位 

数
量 

結
核 

性
感
染
症 

細
菌
学 

マ
ラ
リ
ア 

寄
生
虫
学 

シ
ャ
ー
ガ
ス 

細
胞
学 

分
子
生
物 

研
修 

髄
膜
炎
・
肺
炎 

昆
虫 

倉
庫B

F

‐1 

洗
浄
・
滅
菌 

培
地･

試
薬
準
備 

管
理
エ
リ
ア 

1 
PCR ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ 1 

 (ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙﾀｲﾌﾟ) 
台 2               2               

2 

PCR ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ 2 (ｸﾞﾗﾃﾞ

ｨｴﾝﾄ機能及び同等以上

の機能付) 

台 1               1               

3 

紫外線電気泳動撮影装

置 

(遮光ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ･CCD ｶﾒ

ﾗ･紫外線照射装置) 

台 1               1               

4 
電気泳動装置 

 (ｻﾌﾞﾏﾘﾝ方式) 
台 4               4               

5 
ELISA ﾘｰﾀﾞｰ 

(ﾌﾟﾚｰﾄの種類：96 ｳｪﾙ) 
台 1         1                     

6 
ELISA ｳｫｯｼｬｰ 

(ﾌﾟﾚｰﾄの種類：96 ｳｪﾙ） 
台 3     1   1 1                   

7 
DNA定量機(超微量分

光光度計) 
台 1               1               

8 
染色器 

(自動ｽﾗｲﾄﾞ染色) 
台 2             2                 

9 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ付顕微鏡 

(ｶﾗｰﾓﾆﾀｰ：17 ｲﾝﾁ以上) 
台 1             1                 

10 
蛍光顕微鏡  

(落射蛍光ﾕﾆｯﾄ) 
台 1         1                     

11 
実体顕微鏡(ﾀﾞﾌﾞﾙｱｰﾑ

光源・顕微鏡ｶﾒﾗｼｽﾃﾑ) 
台 1         1                     

12 

教育用顕微鏡  

(並列型 2名同時観察･

ﾚｸﾁｬｰ鏡) 

台 5   1   1 1   1       1         

13 
検査用顕微鏡  

(生物顕微鏡) 
台 20   1 4 6 2 4 2     1           

14 

研修用顕微鏡 

（光学ｼｽﾃﾑ:無限遠補

正光学系） 

台 13                 13             
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15 
安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1  

(ｸﾗｽ IIB2) 
台 2 1                 1           

16 
安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2  

(ｸﾗｽ IIA2) 
台 7   1 1     1   2 1   1         

17 
ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ  

(清浄度：ｸﾗｽ 100) 
台 1               1               

18 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 

(排気風量：11㎥/min

以上) 

台 2             1             1   

19 

縦型滅菌器(中) (有

効内容積：30 ﾘｯﾄﾙ)培

地。試薬室に一台追加 

台 2                         1 1   

20 
縦型滅菌器(小) (缶

体有効容積：20 ﾘｯﾄﾙ) 
台 14 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1   1     

21 
乾熱滅菌器 (内容

積：150 ﾘｯﾄﾙ) 
台 1                         1     

22 
ﾄﾞﾗｲｵｰﾌﾞﾝ (内容積：

150リットル) 
台 3                         2 1   

23 

白金耳滅菌器  

(内部滅菌温度:270℃

以上) 

台 1     1                         

24 

恒温水槽(小)  

(槽内容量：70 ﾘｯﾄﾙ以

上) 

台 5         1 1     1         2   

25 恒温水槽(中) 台 2 1 1                           

26 
恒温水槽(大) (槽内

容量：140 ﾘｯﾄﾙ以上) 
台 1                     1         

27 
恒温器 (容量：156 ﾘｯ

ﾄﾙ以上) 
台 6 2   1     1     1         1   

28 
CO2恒温器 (容量：

156 ﾘｯﾄﾙ以上) 
台 1     1                         

29 
ｺｱｷﾞｭﾚｰﾀｰ (最大培養

管収容量：200本) 
台 2                           2   

30 

両扉式冷蔵庫 

(内部容量：480 ﾘｯﾄﾙ以

上) 

台 5 1   2         2               

31 
2 ﾄﾞｱ冷凍冷蔵庫 (冷

凍容量：250 ﾘｯﾄﾙ以上) 
台 4   1   1         1     1       

32 
冷蔵庫(冷蔵容量：780

ﾘｯﾄﾙ) 
台 6           2   2   1 1         

33 
-80℃冷凍庫(冷凍容

量：780リットル以上) 
台 5 0 1 1 1           1 1         

34 
-30℃冷凍庫(冷凍容

量：450リットル以上) 
台 4               1   1 2         

35 

卓上ミニ遠心機(回転

数 : 6,000回転/分以

上） 

台 3               3               

36 

低速冷却式遠心機（最

高回転数：4,000rpm以

上） 

台 5 1 1     1 1     1             

37 

微量高速冷却遠心機 

(最大遠心加速度：

20,000G以上) 

台 5         1 1   2     1         
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38 

高速冷却式遠心機(中) 

(最高回転数：

14,000rpm以上) 

台 2     1             1           

39 

超純水製造機(微粒子

除去率：99％以上・給

水量：8 ﾘｯﾀｰ/時間以

上) 

台 2                           2   

40 
撹拌機  

(処理量：5 ﾘｯﾄﾙ) 
台 2                           2   

41 
化学天秤(最大測定重

量 6100ｇまで) 
台 2                           2   

42 
真空ﾎﾟﾝﾌﾟ (到達真空

度：1KPa以上) 
台 1                           1   

43 
容量計(測定重量 610

〜620gまで) 
個 1                             1 

44 
UV分光光度計 (測定

波長：190～1100nm) 
個 1                 1             

45 
製氷機(製氷能力

115Kg/Day以上) 
台 1                         1     

46 

洗濯機 (洗たく能力

13Kg以上)洗浄殺菌室

1台削減 

台 1                         1     

47 

乾燥機 

(電気乾燥能力 13Kg)

洗浄殺菌室 1台削減 

台 1                         1     

48 
運搬用ｶｰﾄ  

(積載量 300Kg以上)  
台 4                         4     

49 
PH ﾒｰﾀｰ  

(ｶﾞﾗｽ電極法) 
台 2       1                   1   

50 
電子ﾚﾝｼﾞ  

(出力 :500W以上) 
台 2               2               

51 
ﾛｰﾃｰﾀｰ (回転速度：

0.5〜5回転/分以上) 
台 1                 1             

52 
ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ (振動速

度：2800回/分以上) 
台 2                           2   

53 
凝集像読取ランプ  

(ﾚﾝｽﾞｻｲｽﾞ:125mm径) 
台 1     2                         

54 
昆虫展示ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  

(展示ﾛｰｹｰｽ) 
台 1                     1         

55 

ｽﾗｲﾄﾞ保存棚  

(ｽﾗｲﾄﾞｸﾞﾗｽ収納数：

2000以上) 

台 9 2 1   0     6                 

56 
溶接ｾｯﾄ  

(出力：40A以上) 
台 1                             1 

57 

環境測定器 (最大粒

子個数濃度 100百万個

以上/風速測定範囲：

0.01〜30.0m/s ) 

台 1                             1 

58 
湿度計(湿度測定範囲：

20〜99％) 
台 1                             1 

59 

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 

(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｽﾄﾚｰｼﾞ 100MH

ｚ以上) 

台 1                             1 
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60 
電気工具ｾｯﾄ  

(ｱﾙﾐﾆｭｰﾑ工具箱付) 
set 2                             2 

61 

ｽﾊﾟﾅｾｯﾄ（ﾐﾘｾｯﾄ 5.5 ×

７mm〜22×24mm ｲﾝﾁｾ

ｯﾄ 1/4×5/inch〜

5/32×7/8inch：) 

set 2                             2 

62 
コンプレッサー  

(出力：0.75ｋW以上) 
台 1                             1 

63 
電気ﾄﾞﾘﾙ  

(電流:7A以上) 
個 1                             1 

64 
携帯式ﾄﾞﾘﾙ (充電ﾊﾞｯ

ﾃﾘ式ｲﾝﾊﾟｸﾄﾄﾞﾘﾙ) 
個 1                             1 

65 

電圧計 (電圧変動記

録計/測定範囲：AC600V

以上) 

台 2                             2 

66 
電流計 (交流・直流電

流測定ｸﾗﾝﾌﾟﾒｰﾀｰ) 
台 2                             2 

67 
UPS 500VA  

（500VA以上） 
台 4         1     3               

68 
UPS 1KVA 

（1,000VA以上） 
台 7     1   2 1 2 1               

69 
UPS 2KVA 

（2,000VA以上） 
台 5               5               
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以下に、各部門ごとの要請機材の検討結果を示す。 

 

表 ３-１３ 機材供給台数： 結核部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機

材

番

号 

機材名 
台

数 

付

帯

機

材 

修理部品 
数

量 
消耗品 

数

量 

1 結核 両扉式冷蔵庫 1 B 32 両扉式冷蔵庫 1           

2 結核 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 A 16 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ１ 1   
HEPA 

ﾌｨﾙﾀｰｾｯﾄ 
1     

3 結核 冷凍庫 1 B            

4 結核 低速冷却遠心機 1 B 38 
低速冷却式遠

心機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞ

ｾｯﾄ 
1 

5 結核 恒温器 2 B 29 恒温器 2   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 2     

6 結核 高速冷却式遠心機 1 B            

7 結核 ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 2 B 58 ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 2           

8 結核 顕微鏡 4 C                 

9 結核 恒温水槽 1 B 27 恒温水槽(中) 1           

10 結核 縦型滅菌器 2 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

11 結核 恒温器 1 C                 

12 結核 ポータブル洗眼機 1 C                 

13 結核 消火器 1 C                 

14  結核 HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 2 A             

15  結核 冷蔵庫 B 1 C                 

16  結核 温度計 1 C                 

17  結核 湿度計 2 C                 

18  結核 冷蔵庫用温度計 1 C                 

19  結核 Migit 90、equipment 1 S           

 

カテゴリーA の機材番号 16 の安全キャビネット、22 の縦型滅菌器は検査室の感染防止には最

低でも 1台は不可欠な機材である。HEPA フィルターは安全キャビネットの交換部品として供与す

る。カテゴリーBの機材として 32 の両扉冷蔵庫は試薬保管に不可欠な機材で更新を必要としてい

る。また、38の遠心機も検体分離に不可欠な更新機材であり、消耗品として代理店のテストチュ

ーブの供給体制ができるまでの 1 クール分を供与する。結核の培養には 3 カ月の期間が必要で、

年間 900 に近い検査を行うに最低 2 台の恒温器が必要である。また、結核菌顕微鏡スライドガラ

ス保管棚も同様に検査数に応じたを 2台を必要としている。恒温水槽は 1台を整備する。Migit 90 

equipment、－80℃冷凍庫、高速冷却遠心機は他ドナーによる提供が行われるとのため、対象から

外した。縦型滅菌器 1 台が他ドナーにより 1 台提供される為、要請は 2 台であったが 1 台のみの

供与とした。（次頁ドナー提供機材リスト参照）  
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表 ３-１４ 結核部門に対するグローバルファンドによる供与機材 

No. 機材 メーカー モデル 数量 

1  -80℃冷凍庫 Thermo Scientific 904 1 

2 高速冷却遠心機 Thermo Scientific  1 

3 PH メーター Thermo Scientific  1 

4 コアギュレーター Grand T100 Inus 2 

5 滅菌器 Market Forge STNE 74196 1 

6 恒温器 Thermo Scientific  1 

7 顕微鏡 Olympus C×21 Led 2 

8 顕微鏡 Olympus C×41 1 

9 スライドヒーター Fisher 11-474-521 1 

10 ヒータ付き撹拌機 Fisher  1 

11 電動ピペット Drummond  2 

12 白金耳滅菌器 Nova 5745 1 

13 蒸留器 Thermo Scientific  1 

14 ジン エキスパート Cepheid  1 
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表 ３-１５ 機材供給台数： 性感染症部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

20 STI 2 ﾄﾞｱ冷蔵庫 1 B 33 2 ﾄﾞｱ冷蔵庫 1           

21 STI 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄｸﾗｽ II 1 A 17 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 1   
HEPA ﾌｨﾙﾀｰｾｯ

ﾄ 
1     

22 STI 冷凍庫 1 B 35 -80℃冷凍庫 1   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯ

ﾄ 
1     

23 STI 低速冷却遠心分離機 1 B 38 
低速冷却式遠心

機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞ 

ｾｯﾄ 
1 

24 STI ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 1 B 58 ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 1           

25 STI 顕微鏡 1 B 14 検査用顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ 

ｶﾋﾞ取薬 
1 

26 STI 恒温水槽 1 B 27 恒温水槽(中) 1           

27 STI 焼却炉 1 C 
 

              

28 STI ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

29 STI 消火器 1 C 
 

              

30 STI 顕微鏡 1 B 13 教育用顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ 

ｶﾋﾞ取薬 
1 

31 STI 冷蔵庫 A 1 C 
 

              

32 STI ｼｰﾄ用電気乾燥機 1 C 
 

              

33 STI 湿度計 1 C 
 

              

34 STI 冷蔵庫用温度計 5 C 
 

              

35 STI ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ用温度計 1 C 
 

              

36 STI 蛍光顕微鏡 1 C 
 

              

37 STI 蒸留水製造装置 1 C 
 

              

38 STI 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

 

カテゴリーA の機材番号 17 の安全キャビネット、22 の縦型滅菌器は検査室の感染防止には最

低でも 1台は不可欠な機材である。HEPA フィルターは安全キャビネットの交換部品として供与す

る。カテゴリーB の機材として３３の 2 ドア冷蔵庫と 35 の-80℃冷凍庫は試薬とサンプル保管に

不可欠な機材で更新を必要としている。検査室に最低限必要な機材として各一台の検査顕微鏡と

教育用顕微鏡を整備した。 
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表 ３-１６ 機材供給台数： 細菌学部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

NoT 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

39 細菌 両扉冷蔵庫 2 Ｂ 32 両扉式冷蔵庫 2           

40 細菌 
安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄｸﾗｽ

II 
1 A 17 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 1   

HEPA ﾌｨﾙﾀｰｾｯ

ﾄ 
1     

41 細菌 
高速冷却式遠心

機 
1 B 40 

高速冷却式遠心

機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

42 細菌 冷凍庫 1 B 35 -80℃冷凍庫 1   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯ

ﾄ 
1     

43 細菌 顕微鏡 4 B 14 検査用顕微鏡 4       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
4 

44 細菌 恒温器 1 B 30 CO2恒温器 1   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 1     

45 細菌 恒温器 1 B 29 恒温器 1   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 1     

46 細菌 凝集像読取ﾗﾝﾌﾟ 2 B 56 凝集像読取ﾗﾝﾌﾟ 2           

47 細菌 恒温水槽 1 C 
 

              

48 細菌 冷却遠心分離機 1 C 
 

              

49 細菌 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C                 

50 細菌 白金耳滅菌器 1 B 25 白金耳滅菌器 1           

51 細菌 消火器 1 C                 

52 細菌 
嫌気用専用ｷｬﾋﾞ

ﾈｯﾄ 
1 C                 

53 細菌 
ELISA ﾌﾟﾚｰﾄｳｫｯｼ

ｬｰ 
1 S 6 

ELISA ﾌﾟﾚｰﾄｳｫｯｼ

ｬｰ 
1 UPS1kVA         

54 細菌 ELISA ﾘｰﾀﾞｰ 1 C                 

55 細菌 湿度計 1 C                 

56 細菌 冷蔵庫用温度計 2 C                 

57 細菌 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ用温

度計 
1 C                 

58 細菌 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ 1 C                 

59 細菌 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 1 C                 

60 細菌 

Pulsated Field- 

Automated for 

antiobiogram by 

grouping method 

1 C                 

61 細菌 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽ 1 C                 

62 細菌 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 1 C                 

63 細菌 CO2 ｶﾞｽｼﾘﾝﾀﾞｰ 1 C                 

64 細菌 縦型滅菌器 2 A 22 縦型滅菌器(小) 2   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
2     

 

カテゴリーA の機材番号 17 の安全キャビネット、22 の縦型滅菌器は検査室の感染防止には不

可欠な機材であり、安全キャビネットは 1 台でまかなえるが、検査項目と検査数の多い細菌室で

は頻繁な滅菌を必要としており 2台の滅菌器を整備する。HEPAフィルターは安全キャビネットの

交換部品として供与する。カテゴリーB の機材として３２の両扉冷蔵庫と 35 の-80℃冷凍庫は試

薬とサンプル保管に不可欠な機材で更新を必要としている。嫌気性の菌の培養には少なくとも 1

台の CO2恒温器が不可欠である。 
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表 ３-１７ 機材供給台数： マラリア部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

NoT 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

65 ﾏﾗﾘｱ ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 2 Ｂ 58 ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 0           

66 ﾏﾗﾘｱ 顕微鏡 6 B 14 検査用顕微鏡 6       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
6 

67 ﾏﾗﾘｱ PH ﾒｰﾀｰ 1 Ｂ 52 PH ﾒｰﾀｰ 1   ｶﾞﾗｽ電極 1     

68 ﾏﾗﾘｱ ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

69 ﾏﾗﾘｱ 消火器 1 C 
 

              

70 ﾏﾗﾘｱ 双眼顕微鏡 1 Ｂ 14 検査用顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

71 ﾏﾗﾘｱ 湿度計 1 C 
 

              

72 ﾏﾗﾘｱ UPS 1 C 
 

              

73 ﾏﾗﾘｱ 冷蔵庫 1 B 33 2 ﾄﾞｱ冷凍冷蔵庫 1           

74 ﾏﾗﾘｱ 冷凍庫 1 B 35 -80℃冷凍庫 1   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯ

ﾄ 
1     

75 ﾏﾗﾘｱ 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

 

カテゴリーAの機材番号 22 の縦型滅菌器は検査室の感染防止には不可欠な機材である。他の機

材はカテゴリーB の更新機材で検体の保管や試薬の保存用の冷蔵庫とマラリア検査室の中心的な

検査方法である顕微鏡確認検査のための顕微鏡とその教育を行う顕微鏡を整備する。年間 5,000

〜6,000 検体の検査するには 6 台の顕微鏡を必要とする。また、更新機材として PH メーターを 1

台整備する。スライド保存棚は他ドナーによる提供されるため対象から外した。（下記ドナー提供

機材リスト参照） 

 

表 ３-１８ マラリア部門に対するマラリアアマゾンネットワークによる供与機材 

No 機材 メーカー モデル 数量 

1 PCR サーマルサイクラー(コンベンショナル)   1 

2 AVR電源安定化装置   2 

3 フォトドックイット（電気泳動撮影装置）   1 

4 スライド保存棚   8 
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表 ３-１９ 機材供給台数： 寄生虫学部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

76 寄生虫 
低速冷却式遠心

機 
1 Ｂ 38 

低速冷却式遠心

機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

77 寄生虫 顕微鏡 2 Ｂ 14 検査用顕微鏡 2       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
2 

78 寄生虫 恒温水槽 1 Ｂ 26 恒温水槽(小) 1           

79 寄生虫 
微量冷却高速遠

心機 
1 B 39 

微量冷却高速遠

心機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

80 寄生虫 濁度測定器 1 C 
 

              

81 寄生虫 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

82 寄生虫 白金耳滅菌器 1 C 
 

              

83 寄生虫 消火器 1 C 
 

              

84 寄生虫 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 1 C 
 

              

85 寄生虫 
ELISA ﾌﾟﾚｰﾄｳｫｯｼ

ｬｰ 
1 S 6 

ELISA ﾌﾟﾚｰﾄｳｫｯｼ

ｬｰ 
1 UPS1000         

86 寄生虫 ELISA ﾘｰﾀﾞｰ 1 S 5 ELISA ﾘｰﾀﾞｰ 1 UPS500         

87 寄生虫 
0.5〜10 UL ﾏｲｸﾛ

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 
1 C 

 
              

88 寄生虫 
0-1000 UL ﾏｲｸﾛ

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 
1 C 

 
              

89 寄生虫 
10〜100 UL ﾏｲｸﾛ

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 
1 C 

 
              

90 寄生虫 顕微鏡 1 B 13 教育用顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

91 寄生虫 実体顕微鏡 1 Ｂ 12 実体顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

92 寄生虫 湿度計 1 C 
 

              

93 寄生虫 冷蔵庫用温度計 2 C 
 

              

94 寄生虫 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ用温

度計 
1 C 

 
              

95 寄生虫 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ 1 C 
 

              

96 寄生虫 蛍光顕微鏡 1 S 11 蛍光顕微鏡 1 UPS1000 蛍光ﾗﾝﾌﾟ 1 
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

97 寄生虫 ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ 1 C 
 

              

98 寄生虫 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 1 C 
 

              

99 寄生虫 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

 

カテゴリーS 機材として寄生虫の確定診断に ELISA による抗体 IgG 測定を行っている。故に

ELISA リーダーとプレートウォッシャーを 1 台ずつ整備する。カテゴリーA の機材番号 22 の縦型

滅菌器は検査室の感染防止には最低でも 1 台ずつは不可欠な機材である。カテゴリーB の更新機

材は ELISA の試薬や検体の保管と準備のための遠心分離機を必要としている。また各種の小さな

寄生虫を同定するために検査用顕微鏡と大きい寄生虫の確認用に実体顕微鏡を整備する。また、

多種多様な寄生虫の判定教育のために教育用顕微鏡も整備することが必要である。  
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表 ３-２０ 機材供給台数： シャーガス/リーシュマニア部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

100 ｼｬｰｶﾞｽ 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 A 17 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 1   
HEPA ﾌｨﾙﾀｰｾｯ

ﾄ 
1     

101 ｼｬｰｶﾞｽ 冷蔵庫 1 B 34 冷蔵庫 1           

102 ｼｬｰｶﾞｽ 
低速冷却式遠心

機 
1 B 38 

低速冷却式遠心

機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

103 ｼｬｰｶﾞｽ 顕微鏡 4 B 14 検査用顕微鏡 4       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
4 

104 ｼｬｰｶﾞｽ 恒温水槽 1 B 26 恒温水槽(小) 1           

105 ｼｬｰｶﾞｽ 
微量高速冷却遠

心機 
1 B 39 

微量高速冷却遠

心機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

106 ｼｬｰｶﾞｽ 恒温器 1 B 29 恒温器 1   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 1     

107 ｼｬｰｶﾞｽ 分光光度計 1 C 
 

              

108 ｼｬｰｶﾞｽ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 C 
 

              

109 ｼｬｰｶﾞｽ ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 1 C 
 

              

110 ｼｬｰｶﾞｽ ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

111 ｼｬｰｶﾞｽ 消火器 1 C 
 

              

112 ｼｬｰｶﾞｽ 
ELISA ﾌﾟﾚｰﾄｳｫｯｼ

ｬｰ 
1 S 6 

ELISA ﾌﾟﾚｰﾄｳｫｯｼ

ｬｰ 
1 UPS1000         

113 ｼｬｰｶﾞｽ ELISA ﾘｰﾀﾞｰ 1 C 
 

              

114 ｼｬｰｶﾞｽ 
デュアルヘッド

顕微鏡 
1 C 

 
              

115 ｼｬｰｶﾞｽ 冷蔵庫 B 1 B 34 冷蔵庫 1           

116 ｼｬｰｶﾞｽ 湿度計 1 C 
 

              

117 ｼｬｰｶﾞｽ 冷蔵庫用温度計 2 C 
 

              

118 ｼｬｰｶﾞｽ 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ用温

度計 
1 C 

 
              

119 ｼｬｰｶﾞｽ 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

 

カテゴリーS機材として現在シャーガス/リーシュマニア症の確定診断に ELISAによる抗体 IgG

測定を行っている。ELISAリーダーは他のドナーによりすでに供与されているが、ELISAプレート

ウォッシャーが無いので 1台整備する。カテゴリーAの機材番号 17の安全キャビネット、22の縦

型滅菌器は検査室の感染防止には最低でも 1台ずつは不可欠な機材である。HEPA フィルターは安

全キャビネットの交換部品として供与する。カテゴリーB の更新機材は ELISA の試薬や検体の保

管と準備のための遠心分離機を必要としている。（下記ドナー提供機材リスト参照） 

 

 

 

 

 

 

 

68 
 



 

表 ３-２１ シャーガス部門に対するカナダの CIDA による供与機材 

No 機材 メーカー モデル 数量 

1 ELISAリーダー  TC 1 

2 UPS APC 3000 Smart 1 

3 UPS APC 1000 Smart 1 

4 AVR Alpha Numeric 4 

5 電子顕微鏡 CARL ZEISS EVO LS 15 LaB6 1 

6 真空ポンプ   1 

7 真空乾燥器   1 

8 偏向顕微鏡   1 

9 PHメーター  S520 1 

10 DNAろ過機 Maxwell  1 

11 DNA定量機 Nabodrop One 1 

12 DNAシーケンサー Thermofisher 3500xL 1 

13 電気泳動装置 Fisher FB-SB-710 1 

14 電気泳動装置 Fisher FB-SB-1316 1 

15 電気泳動撮影装置  Quantum ST5 1 

16 両扉式冷蔵庫 Panasonic MPR-1411-PA 1 

17 蛍光顕微鏡 Olympus BX-63 1 

18 リアルタイム PCR Termonicladar 7500 1 
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表 ３-２２ 機材供給台数： 細胞学部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No. 

T 
部門 機材名 

台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

120 細胞 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1 A 20 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1   ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ 1     

121 細胞 ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 6 B 58 ｽﾗｲﾄﾞ保存棚 6           

122 細胞 顕微鏡 1 B 13 教育用顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

123 細胞 染色器 2 S 9 染色器 2 UPS1000         

124 細胞 
ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀｰ 
1 C 

 
              

125 細胞 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

126 細胞 消火器 1 C 
 

              

127 細胞 顕微鏡 2 B 14 検査用顕微鏡 2       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
2 

128 細胞 湿度計 1 C 
 

              

129 細胞 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ（顕微

鏡用） 
1 S 10 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ付顕

微鏡用 
1           

130 細胞 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

 

カテゴリーS 機材として、細胞学部門では人材の高齢化に伴いリタイアする人が続き、人海戦

術や個人の能力で処理していた作業を機材の活用に移行することが求められている。1 日 500 の

プレパラード染色を 2 台の自動染色器が行い、顕微鏡検査データもデジタルカメラに記録するこ

とにより迅速に処理するため、染色器とデジタルカメラ付き顕微鏡を整備する。カテゴリーA 機

材として染色などの揮発性有機溶液の扱いが多く、有害な揮発性ガスを排気する必要があるため

にドラフトチャンバーを整備する。他の検査室同様に汚染物質の処理ができるように縦型滅菌器

も配置する。カテゴリーB 機材として老朽化した検査用顕微鏡 2 台と教育用顕微鏡 1 台、そして

多数のプレパラード保存棚を整備する。  
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表 ３-２３ 機材供給台数： 分子生物学部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

131 分子生物 冷蔵庫 2 B 32 両扉式冷蔵庫 2           

132 分子生物 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 A 17 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 2   
HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 

ｾｯﾄ 
2     

133 分子生物 冷蔵庫 2 B 34 冷蔵庫 2           

134 分子生物 冷凍庫 1 B 36 -30℃冷凍庫 1   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 

ﾕﾆｯﾄ 
1     

135 分子生物 卓上ﾐﾆ遠心分離機 3 B 37 卓上ﾐﾆ遠心分離機 3           

136 分子生物 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 1 A 19 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 1   
HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 

ｾｯﾄ 
1     

137 分子生物 
微量高速冷却遠心

分離機 
2 B 39 

微量高速冷却遠心

分離機 
2       ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯﾄ 2 

138 分子生物 PCR 1 S 2 PCR 1 UPS1000     研修用試薬ｾｯﾄ 1 

139 分子生物 PCR 2 S 1 PCR 2 UPS500     研修用試薬ｾｯﾄ 2 

140 分子生物 電子ﾚﾝｼﾞ 2 B 53 電子ﾚﾝｼﾞ 2           

141 分子生物 本棚 1 C 
 

              

142 分子生物 回転椅子 4 C 
 

              

143 分子生物 事務机 1 C 
 

              

144 分子生物 ﾃﾞｽｸﾁｪｱ 1 C 
 

              

145 分子生物 ｻｰﾓﾌﾞﾛｯｸ ﾗﾎﾞ用 1 C 
 

              

146 分子生物 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

147 分子生物 消火器 1 C 
 

              

148 分子生物 
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀ

ｰ 
1 C 

 
              

149 分子生物 温度計 2 C 
 

              

150 分子生物 冷蔵庫用温度計 2 C 
 

              

151 分子生物 電気泳動装置 4 S 4 電気泳動装置 4 UPS2000     電極紙ｾｯﾄ 4 

152 分子生物 
紫外線電気泳動撮

影装置 
1 S 3 

紫外線電気泳動撮

影装置 
1 UPS2000     

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ紙 

ｾｯﾄ 
1 

153 分子生物 
Automátic Genetic 

Analyzer 
1 C 

 
              

154 分子生物 純水製造装置 1 C 
 

              

155 分子生物 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 2 C 
 

              

156 分子生物 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 1 C 
 

              

157 分子生物 DNA定量機 1 S 7 DNA定量機 1 UPS500         

158 分子生物 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

 

カテゴリーS 機材として、9 つの検査室から共用の分子生物学的な検査を行うために、PCR3 台

と紫外線電気泳動装置 1 台電気泳動装置 4 台等を整備する。カテゴリーA 機材として分子生物学

検査を複数同時に行えるため、また安全を確保するために、2 台の安全キャビネットと短期間で

試薬の調合を行うためのクリーンベンチ 1台と汚染物の処理のできる縦型滅菌器を 1台整備する。

カテゴリーB 機材として試薬の保存のできる冷凍庫 1 台と 2 台の安全キャビネットとセットで使

用する試薬保管用の冷蔵庫と遠心分離機及び凍結試薬解凍用の電子レンジ各 2台を整備する。  
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表 ３-２４ 機材供給台数： 研修部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

159 研修 冷凍冷蔵庫 1 B 33 2 ﾄﾞｱ冷凍冷蔵庫 1           

160 研修 顕微鏡 13 B 15 研修用顕微鏡 13       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
13 

161 研修 低速冷却遠心機 1 B 38 
低速冷却式遠心

機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

162 研修 ﾛｰﾃｰﾀｰ 1 B 54 ﾛｰﾃｰﾀｰ 1           

163 研修 恒温水槽 1 B 26 恒温水槽(小) 1           

164 研修 恒温器 1 B 29 恒温器 1   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 1     

165 研修 冷却遠心分離機 2 C 
 

              

166 研修 
ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀｰ 
1 C 

 
              

167 研修 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

168 研修 UV分光光度計 1 B 47 UV分光光度計 1           

169 研修 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ洗眼機 1 C 
 

              

170 研修 消火器 1 C 
 

              

171 研修 ﾏｲｸﾛ遠心機 1 C 
 

              

172 研修 顕微鏡 10 C 
 

              

173 研修 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 1 C 
 

              

174 研修 湿度計 1 C 
 

              

175 研修 冷蔵庫用温度計 2 C 
 

              

176 研修 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ用温

度計 
1 C 

 
              

177 研修 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

178 研修 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 A 17 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 1   
HEPA ﾌｨﾙﾀｰｾｯ

ﾄ 
1     

 

カテゴリーA 機材として研修員の安全確保と安全技術の取得のために安全キャビネットと縦型

滅菌器を整備する。カテゴリーB 機材として基礎的な検査技術を習得するための UV 分光光度計、

恒温器、恒温水槽、ローテーター、試薬用冷蔵庫と 13名分の顕微鏡を整備する。  
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表 ３-２５ 機材供給台数： 髄膜炎/肺炎部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

179 
髄膜炎･

肺炎 
ｽﾃﾝﾚｽﾃﾞｽｸ 6 C 

 
              

180 
髄膜炎･

肺炎 
作業ｲｽ 6 C 

 
              

181 
髄膜炎･

肺炎 
事務所机 1 C 

 
              

182 
髄膜炎･

肺炎 
事務所ｲｽ 1 C 

 
              

183 
髄膜炎･

肺炎 
安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 A 16 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 1   HEPA ﾌｨﾙﾀｰｾｯﾄ 1     

184 
髄膜炎･

肺炎 
冷凍庫 1 B 35 -80℃冷凍庫 1   ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯﾄ 1     

185 
髄膜炎･

肺炎 
冷凍庫 1 B 36 -30℃冷凍庫 1   ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯﾄ 1     

186 
髄膜炎･

肺炎 
冷蔵庫 1 B 34 冷蔵庫 1           

187 
髄膜炎･

肺炎 
凍結乾燥機 1 C 

 
              

188 
髄膜炎･

肺炎 
電子天秤 1 C 

 
              

189 
髄膜炎･

肺炎 

高速冷却遠心分離

機 
1 B 40 

高速冷却遠心分

離機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

190 
髄膜炎･

肺炎 
双眼顕微鏡 1 B 14 検査用顕微鏡 1       

ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

191 
髄膜炎･

肺炎 
Godd lamp 1 C 

 
              

192 
髄膜炎･

肺炎 
ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ 1 C 

 
              

193 
髄膜炎･

肺炎 
縦型滅菌器 2 A 22 縦型滅菌器 2   

ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･ｶﾞｽ

ｹｯﾄ 
1     

194 
髄膜炎･

肺炎 
電気泳動槽 1 C 

 
              

195 
髄膜炎･

肺炎 
電気泳動撮影装置 1 C 

 
              

196 
髄膜炎･

肺炎 
ﾏｲｸﾛﾋﾟﾍﾟｯﾄ 3 C 

 
              

 

カテゴリーA の機材番号 16 の安全キャビネット、22 の縦型滅菌器は検査室の感染防止には最

低でも 1台ずつは不可欠な機材である。HEPA フィルターは安全キャビネットの交換部品として供

与する。カテゴリーB の更新機材として検体と試薬の長期保存のための冷凍庫各 1 台と保管のた

めの冷蔵庫 1台を整備する。また、細菌の検査のための検体顕微鏡を 1台整備する。  
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表 ３-２６ 機材供給台数： 昆虫学部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

197 昆虫 教育用顕微鏡 1 B 13 教育用顕微鏡 1       
ｵｲﾙ･ｶﾋﾞ取

薬 
1 

198 昆虫 冷凍庫 1 B 35 -80℃冷凍庫 1   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯ

ﾄ 
1     

199 昆虫 冷凍庫 2 B 36 -30℃冷凍庫 2   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯ

ﾄ 
2     

200 昆虫 冷蔵庫 1 B 34 冷蔵庫 1           

201 昆虫 真空気化器 1 C 
 

              

202 昆虫 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ 1 C 
 

              

203 昆虫 ｼｰｹﾝｻｰ 1 C 
 

              

204 昆虫 
紫外線電気誘導

撮影装置 
1 C 

 
              

205 昆虫 超純水装置 1 C 
 

              

206 昆虫 ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ PCR 1 C 
 

              

207 昆虫 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 1 C 
 

              

208 昆虫 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 1 C 
 

              

209 昆虫 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 A 17 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 2 1   
HEPA ﾌｨﾙﾀｰｾｯ

ﾄ 
1     

210 昆虫 ｳｫｰﾀｰﾊﾞｽ 1 B 28 恒温水槽(大) 1           

211 昆虫 DNA定量機 1 C 
 

              

212 昆虫 
微量高速冷却遠

心機 
1 B 39 

微量高速冷却遠

心機 
1       

ﾃｽﾄﾁｭｰﾌﾞｾｯ

ﾄ 
1 

213 昆虫 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1 C 
 

              

214 昆虫 
昆虫展示ｷｬﾋﾞﾈｯ

ﾄ 
1 B 57 

昆虫展示ｷｬﾋﾞﾈｯ

ﾄ 
1           

215 昆虫 縦型滅菌器 1 A 22 縦型滅菌器 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

216 昆虫 

• Digital meter 

drops spray 

insecticide 

application 

evaluation 

1 C 
 

              

 

カテゴリーA の機材番号 17 の安全キャビネット、22 の縦型滅菌器は検査室の感染防止には最

低でも 1台は不可欠な機材である。HEPA フィルターは安全キャビネットの交換部品として供与す

る。カテゴリーB の更新機材として細菌、ウイルスなどの長期保存のための冷凍庫と試薬の長期

保存用の冷凍庫、そして媒介昆虫の凍結保存用冷凍庫を整備する。また解凍作業を行うための恒

温水槽を整備する。そして、昆虫の標本を保管するための展示用キャビネットを整備する。  
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表 ３-２７ 機材供給台数： 共有部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台 

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

217 倉庫 BF-1 冷蔵庫 1 B 33 2 ﾄﾞｱ冷凍冷蔵庫 1           

218 倉庫 BF-1 冷凍庫 2 C 
 

              

219 洗浄・滅菌 運搬用ｶｰﾄ 4 B 51 運搬用ｶｰﾄ 4           

220 洗浄・滅菌 縦型滅菌器小 1 B 22 縦型滅菌器小 1   
ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄ 
1     

221 洗浄・滅菌 縦型滅菌器中 1 B 21 縦型滅菌器中 1   

ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄｺﾝﾄﾛｰ

ﾙﾕﾆｯﾄ 

1     

222 洗浄・滅菌 ﾄﾞﾗｲｵｰﾌﾞﾝ 2 B 24 ﾄﾞﾗｲｵｰﾌﾞﾝ 2           

223 洗浄・滅菌 乾熱滅菌器 1 A 23 乾熱滅菌器 1   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 1     

224 洗浄・滅菌 洗濯機 2 B 49 洗濯機 1           

225 洗浄・滅菌 乾燥機 2 B 50 乾燥機 1           

226 洗浄・滅菌 製氷機 1 B 48 製氷機 1   
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾕﾆｯ

ﾄ 
1     

227 培地･試薬準備 蒸留器 1 B 
 

純水製造装置

（設備工事） 
            

228 培地･試薬準備 縦型滅菌器 2 C 21 縦型滅菌器中 1   

ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ･

ｶﾞｽｹｯﾄｺﾝﾄﾛｰ

ﾙﾕﾆｯﾄ 

1     

229 培地･試薬準備 
撹拌機付きｽﾄｰ

ﾌﾞ 
5 C 

 
              

230 培地･試薬準備 蒸留器 2 B 42 超純水製造装置 2       

交換 

ﾌｨﾙﾀ 

ｾｯﾄ 

2 

231 培地･試薬準備 恒温水槽 2 B 26 恒温水槽(小) 2           

232 培地･試薬準備 恒温器 1 B 29 恒温器 1   ﾋｰﾀｰｴﾚﾒﾝﾄ 1     

233 培地･試薬準備 化学天秤 2 B 44 化学天秤 2           

234 培地･試薬準備 電子天秤 2 C 
 

              

235 培地･試薬準備 培地ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ 2 C 
 

              

236 培地･試薬準備 撹拌機 2 B 43 撹拌機 2   ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｯﾄ 1     

237 培地･試薬準備 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ 2 B 55 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ 2           

238 培地･試薬準備 ﾏｸﾞﾈﾃｨｯｸ･ｽﾀｲﾗｰ 2 C 
 

              

239 培地･試薬準備 ｺｱｷﾞｭﾚｰﾀｰ 2 B 31 ｺｱｷﾞｭﾚｰﾀｰ 2           

240 培地･試薬準備 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ 1 B 45 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ 1           

241 培地･試薬準備 オーブン 1 B 24 ﾄﾞﾗｲｵｰﾌﾞﾝ 1           

242 培地･試薬準備 PH ﾒｰﾀｰ 1 B 52 PH ﾒｰﾀｰ 1   ｶﾞﾗｽ電極 1     

243 培地･試薬準備 PH ﾒｰﾀｰ 1 C 
 

              

244 培地･試薬準備 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1 A 20 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1   ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ 1     

245 培地･試薬準備 ﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

 

共有部分として一階に冷蔵庫室と洗浄・滅菌室及び培地試薬室の機材を整備する。 

共用の材料の冷凍冷蔵保存のためにカテゴリーBの冷凍冷蔵庫を整備する。 

洗浄･滅菌室では検査室全体で使用するリネン類の洗濯、乾燥、滅菌のための必要な機材を整

備する。また、検体や試薬材料を部分的に冷却するためのクラッシュアイスを製造する製氷機 1
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台を整備する。 

培地試薬室ではカテゴリーA として培地や試薬調整の過程で発生する揮発性ガスや臭いなどを

排気するためのドラフトチャンバーを整備する。カテゴリーB として試薬や培地を希釈するため

の超純水製造装置を 2 台整備する。これはもし仮に 1 台が不調の場合でも純水提供が滞らないた

めのバックアップを必要としているためである。その他試薬や培地を調整する費必要な機材を整

備する。 

要請では、洗濯機と乾燥機は各 2台を求められたが現地調査の結果、多量のリネン洗濯が発生

していないため、洗濯機と乾燥機を 1 台ずつとした。また、培地準備室では滅菌器が無ければ培

地が作成できないので、カテゴリーC に 2 台分類されていたが、最低限必要な 1 台のみを追加と

した。  
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表 ３-２８ 機材供給台数： 管理部門 

OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

246 管理ｴﾘｱ 電話機 1 C 
 

              

247 管理ｴﾘｱ ｲﾝﾀｰﾌｫﾝ 1 C 
 

              

248 管理ｴﾘｱ 消火器 1 C 
 

              

249 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 6 C 
 

              

250 管理ｴﾘｱ ﾃﾚﾌｧｯｸｽ 2 C 
 

              

251 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

252 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

253 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

254 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

255 管理ｴﾘｱ 車輌 1 C 
 

              

256 管理ｴﾘｱ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 1 C 
 

              

257 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 2 C 
 

              

258 管理ｴﾘｱ ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ 2 C 
 

              

259 管理ｴﾘｱ 消火器 1 C 
 

              

260 管理ｴﾘｱ ｺﾋﾟｰ機 1 C 
 

              

261 管理ｴﾘｱ 電話 1 C 
 

              

262 管理ｴﾘｱ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 2 C 
 

              

263 管理ｴﾘｱ 湿度計 1 C 
 

              

264 管理ｴﾘｱ ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ 1 C 
 

              

265 管理ｴﾘｱ 消火器 1 C 
 

              

266 管理ｴﾘｱ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 1 C 
 

              

267 管理ｴﾘｱ 湿度計 1 C 
 

              

268 管理ｴﾘｱ 電流計 2 B 69 電流計 2           

269 管理ｴﾘｱ 容量計 1 B 46 容量計 1           

270 管理ｴﾘｱ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1 B 65 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1           

271 管理ｴﾘｱ 消火器 1 C 
 

              

272 管理ｴﾘｱ ｽﾊﾟﾅｾｯﾄ 2 B 64 ｽﾊﾟﾅｾｯﾄ 2           

273 管理ｴﾘｱ 溶接ｾｯﾄ 1 B 59 溶接ｾｯﾄ 1           

274 管理ｴﾘｱ 電気工具箱 2 B 63 電気工具箱 2           

275 管理ｴﾘｱ ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 1 B 62 ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 1           

276 管理ｴﾘｱ 電気ﾄﾞﾘﾙ 1 B 66 電気ﾄﾞﾘﾙ 1           

277 管理ｴﾘｱ 携帯式ﾄﾞﾘﾙ 1 B 67 携帯式ﾄﾞﾘﾙ 1           

278 管理ｴﾘｱ 湿度計 1 B 61 湿度計 1           

279 管理ｴﾘｱ 電圧計 2 B 68 電圧計 2           

280 管理ｴﾘｱ 環境測定器 1 A 60 環境測定器 1           

281 管理ｴﾘｱ ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ 2 C 
 

              

282 管理ｴﾘｱ ﾊﾟｿｺﾝ 6 C 
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OD時の機材検討内容 DOD時機材検討結果 

No 部門 機材名 
台

数 

優先

方針 

機材

番号 
機材名 

台

数 

付帯 

機材 
修理部品 

数

量 
消耗品 

数

量 

283 管理ｴﾘｱ ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ 2 C 
 

              

284 管理ｴﾘｱ ﾀﾌﾞﾚｯﾄﾊﾟｿｺﾝ 2 C 
 

              

285 管理ｴﾘｱ 短いｹｰﾌﾞﾙ 2 C 
 

              

286 管理ｴﾘｱ 圧着機 2 C 
 

              

287 管理ｴﾘｱ 外付けﾊｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ 4 C 
 

              

288 管理ｴﾘｱ 内蔵ﾊｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ 4 C 
 

              

289 管理ｴﾘｱ ﾙｰﾀｰ 4 C 
 

              

290 管理ｴﾘｱ 消火器 1 C 
 

              

291 管理ｴﾘｱ ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 1 C 
 

              

292 管理ｴﾘｱ DVD ﾘｰﾀﾞｰ 2 C 
 

              

293 管理ｴﾘｱ ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ情報ｽﾃﾑ 1 C 
 

              

294 管理ｴﾘｱ RAM 4 C 
 

              

295 管理ｴﾘｱ USB 
1

2 
C 

 
              

296 管理ｴﾘｱ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 1 C 
 

              

297 管理ｴﾘｱ ｻｰﾊﾞｰ 2 C 
 

              

298 管理ｴﾘｱ ｵｰﾃﾞｨｵｼｽﾃﾑ 6 C 
 

              

299 管理ｴﾘｱ ｽｲｯﾁ 2 C 
 

              

300 管理ｴﾘｱ 湿度計 1 C 
 

              

301 管理ｴﾘｱ UTP ｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀｰ 2 C 
 

              

302 管理ｴﾘｱ 変圧器 6 C 
 

              

 

管理部門は基本的に検査機材の保守管理のための機材のみを整備する。カテゴリーA として、

安全キャビネットの機能確認するために検査する機材が不可欠であり、環境測定器を整備した。

カテゴリーBとして二人の機材担当保守技術者が同時に整備できるように必要な機材を整備した。 

計画機材および主要機材（単価 100万円以上、数量の多い機材及び新規導入される機材）の主

な仕様、数量、使用目的等は次項の表の通りである。  
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表 ３-２９ 計画主要機材リスト 

番

号 
機材名 部門 主な仕様または構成 

台

数 
使用目的 

1 
PCRサーマルサ

イクラー2 
分子生物学 

グラディエント機能及び

同等以上の機能付 
1 

分子生物学実験室でのより高速な DNA

検査実現 

2 DNA定量機 分子生物学 超微量分光光度計 1 分離された DNAの数量の測定 

3 染色器 細胞 
子宮頸がん検査用自動ス

ライド染色器 
2 

細胞検査室における子宮頸がん検査ス

ライドグラスの染色 

4 
デジタルカメ

ラ付顕微鏡 
細胞 

双眼生物顕微鏡・2． 顕微

鏡用カメラシステム 
1 

細胞検査室における子宮頸がん検査ス

ライドグラスの撮影 

5 蛍光顕微鏡 寄生虫 

双眼顕微鏡・2． 落射蛍光

ユニット・3． 顕微鏡用カ

メラシステム 

1 
寄生虫検査室に設置される、ラボ全体

の蛍光顕微鏡検査 

6 実体顕微鏡 寄生虫 

実体双眼顕微鏡・ダブルア

ーム光源・顕微鏡カメラシ

ステム 

1 昆虫学における昆虫の生態観察と撮影 

7 教育用顕微鏡 

性感染症/マラリ

ア/寄生虫/細胞/

昆虫 

並列型 2名同時観察・レク

チャー鏡 
5 

主要な検査室の顕微鏡観察の技術の訓

練 

8 
安全キャビネ

ット 1 
結核/髄膜炎 

クラス IIB2/ (全排気型ハ

ードダクト付き) 
2 

結核及び髄膜炎と細菌共有によるバイ

オセーフティ BLS2+を実現する陰圧の

検査環境を作り、安全を確保するため 

9 
安全キャビネ

ット 2 

性感染症/細菌/

シャーガス/分子

生物学/研修/昆

虫 

クラス IIA2（室内循環型） 7 

上記以外の対象検査室のバイオセーフ

ティ BSL2の検査環境を作り、安全を確

保するため 

10 
ドラフトチャ

ンバー 
細胞/培地・試薬 排気風量：11㎥/min以上 2 

細胞学検査室と培地・試薬室における

有機溶剤ガスの排気を行い調合者の安

全を確保するため 

11 
コアギュレー

ター 
培地・試薬 

自動培地凝固器・最大培養

管収容量：200本 
2 

培地・試薬室における培地凝固の促進

を促すため 

12 -80℃冷凍庫 

性感染症/細菌/

マラリア/髄膜炎

/昆虫 

ｻﾝﾌﾟﾙ凍結保存用冷凍庫・

冷凍温度：－70℃〜－80℃

より高範囲/ 冷凍容

量  ：780リットル以上 

5 
各検査室の感染源のサンプルなどを長

期凍結保存するため 

13 
低速冷却式遠

心機 

性感染症/細菌/

寄生虫/シャーガ

ス/研修 

最高回転数：20,000ｒｐｍ

以上・最大容量：5ml×12

本以上温度設定範囲：-9〜

35℃より広範囲 

5 
低速かつ長時間の一定温度下で分離を

必要としている検体の遠心分離のため 

14 
高速冷却式遠

心機(中) 
細菌/髄膜炎 

最高回転数：14,000ｒｐｍ

以上・最大容量：250ml × 

4本以上・ 

2 
高速かつ一定の温度下で分離を必要と

する検体の遠心分離のため 

(1) 無停電電源装置 UPSの調達 

建築設備に電源の安定化装置 AVR が配置されており、停電時のバックアップの発電機が用意

されているが、停電時に数十秒間の電源供給が止まることは避けられない。機材内にコンピュー

タを内蔵する機材については、ソフトウェアと検査データ保護のために無停電源装置 UPSを調達

する。 
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(2) 交換部品の調達 

本邦調達を計画している機材の内、前回の無償資金協力で供与した機材でその故障原因が特

定されているものに関しては、故障原因のスペアパーツを提供し、ソフトコンポーネントにおい

て現地技術者に対するスペアパーツの交換・修理指導を行うことにより、長期的な維持管理が可

能になると考えられる。そのような本邦調達機材に関しては、1回分の交換部品を調達する。 

(3) 消耗品の調達 

本計画では初期操作指導時に必要な試薬・消耗品類および新規機材で機材納入後に同国での

調達体制が整うまでの初期的対応として必要な１ロットもしくは 1 クールの消耗品を機材に含

めて調達する。 

(4) 計画検査機材についての技術レベル 

計画機材のうち新規導入機材は染色器（自動）及び環境測定器であり、新規機材に関しては

据え付け時に検査機材の代理店技術者が機材の操作と同時に専用のアプリケーションの説明を

行い、使用できるまで訓練を行う。それ以外の機材は全て使用経験があり、分子生物学のリアル

タイム PCRなど高度な検査機材も既に使いこなしており、今回の計画機材で操作技術において問

題になることはなく、機材の特定モデルの操作さえ説明を受ければ十分に使いこなす技術レベル

を有している。保守機材である環境測定装置は安全キャビネットの機能を確認する装置で、保守

技術者に対して単に操作方法を教えるだけでは十分でない。安全キャビネットの安全を確保する

ためには、既定の吸引風速や排出口からの微粒子濃度を確認し、正常に動作していることを実際

に起動しながら操作・確認する必要があり、ソフトコンポーネントで指導を行う。 

ソフトコンポーネントで指導する機材は安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフトチャ

ンバーの検査空間空気の安全や清浄度を確保する機材と、汚染物の滅菌や検査の温度管理を行う

機材、そして各種光学顕微鏡である。これらの機材は HEPA フィルターやファンユニット、ヒー

ターエレメントなどの交換部品の調達が難しく、HEPA フィルターが交換されていないことや、

故障の原因として特定されている。また、顕微鏡はそれぞれの機器構成のセットアップと光軸の

修正とレンズのクリーニング方法を取得することにより、修復が可能となる。そしてこれらの交

換部品が提供され、その交換方法を取得できれば、現在の検査室の機材保守管理者でも十分に交

換し、修理することが可能になる。安全キャビネットの HEPA フィルター交換には事前に滅菌燻

蒸する必要があり、新規機材を使用しては訓練できないため、そのような機材についてはソフト

コンポーネントでの指導としてメーカーの工場などで行う。 

(5) 保守・管理技術能力 

現国立研究所には機材の保守管理者が 2 名常駐しており、全ての機材の管理と定期的な保守

及び簡易な修理を行っている。これまで日本で医療機材の保守研修を受けた経験もあり、限られ

たスペースではあるが保守のための部屋を有して、作業場で基本的な保守機材と工具を使用して

機材修理の作業を確認しており、基礎的な保守能力はある。冷凍機などの一般機材はアメリカの

冷凍機材の代理店があり、修理サービスが十分に受けられる体制にあることを確認している。検

査機材に関しては主要な検査機材の代理店がホンジュラス国内にあり、十分なサービスの提供が

できていること確認している。実際に主要な医療施設の検査室の機材状況を確認したが、血清、

血液、免疫などの自動分析装置や培養機材などが正常に運用しており、検査室長から代理店の十
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分なサービスの提供が得られる現状を確認した。また、一部特殊機材に関してはメキシコなどの

近隣諸国の代理店からのサービスを必要としている。 

(6) 交換部品・消耗品の入手状況 

ホンジュラス国内の検査機材の交換部品の供給は、市場が大変小さいため代理店もストック

を殆ど持っておらず、その度毎の取り寄せとなっている。その為部品の供給には見積もりを取る

時間と輸送する時間が掛ることと、それらの手間暇が掛かることにより値段が割高傾向にあるこ

とに留意する必要がある。それに対して消耗品や試薬類は定期的なオーダーがある為、安定的に

入手することができている。各検査室の消耗・試薬品も特に遅延なく提供されて、検査が行われ

ている。値段を比較しても特に高いものが提供されているわけではなく、むしろ日本より安い値

段で流通している。  
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３-２-３ 概略設計図 

 
 

表 ３-３０ 図面リスト 

A-1 全体配置図 1/250 

A-2 1階平面図 1/150 

A-3 2階平面図 1/150 

A-4 3階平面図 1/150 

A-5 立面図 1 1/150 

A-6 立面図 2 1/150 

A-7 断面図 1/150 
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３-２-４ 施工計画/調達計画 

３-２-４-１ 施工方針/調達方針 
本プロジェクトは、施設建設工事と機材の調達・据付工事からなり、本プロジェクトにおける

日本側協力の範囲は、日本国政府の無償資金協力の枠組みに従って実施される。本プロジェクト

は、その実施について両国政府により承認され、交換公文(E/N)と贈与契約(G/A)が署名された後、

正式に実施されることになる。E/N および G/A 署名後、速やかにホンジュラス側実施機関（保健

省監視総局が担当する予定）と日本国法人コンサルタントがコンサルタント契約を結び、計画の

実施設計作業に入る。実施設計完了後、日本国法人の施工業者および機材調達・据付業者に対す

る入札が行われ、入札により決定されたそれぞれの業者により施設建設工事と機材調達・据付工

事が実施されることになる。本プロジェクト実施における基本事項及び配慮されるべき事項は以

下のとおりである。 

(1) 実施機関 

本プロジェクトのホンジュラス側の責任機関は、保健省であり保健大臣が本プロジェクト実

施に関するコンサルタント、施設工事及び機材調達契約の調印者となる。実施機関は国立研究所

である。同検査室はプロジェクトの実施に於いて保健省保健監視総局の支援を受け、日本国によ

り建設された施設及び、調達された機材の運用、維持管理にあたる。 

また、本プロジェクトでは、本検査室建設と機材調達を円滑に進めるため「プロジェクト運

営委員会」を設立する。ホンジュラス側のメンバーは、保健省の①保健監視ユニット（UVS）、②

国立研究所（LNVS）、③プロジェクト管理技術ユニット、④運営総務ユニット、及び⑤法律顧問

から構成される予定である。委員は①～⑤の各ユニットから 1名ないし 2名が指名される。 

構成員の所属を示す組織図は以下の通りである。 

図 ３-１２ プロジェクト運営委員会組織図 

  

保健省 大臣 

秘書室 

法律顧問 

対外協力局 

国内情報局 

運営総務ユニット 

対外協力資金管理ユニット 

機材、資材並びに医薬品

ロジスティックユニット 

内部監査ユニット 

公共情報のアクセス並び

に透明化ユニット 

企画管理評価ユニット 

情報管理ユニット 

保健監視ユニット（UVS） 

プロジェクト管理技術ユニット 

社会コミュニケーションユニット 

国立保健サーベイランス 

検査室 （LNVS） 

プロジェクト運営委

員会メンバー 

凡例 

国家審議会 
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(2) コンサルタント 

両国政府による E/N 及び G/A の署名終了後、日本国法人のコンサルタントは、直ちに日本国

の無償資金協力の手続きに従い、相手国側保健大臣とコンサルタント契約を結ぶ。この契約に従

い、以下の業務を実施する。 

① 実施設計： 実施設計図書（計画に含まれる施設・機材に関する仕様書およびその技術資

料）の作成 
② 入    札： 実施機関が行う工事施工業者、機材調達・据付業者の入札による選定及び契

約に関する業務への協力 
③ 施工監理： 施設建設工事および機材調達･据付･操作指導･保守管理指導に対する監理業

務 
実施設計とは、本準備調査に基づき、建築計画、機材計画の詳細を決定し、それらに関する

仕様書、入札条件書及び建設工事・機材調達に関するそれぞれの契約書案等からなる入札図書を

作成することを示す。 

入札業務協力とは、実施機関が行う工事施工業者および機材調達・据付業者の入札による選

定への立ち会い、それぞれの契約に必要な事務手続きおよび日本国政府への報告等に関する業務

協力を指す。 

施工監理とは、工事施工業者及び機材調達・据付業者が実施する業務について、契約書どお

りに実施されているか否かを確認し、契約内容の適正な履行を確認する業務を指す。さらに、計

画実施を促進するため、公正な立場に立ち、関係者に助言、指導、関係者間の調整を行うもので、

主たる業務内容は以下のとおりである。 

a) 工事施工業者及び機材調達・据付業者より提出される施工計画書、施工図、機材仕様書

その他図書の照合及び承認手続き 

b) 調達される建設資機材、機材の品質、性能の出荷前検査及び承認 

c) 建築設備機材、機材の調達・据付、取り扱い説明の確認 

d) 工事進捗状況の把握と報告 

e) 完成施設・機材の引き渡しへの立ち会い 

コンサルタントは、上記業務を遂行する他、日本国政府関係機関に対し、本プロジェクトの

進捗状況、支払手続き、完了引き渡し等について報告を行う。 

(3) 工事施工業者および機材調達・据え付け業者 

施工業者及び機材調達業者は、一定の資格を有する日本法人を対象とした一般入札により選

定される。入札は原則として最低価格入札者と交渉の上落札者を決定し、保健大臣との間で建設

及び調達契約を締結する。 

施工業者及び機材調達業者は、契約に基づき施設の建設と必要な建設資機材･機材の供給、搬

入、据付を行うとともに、相手国側に対し調達機材の操作及び維持管理に関する技術指導を行う。

また、調達業者、メーカー、代理店は、機材引き渡し後の 1年間メーカーによる無償保証を履行

し、何らかの初期不良が生じた場合は、製品の交換もしくは無償修理を実施する。各機材に必要

となるスペアパーツ、消耗品の供給体制を確保するよう指導し、上記保障満了後も、有償修理、

技術指導等のサービスを受けられるようするとともに、保守契約を必要とする機材（表 3-5-2-10

参照）は保健省が速やかに代理店などと契約を結べるよう支援し、機材を継続的に使用・維持管
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理できるようにする。 

(4) 独立行政法人国際協力機構 

独立行政法人国際協力機構は、本プロジェクトが無償資金協力の制度に従って適切に実施さ

れるようコンサルタントに助言する。また、必要に応じて本プロジェクトの実施機関と協議し、

実施促進を行う。 

(5) 施工計画の策定 

施工計画に関する検討は、実施設計期間中に相手国側実施機関関係者とコンサルタントとの

間で実施する。また、日本国側と相手国側双方の負担工事を明確にし、各々の負担工事の着手時

期および方法について工事項目毎に確認し、双方の負担工事が本報告書の実施スケジュールに基

づいて円滑に遂行されるよう協議を行う。特に、相手国側負担工事として施設建設工事開始以前

に相手国側で実施されなければならないものとして建設敷地の造成、既存施設の撤去等の必要が

あり、これらの工事は本プロジェクト建設工事着工前に確実に実施されなければならない。 

３-２-４-２  施工上/調達上の留意事項 

(1) スケジュール管理について 

建設予定地では 5～6 月及び 9～10 月が雨季であるため、特に根伐工事、基礎工事等は可能

な限り雨季を避け、余裕を持った工程計画を立てる。また、内外装仕上げ時期もそれぞれの養生

期間を十分に取ることにより建物仕上げの品質を保つことにもなるため、工事スケジュールに関

しては十分に配慮する。 資機材調達に関して、汎用品は中南米より充分に流通しており、それ

らの代理店もホンジュラス内若しくは隣国にあり、容易に手配できる。 検査機器の一部や特殊

資材などは、本邦からの輸送も考えられるので、その場合の輸送、輸入手続きの期間を充分に考

慮した上で施工計画を立てる必要がある。 

(2) 敷地内施工計画 

本プロジェクト建設予定敷地内には、保健省管轄の他の建物が 2 つあり、日常的に運用され

ている。特に当該敷地は塀で囲われており、入り口が 2つしかないため、既存施設の運用を続け

ながら建設工事を行うには綿密な施工計画の策定及び、現地関係者との調整が必要となる。また、

当該敷地は狭隘なため、工事中のストックヤード等の確保についても、留意が必要となる。 

敷地予定地は高さ約 2～3ｍの塀で囲まれている。本施設検査棟の基礎の建設により、特に敷

地南側の塀の一部は本工事を行う際に取り壊しが必要になると考えられ、本工事の範疇で解体及

び復旧を行う計画である。 

(3) 機材調達 

本プロジェクトで供与される検査機材は検体検査機材などほこりや振動に弱い機材があり、

また工事中の不安定な電源では故障の原因ともなりかねない。また検査機材には光学機材が多く

浮遊ダストが多い環境でレンズに損傷を招く恐れがある為、据付時は建築設備工事がすべて終了

した時期とし、清浄な環境での機材据付を計画する。 

(4) 機材据付技術者の派遣 

本プロジェクト実施後、調達機材が継続的かつ適正に作動し、検査環境の向上に十分に寄与
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するためには、機材の適正な操作及び維持管理法を伝達することが極めて重要である。したがっ

て、機材据付技術者は、各機材の取り扱いに習熟した技術者を選定するとともに､取り扱いの説

明(操作技術､簡易な修理技術や点検方法等)には十分な時間をとり､受け入れ側担当者の理解度

を十分に確認しつつ実施する。 

３-２-４-３  施工区分/調達・据付区分 
協力対象事業は、無償資金協力の制度に従い、日本国政府とホンジュラス政府との協力により

実施される。実施にあたり両国がそれぞれ分担するべき工事及び業務の内容は以下のとおりであ

る。 

表 ３-３１ 業務分担区分（施設工事） 

項目 日本側負担業務 ホンジュラス側負担業務 

建設予定地の確保  土地登記、敷地境界線の明瞭化 

建設許認可の取得  当該敷地の用途変更申請 

環境アセスを含む樹木伐採の許可申

請 

建設予定敷地の整備  敷地内の既存建物、塀等撤去、 

敷地の整地 

敷地内外構工事 駐車場、雨水排水工事、浄化槽

工事、道路に面した外塀の撤去 

本工事に必要なインフラ整備（電気、

上下水道、電話、インターネット等） 

施設工事 検査棟、管理棟の新設工事（建

築・電気・機械設備） 

A/P手数料の支払い 

工事業者に対する免税措置 

 

表 ３-３２ 業務分担区分（機材関連） 

日本側負担業務 ホンジュラス側負担業務 

1) 計画機材の調達 

2) 海上輸送及びホンジュラス

対象施設までの内陸輸送 

3) 機材の設置 

4) 調達機材全般にかかる試運

転、操作、保守点検の技術

指導 

1) 据付、設置に必要とされる情報、資料の提示 

2) 既存施設にある老朽化・故障機材の廃棄手続き・撤去及び

撤去後の室内の清掃 

3) 新機材設置場所までの施設インフラ(電気、給排水等)の整

備 

4) 調達機材の荷降ろし場所の確保 

5) 機材調達業務の作業開始までの機材保管場所の提供 

6) 調達機材の据付に関する搬入路の確保 

7) 新規備品の設置 

特にホンジュラス側は老朽化機材の撤去を実施工程に基づ

き、適切な廃棄手続きを踏んだ上で、的確に実施する必要が

ある。 
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３-２-４-４  施工監理計画/調達監理計画 

(1) 施工監理方針 

日本国政府が実施する無償資金協力の方針に基づき、コンサルタントは概略設計の主旨を踏

まえ、実施設計業務を含む一貫したプロジェクト遂行チームを編成し、円滑な業務実施を行う。

本プロジェクトの施工監理に対する方針は下記の通りである。 

1) 両国関係機関の担当者と密接な連絡を行い、遅滞なく施設建設および機材整備が完了する

ことをめざす。 

2) 工事施工業者、機材調達・据付業者とその関係者に対し、公正な立場に立って、迅速かつ

適切な指導・助言を行う。 

3) 適正な機材配置場所と設備との取り合い調整、引き渡し後の運用・管理に対する適切な指

導・助言を行う。全ての施工業務が完了し、契約条件が満たされたことを確認した上で、

施設・機材の引き渡しに立ち会い、ホンジュラス側の受領承認を得て、その業務を完了さ

せる。 

(2) 施工監理体制（日本人） 

本プロジェクトでは、日本人常駐監理者 1名(建築担当 14ヵ月)を置き、工事の進捗に合わせ

て次の日本人技術者を適時派遣する。本プロジェクトは国立研究所という施設用途と建設規模を

考慮し、日本人常駐監理者は 3号とする。 

1) 業務主任（全体調整、工程監理、着工時立会い、中間検査、完成検査） 

全体責任者として、プロジェクト全体を把握しつつ、要となる工事時期については現地に

赴き確認を行う。 

2) 建築担当（施工方法、設計意図・施工図・材料仕様等の確認） 

建築工事の担当者として、業務主任担当の下、常駐監理者と意思疎通を行いながら、建築

工事全般のコーディネーションを行う。 

3) 構造担当（地盤確認、基礎工事、躯体工事確認） 

構造に関連する、地盤、基礎、躯体の工事の確認を現地にて行う。 

4) 電気設備担当（供給設備、受変電設備等確認、中間検査、受電前検査） 

受変電設備の確認、中間検査では配線状況等、また、受電準備が出来ているか等の確認を

現地で行う。 

5) 機械設備担当（供給設備、空調・給排水衛生設備等確認、中間検査、竣工検査） 

空調・給排水設備の配管等を中間検査で確認し、設備の動作確認等を竣工検査で行う。 

 

なお保健省は、国家保健サービスプログラム(PRONASSA)を通じて、工事を監督する。その

中には、建物の工事期間中の 2名の土木工学専門家への支払い、建設資材の建設場所までの運

搬費、管理費、その他が含まれる。 
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•  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外務省 
在ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 

日本国大使館 

JICA 

本邦政府関係機関 

在ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 
JICA 事務所 

 ホンジュラス政府関係機関 
保健省 

E/N 
及び 
G/A 

サ ブ コ ン ト ラ ク タ ー 

工事請負業者・建設工事 

 

契約

 
コンサルタント契約 工事契約 報告

 

コンサルタント  

 

・業務主任       ・機材計画 

・施工監理技術者（構造）       

・施工監理技術者（電気）  

・施工監理技術者（機械）  

 

常駐施工監

理技術者 

品質保証室 

監理部 

監理

 

プロジェクトチーム 

国立研究所 

プロジェクト運営委員会 

 
図 ３-１３ 施工監理体制 

(3) 施工者の管理体制 

日本人技術者は所長 1 名、建築技師 1 名、電気・機械設備技師各 1 名、事務担当 1 名の計 5

名を常駐させるものとする。 

現地人スタッフは建築技師 2名、機械設備技師 1名、電気設備技師 1名、製図技術員 3名（建

築、電気、機械、通訳）及び事務員を日本人技術者の下に配置して、その他運転手 2名、ガード

マン 3名、雑役夫 1名を雇用するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例   

 日本人スタッフ 現場近辺直傭 
図 ３-１４ 施工会社組織図 

  

現地人ｽﾀｯﾌ 

建築技師 A 1 名 

建築技師 B 1 名 

日本人ｽﾀｯﾌ 
建築技師 1 名 

4 号 

製図技術員 

建築 1 名 

日本人ｽﾀｯﾌ 
事務担当 1 名 

4 号 

現地人ｽﾀｯﾌ 

事務補佐役 1 名 

現地人ｽﾀｯﾌ 

運転手 2 名 

現場警備員 3 名 

雑役夫 1 名 

日本人ｽﾀｯﾌ 
電気設備技師 1名 

4 号 

現地人ｽﾀｯﾌ 

電気設備技師 1名 

製図技術員 

電気 1 名 

製図技術員 

機械 1 名 

日本人ｽﾀｯﾌ 
機械設備技師 1名 

4 号 

現地人ｽﾀｯﾌ 

機械設備技師 1名 

日本人ｽﾀｯﾌ 
所長 1 名 

3 号 
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３-２-４-５  品質管理計画 
建設工事の施工監理にあたっては、適切な品質確保のため、ホンジュラス関連官庁基準を満た

しつつ、下記の基準に基づき施工監理を実施する。 また、その他の工事についても、国土交通

省の施工監理指針に基づいた弊社の施工監理基準での品質管理を行う。 （JASS：日本建築学会

建築工事標準仕様書/JSF：土質工学会基準） 

 

表 ３-３３ 品質管理基準 

工事 
主な品質管理基準 

備考 
項目 目標値 検査方法 

土工事 法面角度 

床付精度 

地業高さ 

捨てコンクリート

高さ 

平板載荷試験 

JASS3 による 

計画値以内 

+0～-5cm 

以内 

+0～-3cm 

以内 

JSF T25 

計画値以内 

目視 

施工業者に事前に施工

計画書及び品質管理計

画書を作成させて確認

する。 

鉄筋工事 鉄筋かぶり厚 

加工精度 

引張り試験 

JASS5 による 

±5mm  

基準値以上 

目視・測定 

 

JIS Z2241 

同上 

コンクリート 

工事 

圧縮強度 

スランプ値 

塩化物量 

JASS5 による 

15ｃｍ± 2.5

ｃｍ 

0.3ｋｇ/㎥以

下 

JIS A1108 

JASS5 T-503準拠 

JASS5 T-502準拠 同上 

組積工事 圧縮強度 

その他材料 

JIS5406 

計画値以内 

メーカーでの試

験立ちあい、目

視 

同上 

左官工事 

塗装工事 

屋根防水工事 

建具工事 

材料・保管方法・施

工法・調合・塗り

厚・養生・施工精度 

特記による 同左 

同上 

給排水工事 給水管 

排水管 

加圧テスト 

満水テスト 

立ち合い確認 
同上 

電気工事 電線 絶縁テスト 

通電テスト 

同上 
同上 

３-２-４-６  資機材等調達計画 

(1) 施設計画 

本事業に用いる主要な建設資材のほとんどがホンジュラスで調達可能である。また、アルミ

製及び鋼製建具については、第三国調達とはいえ、近隣国である中米内のグアテマラ、メキシコ

などから現地の代理店にあり一般に流通している。セメントはホンジュラスには Argos 社、また

は Cenosa社の 2社のみで取り扱われており、品質は安定しているが、価格競争になりにくく、

セメントの価格は年々上昇傾向にある。 

コンクリートにおいては、建設予定地より陸路で 30分程の場所に生コンのバッチャープラン

トがあり、ミキサー車の他ポンプ車も配備されており、輸送費及び輸送時間ともに問題なく調達
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可能である。   

表 ３-３４ 建設資材調達国 

項目 
調達先 

備考 
ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 日本 第三国 

セメント ○   ﾎﾝｼﾞｭﾗｽには 2社のみ 

コンクリート ○   建設予定地近辺にバッチャープラントあり 

型枠用木材 ○    

レンガ ○    

穴開きｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾌﾞﾛｯｸ 
○   

 

鉄筋 ○    

鉄骨 ○    

木材 ○    

屋根材 ○    

床・壁タイル ○    

塗料 ○    

断熱材 
  ○ 

米国。ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ国内では一般的に断熱材は使用され

ていない。 

アルミ製建具   ○ 中米:品質が良好で比較的安価に調達可能なため。 

鋼製建具   ○ 中米:品質が良好で比較的安価に調達可能なため。 

ガラス ○    

建具金物 ○    

木製家具 ○    

(2) 機材計画 

本プロジェクトにおいて調達する機材は、原則として日本製品もしくはホンジュラス製品と

する。しかしながら、日本またはホンジュラスでは製造されていないもしくはメーカーが限られ

る機材については第三国調達とする。 

Ｓカテゴリー機材の内、ELISA（酵素結合免疫吸着測定）プレートウォッシャー、ELISAリー

ダー、PCR 、DNA 定量機などの高度な検査機材は保守サービスを必要とすることから、米国も

しくはメキシコから調達するが、他のＳカテゴリー機材である染色器、紫外線電気泳動装置、電

気泳動装置、蛍光顕微鏡、顕微鏡デジタルカメラ及びＡカテゴリー、洗濯機・乾燥機・電子レン

ジを除くＢカテゴリー機材はすべて本邦調達とする。以下の表に機材調達国を示す。 

 

表 ３-３５ 機材調達国リスト 

番号 機材名 （主仕様） 
計画 

数量 

調達国 調達国と第三国とする

理由 ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 日本 第三国 

1 PCRサーマルサイクラー1 2 
  

○ 
メキシコ。高度な機材を

安価に供給できるため 

2 PCRサーマルサイクラー2 1 
  

○ 
メキシコ。高度な機材を

安価に供給できるため 

3 紫外線電気泳動撮影装置 1 
 

○ 
 

 

4 
電気泳動装置(サブマリン

方式) 
4 

 
○ 

 

 

5 ELISA リーダー 1 ○ 
 

  

6 ELISA ウォッシャー 3 ○ 
 

  

7 DNA定量機 1 ○ 
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番号 機材名 （主仕様） 
計画 

数量 

調達国 調達国と第三国とする

理由 ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 日本 第三国 

8 染色器 2 
 

○ 
 

 

9 デジタルカメラ付顕微鏡 1 
 

○ 
 

 

10 蛍光顕微鏡 1 
 

○ 
 

 

11 実体顕微鏡 1 
 

○ 
 

 

12 教育用顕微鏡 5 
 

○ 
 

 

13 検査用顕微鏡 20 
 

○ 
 

 

14 研修用顕微鏡 13 
 

○ 
 

 

15 安全キャビネット 1 2 
 

○ 
 

 

16 安全キャビネット 2 7 
 

○ 
 

 

17 クリーンベンチ 1 
 

○ 
 

 

18 ドラフトチャンバー 2 
 

○ 
 

 

19 縦型滅菌器(中) 2 
 

○ 
 

 

20 縦型滅菌器(小) 14 
 

○ 
 

 

21 乾熱滅菌器 1 
 

○ 
 

 

22 ドライオーブン 3 
 

○ 
 

 

23 白金耳滅菌器 1 
 

○ 
 

 

24 恒温水槽(小) 5 
 

○ 
 

 

25 恒温水槽(中) 2 
 

○ 
 

 

26 恒温水槽(大) 1 
 

○ 
 

 

27 恒温器 6 
 

○ 
 

 

28 CO2恒温器 1 
 

○ 
 

 

29 コアギュレーター 2 
 

○ 
 

 

30 両扉式冷蔵庫 5 
 

○ 
 

 

31 2 ドア冷凍冷蔵庫 4 
 

○ 
 

 

32 冷蔵庫 6 
 

○ 
 

 

33 -80℃冷凍庫 5 
 

○ 
 

 

34 -30℃冷凍庫 4 
 

○ 
 

 

35 卓上ミニ遠心機 3 
 

○ 
 

 

36 低速冷却式遠心機 5 
 

○ 
 

 

37 微量高速冷却遠心機 5 
 

○ 
 

 

38 高速冷却式遠心機(中) 2 
 

○ 
 

 

39 超純水製造機 2 
 

○ 
 

 

40 撹拌機 2 
 

○ 
 

 

41 化学天秤 2 
 

○ 
 

 

42 真空ポンプ 1 
 

○ 
 

 

43 容量計 1 
 

○ 
 

 

44 ＵＶ分光光度計 1 
 

○ 
 

 

45 製氷機 1 
 

○ 
 

 

46 洗濯機 1 ○ 
 

  

47 乾燥機 1 ○ 
 

  

48 運搬用カート 4 
 

○ 
 

 

49 PH メーター 2 
 

○ 
 

 

50 電子レンジ 2 ○ 
  

 

51 ローテーター 1 
 

○ 
 

 

52 ボルテックスミキサー 2 
 

○ 
 

 

53 凝集像読取ランプ 2 
 

○ 
 

 

54 昆虫展示キャビネット 1 
 

○ 
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番号 機材名 （主仕様） 
計画 

数量 

調達国 調達国と第三国とする

理由 ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 日本 第三国 

55 スライド保存棚 9 
 

○ 
 

 

56 溶接セット 1 
 

○ 
 

 

57 環境測定器 1 
 

○ 
 

 

58 湿度計 1 
 

○ 
 

 

59 オシロスコープ 1 
 

○ 
 

 

60 電気工具セット ２ 
 

○ 
 

 

61 スパナセット ２ 
 

○ 
 

 

62 コンプレッサー 1 
 

○ 
 

 

63 電気ドリル 1 
 

○ 
 

 

64 携帯式ドリル 1 
 

○ 
 

 

65 電圧計 ２ 
 

○ 
 

 

66 電流計 ２ 
 

○ 
 

 

67 UPS500VA 4  ○   

68 UPS1KVA 7  ○   

69 UPS2KVA 5  ○   

 

染色器を除くＳカテゴリー機材の消耗品の供給や保守サービス代理店はホンジュラスもしく

はメキシコにあり、スペアパーツの調達は米国及びメキシコから入手可能である。前回の無償資

金協力で本邦から調達した機材は設置後 5年以上故障を生じなかったため、日本製品の品質の高

さはホンジュラスで評価が高く、一部の管理部門や共通部門を除く Aカテゴリーと Bカテゴリー

の検査関連機材は本邦からの調達予定とする。本邦製品は一部のメーカーを除き代理店がホンジ

ュラスまたは近隣国になく調達に時間を要するが、下述のとおり疲労・消耗故障が予想される機

材部品の必要最限量を調達しておくことにより長期的な利用・維持管理が可能である。 

1) 交換部品 

前回の無償資金協力で供与された本邦調達機材の、故障状況（[資料]機材リスト③廃棄リ

スト参照）から判断して、同等の品質の本邦機材であれば、疲労・消耗故障が予想される機材

の部品の必要最小限量を調達しておくことにより長期的な利用・維持管理が可能であると考え

られる。また、現地技術者に対するソフトコンポーネントにおいて、スペアパーツの交換・修

理指導を行い、確実に保守できるようにする。それらの機材本体と不可分一体のスペアパーツ

を以下に示す。これらの交換部品は長期間使用することにより物理的に消耗するモーター部品

や電気的に焼け付けを生じてしまうヒーターと寿命の限られたランプや電極などであり、故障

する確率が非常に高い為、故障部部品に交換することにより長期間使用することが可能になる。  
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表 ３-３６ スペアパーツを必要とする主要機材とそのスペアパーツ 

No. 機材名 台数 部品名 個数 供給理由 供給内容 

1 安全キャビ

ネット1及

び2 

9 HEPA フィルタ

ー 

9 消耗し始動後 2 年〜3 年

で交換が必要 

2年～3年1回交

換用(9台分) 

ファンモーター 4 使用頻度の高い分子生物

学と BLS2＋機材の消耗

は激しく部品の交換が必

要 

4年～5年1回交

換用(4台分) 

2 クリーンベ

ンチ 

1 HEPA フィルタ

ー 

1 消耗し始動後 2 年〜3 年

で交換が必要 

2年～3年1回交

換用(1台分) 

3 ドラフトチ

ャンバー 

2 ファンモーター 2 使用頻度が高く消耗が激

しいため 

 

4年～5年1回交

換用(2台分) 

4 滅菌器（中） 2 ヒーターエレメ

ント 

2 使用頻度の高く摩耗が激

しいため 

4年～5年1回交

換用(2台分) 

シリコンパッキ

ン 

2 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障が想定さ

れる為 

2年～3年1回交

換用(2台分) 

5 滅菌器（小） 14 ヒーターエレメ

ント 

14 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障が想定さ

れる為 

4年～5年1回交

換用(15台分) 

シリコンパッキ

ン 

14 毎日使用され摩耗が激し

いため 

2年～3年1回交

換用(15台分) 

制御ユニット 2 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障が想定さ

れる為 

4年～5年交換部

品 

6 ＰＨメータ

ー 

2 ガラス電極 2 使用後約 2年で消耗する

為 

年1回交換用（2

台分） 

7 冷凍庫－

80℃ 

5 コンプレッサユ

ニット 

5 前回の無償の故障原因と

して特定されており、気

候条件より常にフル出力

で稼働するため今後も故

障が確実視される為 

4年～5年1回交

換用（6台分） 

8 ＣＯ2 恒温

器 

1 ヒーターエレメ

ント 

1 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障が想定さ

れる為 

4年～5年1回交

換用 

9 恒温器37℃ 6 ヒーターエレメ

ント 

2 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障すると予

想される為 

4年～5年1回交

換部品 

10 蛍光顕微鏡 1 蛍光ランプ 1 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障されると

予想される為 

年1回交換用 

11 乾熱滅菌器 1 ヒーターエレメ

ント 

1 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

4年～5年1回交

換用（1台分） 
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No. 機材名 台数 部品名 個数 供給理由 供給内容 

後も同様に故障すると予

想される為 

12 冷凍庫－

30℃ 

4 コンプレッサユ

ニット 

4 前回の無償の故障原因と

して特定されており、気

候条件より常にフル出力

で稼働するため今後も故

障が確実視される為 

4年～5年1回交

換用（4台分） 

13 超純水装置 2 フィルターセッ

ト 

2 使用後1年で交換が必要 年1回交換用 

14 撹拌機 2 ベアリングキッ

ト 

2 毎日使用し消耗が激しい 4年～5年1回交

換用（2台分） 

15 製氷機 1 コンプレッサユ

ニット 

1 前回の無償の故障原因と

して特定されており、今

後も同様に故障されると

予想される為 

4年～5年1回交

換用（1台分） 

2) 消耗品 

機材納入後に同国での調達体制（代理店・輸入手続き等）が整うまでの初期的対応と一定

期間を利用して消耗品の使用頻度を把握できるよう、本計画では初期操作指導時に必要な量お

よび新規機材で機材納入後に同国での調達体制が整うまでの初期的対応として必要な１ロッ

トもしくは 1クールの消耗品を提供機材に含めて調達する。 

 

表 ３-３７ 消耗品計画リスト 

No. 機材名 台数 使用目的 消耗品名 調達数 

1 PCRサーマルサイクラー1 2 初期指導 試薬 200テスト 

2 
PCR サーマルサイクラー2

グラディエント 

1 初期指導 試薬 100テスト 

3 紫外線電気泳動撮影装置 1 1 クール ビデオプリンター紙 1500プリント 

4 電気泳動装置 4 初期指導 消耗電極紙 700検体 

5 抗酸菌培養・検査機 1 1 クール 試薬 1000検体 

6 
デジタルカメラ付顕微鏡 1 1 ロット *オイル・カビ取り薬 1本 500ml 500テス

ト 

7 
蛍光顕微鏡 1 1 ロット *オイル・カビ取り薬 1本 500ml 500テス

ト 

8 
教育用顕微鏡 5 1 ロット *オイル・カビ取り薬 1 本 500ml 2500 テ

スト 

9 
検査用顕微鏡 20 1 ロット *オイル・カビ取り薬 1本 500ml 10000テ

スト 

10 
研修用顕微鏡 13 1 ロット *オイル・カビ取り薬 1 本 500ml 6500 テ

スト 

11 低速冷却式遠心機 5 1 クール テストチューブ 5000テスト 

12 微量高速冷却遠心機 5 1 クール テストチューブ 5000テスト 

13 高速冷却式遠心機(中) 2 1 クール テストチューブ 2000テスト 

14 溶接機 1 初期指導 溶接棒 溶接 20回 

3) 停電に対する対応 

機材内にコンピュータを内蔵する以下の機材については、その保護のため、UPSを設置する。 
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表 ３-３８ UPS 調達機材リスト 

機材番号 機材名 台数 容量 

1 PCRサーマルサイクラー1 2 500VA 

2 PCRサーマルサイクラー2 1 1KVA 

3 紫外線電気泳動撮影装置 1 2KVA 

4 電気泳動装置 4 2KVA 

5 ELISAリーダー 1 500VA 

6 ELISAウォッシャー 3 1KVA 

7 DNA定量機 1 500VA 

9 染色器 2 1KVA 

11 蛍光顕微鏡 1 1KVA 

 

３-２-４-７ 初期操作指導・運用指導等計画 

(1) 初期操作指導 

個々の調達機材の初期操作指導、加えて、簡単なユーザー保守点検の指導はメーカー等の専

門技術者により行われる。 また、一部の機材のソフトウェアの使い方についてはメーカーより

派遣されたアプリケーターと呼ばれる専門家が指導を行う。 但し、それ以上の運用指導という

ことにおいては、メーカー等では対応しておらず、後述のソフトコンポーネントにおいて、専門

技術者により指導を行うものとする。 

(2) 運用指導計画 

本計画では、ホンジュラス側からの要請に基づきソフトコンポーネントにより施設・機材の

運用指導を行う。詳細はソフトコンポーネント計画参照。 

 

３-２-４-８ ソフトコンポーネント計画 

(1) ソフトコンポーネントを計画する背景 

本事業は、ホンジュラス国のトップレファレルラボである国立研究所の施設建設・機材整備

を実施することにより、国立研究所の分断された機能を統合するとともに、国際的な実験室基準

を遵守した物理的環境を整備し、もって国立研究所のバイオセーフティ―およびバイオセキュリ

ティ―の強化、同国の感染症の診断能力の強化に寄与するものである。 

本事業ではバイオセーフティ・バイオセキュリティを重視した設計とするため、陰圧実験室

(BSL2+)の整備、各ラボへの安全キャビネットの設置、各ラボから感染源が外に出ないよう各ラ

ボへの滅菌器の設置、管理部門と検査部門の切り分け、検査部門における土足禁止、分子生物学

検査に係る共有ラボの設置等を計画しており、現状とは異なる新たな運用管理が求められる。現

状としては各検査室がばらばらにバイオセーフティの手順等に係る標準手順書（Standard 

Operating Procedure :SOP）を作成しているが、上述の変更を実現する上で、また、プロジェク

トの円滑な立ち上げおよびバイオセーフティの徹底のため、新たな施設に見合った SOPを策定し、

運用管理体制を構築する必要がある。 
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また、本事業ではバイオセーフティに不可欠な安全キャビネットや滅菌器等の機材整備を計

画しているが、協力成果の持続性確保のため、これらの機材が確実かつ適切に予防保守・維持管

理される体制を整備する必要がある。国立研究所には維持管理体制として 2名の施設・機材管理

技術者が配置されており、基本的な機材保守の技術を有しているが、安全キャビネットの HEPA

フィルターが適切に交換されておらず、定期的な機材保守管理計画が作成されていない等が確認

されている。この安全キャビネットの HEPA フィルターの交換や燻蒸作業等は、機材の技術的・

予防保守管理に最低限必要な内容であり、検査室のバイオセーフティ確保及び協力成果の持続性

確保のため不可欠な技術であるため、施設・機材管理技術者が習得することが求められる。 

更に、各検査室における機材・消耗品の管理や室内の清掃等の基礎的な管理業務の質にはば

らつきが見られ、適切な検査環境が整備されていないところも見受けられることから、検査環境

の改善が求められる。全体として検査室内には物が多く、整理整頓が徹底しておらず、書類、実

験用消耗品、試薬、ガラス製実験器具、使用していない機器等が散乱しているところもあった。

このような状況では検体のコンタミネーションが容易に発生し、安全で確実な検査の実施に支障

を来たし得る。このような状況を改善する手段として、日本の産業界から発展した 5S（整理、

整頓、清潔、清掃、躾）活動の導入は有効と考えられる。 

このような状況を踏まえ、プロジェクトの円滑な立ち上げおよびプロジェクト成果の持続性

の確保のため、施設全体および各検査室における運営管理体制の構築、検査機材の技術的・予防

的維持管理能力の強化、検査室環境整備に係る支援を行う。 

 

(2) ソフトコンポーネントの目標 

バイオセーフティ・バイオセキュリティ基準に則り、検査室を適切に運用／維持管理でき、

検査の質および安全性が向上する。 

(3) ソフトコンポーネントの成果（直接的成果） 

1) バイオセーフティおよびバイオセキュリティの遵守を踏まえた施設全体の運用に係る SOP、

各検査室の運用に係る SOP（検体のハンドリング、保管、廃棄や実験廃液の扱い等を含む）、

各機器の使用法・メンテナンス・トラブルシューティングに係る SOP、各ラボの各種実験

ごとの SOPが策定され、SOP に沿った適切な運用が開始される。 

2) 施設・機材管理技術者が主要機材の保守技術を習得する。全検査機材の機材台帳・年間の

予防保守点検計画が作成され、主要機材（安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフト

チャンバー、縦型滅菌器、乾熱滅菌器、CO2 恒温器、恒温器、顕微鏡各種）の定期的な予

防保守に係る体制が整備される。 

3) 5S の導入により不要な物品が整理され、必要最小限の実験消耗品、事務用品が配置される

ことで業務環境が改善し、安全かつ効率的な運営が行われる。 

(4) 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネント終了後に、主要機材（安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフト

チャンバー、縦型滅菌器、乾熱滅菌器、CO2恒温器、恒温器、顕微鏡各種）の保守技術について

は技術習得の確認テストを実施するほか、SOPや機材の予防保守の実施状況等については、チェ

ックリストに基づいた実地試験も含めた確認を実施する。 
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表 ３-３９ 達成度の確認項目 

成果 達成度の確認項目 

バイオセーフティおよ

びバイオセキュリティ

の遵守を踏まえた施設

全体および各検査室の

適切な運用 

1．施設全体の技術・運用管理に係る SOPが作成され、実施される。 

2．各検査室の技術・運用管理に係る SOPが作成され、実施される。 

3. 各機器の使用法・メンテナンス・トラブルシューティングに係る

SOPが作成され、実施される。 

4. 各検査室の各種実験ごとの SOPが作成され、実施される。 

5．作成されたモニタリングシートに基づき SOPの実施状況を確認で

きる。（滅菌が行われ、各検査室より一切の汚染物が外部に排出され

ないなど） 

検査機材の保守管理技

術習得、機材の予防保守

体制の構築 

1．主要機材（安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフトチャン

バー、縦型滅菌器、乾熱滅菌器、CO2恒温器、恒温器、顕微鏡各種）

の正しい使用方法・保守管理技術が習得される。 

2．機材台帳、年間保守管理計画が作成され、年間保守管理計画の活

用・実施が開始される。 

3．保守管理報告書が定期的に作成され、管理部門と共有される。  

施設全体及び検査室内

の環境整備 

1．施設の職員が 5Sを理解する。 

2．5S活動が実施される。 

3．SOP のモニタリングシートに組み込んだ 5S 実施確認事項に基づ

き、5S 活動がモニタリングされ、施設全体が安全で清潔な状態とな

っているかを確認できる。 

 

(5) ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果に対する活動計画は下表に示すとおりである。 

 

表 ３-４０ ソフトコンポーネントの活動内容 

項目 活動内容 対象部門 

施設全体及び

各検査室 SOP

作成技術研修 

全体としての技術・運用管理の指導を行う。 

↓ 

運用方法を決定する。 

↓ 

SOP作成指導を行う 

講義名（案） 

・バイオセーフティ、バイオセキュリティの遵守につい

て 

・実験室のコンタミネーション予防 

・実験スペースのセットアップと SOPの習慣化 

・施設全体の SOP に関する一般的注意事項 

・SOP案に対する、コメント、修正、最終化作業 

管理部門（3名）、 

質管理部門（2名）、 

保守管理部門（1名）

を含む検査室職員 

合計約 75名 

 

各検査室の技術・運用管理の指導を行う。 

↓ 

運用方法を決定する。 

↓ 

SOP作成指導を行う。 

講義名（案） 

・各検査室の技術・運用管理に係る指導（検体のハンド

リング、保管、廃棄や実験廃液の扱い等を含む。） 

・各機器の使用法・運用法に係る指導（検査機材、冷蔵

装置、遠心機、安全キャビネットなどの注意事項メンテ

各検査室から 2 名程

度 

合計約 20名 
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項目 活動内容 対象部門 

ナンス・トラブルシューティング等を含む） 

・各検査室の検査・実験方法に係る指導（検査手順、微

生物の取り扱い、各部屋専用の試薬セット、ピペット、

ディスポーザブル器具類に関する注意事項も含む） 

・SOP案に対する、コメント、修正、最終化作業 

共用の分子生物検査室の技術・運用管理の指導を行う。 

↓ 

運用方法を決定する。 

↓ 

SOP作成指導を行う 

講義名（案） 

・分子生物学検査の SOP 

（研究室における操作ガイドラインの開発：PCR ワーク

フローにおけるリスクの評価と防止、コンタミネーショ

ンの発生原因を確実に抑えるための方針、クロスコンタ

ミネーションを防ぐ） 

・SOP案に対する、コメント、修正、最終化作業 

管理部門 3名 

質管理部門 2名 

保守管理部門 1名 

を含む、共用施設を

利用する管理職、対

象検査室職員 

合計約 50名 

 

機材予防保守

管理の技術習

修 

機材保守管理技術研修（対象機材：安全キャビ

ネット、クリーンベンチ、ドラフトチャンバー、

縦型滅菌器、乾熱滅菌器、CO2恒温器、恒温器、

顕微鏡各種） 

（※これらの機材の HEPA フィルター、排気フ

ァンモーター、ヒーター等、通常は新規導入時

に不調でない限り、新品へのダメージを避け、

不要な分解・交換作業はしない。実習で交換作

業を行う前に燻蒸作業が必要となり、燻蒸後は

部品を保管して再利用できなくなる。 このよ

うな交換作業の研修はホンジュラス国内や周

辺国では実施することはできず、本邦研修での

これらの機材の生産メーカー工場にて実施す

る必要がある。） 

研修内容 

・安全キャビネットの燻蒸作業 

・HEPA フィルター交換 

・予防保守点検技術 

・故障部品の交換実地研修（ファンモーター等） 

・機材台帳、年間保守管理計画表作成指導、保

守管理報告書の作成方法支援 

本邦 

研修 

 

機材保守点検担当者

1名 

機材台帳、年間保守管理計画表作成指導、保守

管理報告書の作成方法を管理部と共有 

現地 

研修 

機材保守点検担当者

1名 

管理部門 3名 

質管理部門 2名 

5S による国立

研究所全体の

環境整備研修 

5S-KAIZEN-TQM手法に従い、S1から S3の実施（整理、

整頓、清潔）を計画し、モニタリングを行う。組織化と

実践への助言を与える。 

講義（案） 

なぜ 5S-KAIZEN-TQMの三段階的アプローチが有効か？ 

5S の定義、基礎、活動、 

国立研究所職員 

各検査室より 1名 

合計 9名 

および 

管理部門 3名 

質管理部門 2名 

105 
 



 

項目 活動内容 対象部門 

5S 活動と実際の活動手順と基本の関連性 

5S の導入および定着のためのプロセス 

5Sツール・実践例の紹介と導入（カラーリング、不要

品タグ、ゾーニング、薬剤資材等管理手法） 

保守管理部門 1名 

 

(6) ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

1) 生物学実験室/運営管理専門家 

バイオセーフティ―・バイオセキュリティ―基準を遵守した施設全体、各検査室、共用の

分子生物学検査室の標準手順作業書の作成に係る指導を実施するためには、生物学検査室等の

全体運営管理、検査室のバイオセーフティ管理、SOP 作成指導の経験があり、検査・研究等に

従事している人材選定が必要である。受注コンサルタントによる指導は困難であり、本調査に

技術参与として参団した長崎大学等の大学や研究機関から日本人専門家を選定する。 

2) 5S導入・SOP作成支援 1専門家 

SOP 作成及び 5S 指導経験のある西語に堪能な日本人専門家を選定する。SOP 作成支援を行

うとともに、5S については S1から S3の実施（整理、整頓、清潔）を計画し、モニタリングを

行うとともに組織的な取り組みと実践への助言を与える。 

3) SOP 作成支援 2/コーディネーター/通訳 

ソフトコンポーネントの現地での実施促進、日本人専門家の不在時のフォローアップ等を

行うため、国立研究所における勤務・研究経験があり、生物学専門家の通訳業務に堪える程度

に英語が堪能な人材を現地リソースとして選定する。 

4) 機材保守管理専門家 

本邦研修において、現地機材保守管理技術者に対し機材台帳、年間保守管理計画表作成指

導、保守管理報告書の作成方法を指導する。 

(7) ソフトコンポーネントの工程 

研修場所は本邦機材メーカーおよび現地国立研究所とし、施設建設中及び終了後に約 3 か月

を想定して計画する。 

 

表 ３-４１ ソフトコンポーネント工程表 

  

暦年 2016 2017 2018 2019 

① 実施設計            

② 施工監理            

③ 調達監理             

④ ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ現地            

⑤ ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ本邦研修            

9 月 

10 月 1 月 

7 月 
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表 ３-４２ ソフトコンポーネントの詳細工程 

実施工程表上の月数 21 22 23 24 25 26 27 

生物学実験室/運営
管理専門家(3号) 

国内作業             

現地作業             

5S 導入・SOP作成支
援 1専門家(4号) 

国内作業             

現地作業             

SOP作成支援 2/コー
ディネーター/ 
通訳（現地人材） 

国内作業             

現地作業             

現地機材保守管理技術者（C/P）
本邦研修期間 

            

機材保守管理専門
家 

国内作業             

ソフトコンポーネント実施状況
報告書提出時期 

            

現地実施状況確認報告提出時期             

1) 本邦研修 

国立研究所の機材保守維持管理担当者に対し日本の機材メーカー工場において部品交換技

術を含む機材保守点検技術の実技トレーニングを行う。また、機材保守管理専門家は機材台帳、

年間保守管理計画書、保守管理報告書作成指導を行う。機材台帳、年間保守管理計画書等の作

成指導は、ホンジュラスでも実施できるものであるが、コンサルタントが現地に渡航するより、

現地の実務担当者である機材保守点検担当者に本邦でまとめて実施する方が経費を抑えるこ

とが可能で効率的であるため、本邦研修時に指導する。また、工場研修の対象機材が複数あり、

研修実施メーカーが複数に渡ることから、機材保守管理専門家はその調整・国内準備を行う。

本邦研修実施時期としては、機材の据付作業開始前に本邦研修を終え、現場にて据付作業準備

を開始するため、完工約 3か月前の 2018 年 7月とする。 

 

表 ３-４３ 本邦研修日程 

日 AM/PM 研修内容 日 AM/PM 研修内容 

1 

AM 
研修オリエンテーション、プレテ

スト、機材台帳作成要領指導 
5 

AM 
縦型滅菌器ヒーター、制御ユニット交

換・保守作業実習 

PM 年間保守計画作成要領指導 PM 
CO２恒温器、恒温器、乾熱滅菌器ヒー

ター交換・保守作業実習 

2 

AM 各種検査機材の点検表の作成指導 

6 

AM 
蛍光顕微鏡セットアップ・ランプ交

換・光軸修正実習 

PM 保守管理報告書作成要領指導 PM 
デジタルカメラ付顕微鏡セットアッ

プ・光軸修正実習 

3 

AM 安全キャビネット燻蒸作業実習 

7 

AM 
教育用顕微鏡セットアップ・光軸修正

実習 

PM 
HEPAフィルター交換・保守作業実

習 
PM 

生物顕微鏡・実体顕微鏡セットアッ

プ・光軸修正実習 

4 

AM 
クリーンベンチの HEPAフィルタ

ー交換・保守作業実習 
8 

AM アクションプラン作成 

PM 
ドラフトチャンバーのファンモー

ター交換・保守作業実習 
PM ポストテスト、研修アンケートの実施 

第 3次現地業務 

ソフトコンポーネント

進捗報告書提出 

ソフトコンポーネント

最終報告書提出 

第 2次現地業務 第 1次現地業務 
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（今回の日本からの機材調達では、長期間の維持管理を考慮して主要機材の交換部品の調達とそ

の部品交換技術実習を日本のメーカー工場で実施することを計画している。そのため入札図書の

条件として仕様書に研修対象機材を明記し、安全キャビネット、クリーンベンチ、ドラフトチャ

ンバーの空気環境安全保持機材、縦型滅菌器、乾熱滅菌器、CO2恒温器、恒温器の熱源機材、そ

して顕微鏡各種はそれぞれ効率的にメーカー工場研修が実施できるよう、メーカーをまとめるこ

ととする。） 

2) 第 1 次現地業務 

施設全体、各検査室、共用部分である分子生物学検査室の運用方法、SOP 作成方法を指導す

る。 

本邦研修後、保守技術者が機材保守管理のための機材台帳、予防保守計画、保守管理報告書

を管理部と共有し施設全体の業務に機材台帳、予防保守計画、保守管理報告書を導入する支援を

行う。また、どのように実施するかアクションプランの作成の支援を行う。研修初めにプリテス

トと最後にポストテストを行い研修の達成度を確認する。 

5S 導入に関して、検査室全体での環境整備の基礎となる 5S の導入を図るとともに、これら

を SOPに取り入れる支援を行う。 

以降の活動をモニタリングするツールを作成する。現地コーディネーターが、日本人専門家

が現地不在時も定期的なモニタリング評価を行い、必要に応じ修正、コメントをフィードバック

する体制を構築する。 

 

表 ３-４４ 第 1 次現地業務 

日 AM・PM 研修内容 日 AM・PM 研修内容 

1 
AM 

バイオセーフティ・バイオセキュ

リティの遵守 6 
AM 5S ツールの紹介 

PM 実験室のコンタミネーション予防 PM 各検査室での 5S介入ポイント 

2 
AM 汚染源となる機材の扱い 

7 
AM 各検査室巡回指導① 

PM 施設全体のＳＯＰの運用 PM 各検査室巡回指導② 

3 
AM 生物分子学検査室のＳＯＰ 

8 
AM 施設全体ＳＯＰの枠組み作成協議 

PM 機材保守管理計画の作成手順 PM 各検査室のＳＯＰの枠組み作成協議 

4 

AM 機材台帳の作成と運用 

9 

AM 
分子生物学検査室ＳＯＰ枠組み作成

協議 

PM 
なぜ 5S-KAIZEN-TQMのアプローチ

が有効か？ 
PM ＳＯＰモニタリングシートの作成 

5 
AM 5S の定義、基礎、活動 

10 
AM 次期現地業務までのプロセスの確認 

PM 5S の活動と促進 PM フィードバックセッション 

 
第 1次現地業務と第 2次現地業務の間に、SOP作成支援 2／コーディネーター／通訳が施設全

体および各検査室の SOP 作成状況のモニタリングを行うとともに、SOP 作成支援を行う。また、

生物学実験室／運営管理専門家および 5S 導入・SOP 作成支援 1 専門家に対し、実施状況を報告

する。これにより生物学実験室／運営管理専門家および 5S 導入・SOP 作成支援 1 専門家は現地

の作業を確認し、適宜修正、フィードバックを行う。 

3) 第 2 次現地業務 

派遣第 1 期での指導をもとに、現地職員によって作成された SOP 案に従い、実際に SOP が実
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施可能であることを確認し、必要に応じて SOP案の内容を修正する。 

機材台帳、予防保守管理計画書、保守管理報告書案の内容を確認し、実施を促進する。 

5S活動の実施状況を確認し、実施促進を図る。また、活動のモニタリングを行い、組織的取

り組みによる実施への助言をする。 

 

表 ３-４５ 第 2 次現地業務 

日 AM・PM 研修内容 

1 
AM ＳＯＰ案作成状況の確認 

PM ＳＯＰ案実地検証 

2 
AM ＳＯＰ案の問題点の抽出と対策の検討 

PM 施設全体のＳＯＰによる実施状況の確認 

3 
AM 機材台帳案と実施状況の確認 

PM 機材保守管理計画案の確認と修正 

4 
AM ５Ｓ実施状況の確認 

PM Ｓ１～Ｓ３ 実施の促進指導 

5 
AM ＳＯＰ案修正ポイントの確認 

PM 次期現地業務までのプロセスの確認 

 

第 2次現地業務と第 3次現地業務の間に、SOP作成支援 2／コーディネーター／通訳は施設全

体および各検査室の SOP 作成状況のモニタリングを行うとともに、SOP 作成支援を行う。また、

生物学実験室／運営管理専門家および 5S 導入・SOP 作成支援 1 専門家に対し、実施状況を報告

する。これにより生物学実験室／運営管理専門家および 5S 導入・SOP 作成支援 1 専門家は現地

の作業を確認し、適宜修正、フィードバックを行う。 

4) 第 3 次現地業務 

施設全体、各検査室および共有運用の分子生物学室の SOP 内容を確認し、必要な指導・助言

を行うとともに、技術的かつ予算的に実施可能か確認する。 

現地職員と協議して SOPを最終化し、完成した SOPを印刷配布する。 

機材台帳が完成し、更新されているか確認する。年間保守管理計画書が完成し、実際に予防

保守が実施されているか確認する。保守管理報告書が作成され、管理部と共有されているか確認

する。5Sの実施状況を確認し、環境整備が行われているか確認する。 

 

表 ３-４６ 第 3 次現地業務 

日 AM・PM 研修内容 日 AM・PM 研修内容 

1 

AM 
バイオセーフティ・バイオセキュ

リティの遵守確認 
6 

AM 5S 実施状況の確認 

PM 
実験室内のコンタミネーションの

予防状況確認 
PM 5S 実施状況へのフィードバック 

2 

AM 
施設全体のＳＯＰ案の確認・課題

の抽出 
7 

AM 施設全体の SOP 案の修正、最終化 

PM 
実験機材のＳＯＰ案の確認・課題

の抽出 
PM 実験機材の SOP 案の修正、最終化 

3 

 
AM 分子生物学検査室の運用指導 

8 

 
AM 

分子生物学検査室のＳＯＰ案の修正、

最終化 
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日 AM・PM 研修内容 日 AM・PM 研修内容 

3 
PM 

分子生物分子学検査室のＳＯＰ案

確認・課題の抽出 

8 
PM 機材保守管理計画案の修正、最終化 

4 

AM 
機材メンテナンスの状況の確認・

課題の抽出 
9 

AM 機材台帳案の修正、最終化 

PM 
機材保守管理計画案の確認・課題

の抽出 
PM 全てのＳＯＰ案最終確認 

5 

AM 機材台帳案の確認・課題の抽出 

10 

AM 確認テスト・確認検査 

PM 
全体・各検査室の SOP 作成に係る

フィードバック 
PM 研修終了式 

(8) ソフトコンポーネントの成果品 

施設全体の SOP 作成指導に用いる研修教材 

日本側 

各検査室の SOP 作成指導に用いる研修教材 

分子生物学検査室の管理・検査技術研修、SOP 作成指導に用いる研修教材 

機材台帳・年間予防保守計画書・保守管理報告書作成指導書 

5S 指導に用いる研修教材 

施設全体の SOP 

ホンジュラス側 

各検査室 SOP（運用 SOP、新規導入機材の SOP、新規導入機材による検査の

SOP） 

SOP モニタリングシート 

共通施設である分子生物学検査室検査記録書 

機材台帳・年間予防保守計画書・保守管理報告書 

(9) 相手国側の責務 

ソフトコンポーネント実施に当たり、ホンジュラス側の自立発展性を確保されるために行われ

る。したがって、ホンジュラス側は専任の担当者（質管理部門担当者を想定）を配置し、研修計

画に全面的な協力と支援を行うとともにソフトコンポーネントの実施主体者として、本邦の提案

を基に研修会を企画、運営、実施する。日本側の投入はその研修会に講師として参加し支援する。 

３-２-４-９  実施工程 
G/A が締結された後の実施工程は、次頁に示すとおりである。締結後、コンサルタントによる

詳細設計業務、入札を経たのち、工事請負業者による工事及資材調達工事びコンサルタントによ

る施工監理業務へと続く。 

 

(1) 詳細設計業務 

ホンジュラス保健省と日本法人コンサルタントの間で、詳細設計に関するコンサルタント契

約が締結され、日本政府から契約書の認証を受ける。コンサルタントは相手実施機関と協議を行

い、本準備調査報告書に基づいた入札図書を作成し、保健省の承認を得る。現地調査を含めたこ

の期間は約 4.5ヵ月と想定される。 

(2) 入札業務 

その後、承認された入札図書をもとに入札に関する補助業務を行う。その期間は約 3.0 ヵ月

と想定される。 

110 
 



 

(3) 工事請負業者による工事及びコンサルタントによる施工監理業務 

入札に関して請負業者と工事契約が締結した後、工事が開始される。同時に、コンサルタン

トの施工監理業務が開始される。工期は 14ヵ月を想定している。 

 

全体の業務実施工程を下図に示す。（      ：現地作業、       ：国内作業） 

 
図 ３-１５ 実施工程表 

３-３ 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクト実施に関して、ホンジュラス側で負担する主要事項は以下の通りである。 

(1) 手続き事項 

1) 銀行取極、支払授権書の発給 

保健省が本プロジェクトの窓口となり、コンサルタント契約･業者契約に基づく銀行取極、

支払授権書の発給を速やかに行う必要がある。 

2) プロジェクト運営委員会の設置 

保健省はその内部機関として、本プロジェクト専門のプロジェクト運営委員会を設立して、

JICA及びコンサルタントとの窓口として計画を順調に進める必要がある。 

3) 用地の取得 

建設予定地はホンジュラス政府保健省の所有地内であるが、敷地境界が明確でない等、土

地の登記がなされていない。同状況を受け、2016年 7月 4日に測量が行われた。測量結果報告

書を以って土地登記の手続きが開始される予定であるため、早急に土地の登記が必要となる。 

4) 土地用途変更の取得 

当該敷地は現在、都市計画上、住居地域と規定されており、本プロジェクト施設を建設す

るためには、土地の用途変更が必要であり、保健省はテグシガルパ市建設局に必要書類(RZ と

呼ばれる)を提出する必要があり、全ての関連書類が揃っていれば即日、通常は 1 週間程度で

取得可能。 

項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

現地調査

国内解析・詳細設計

入札図書承認

入札 （計7ヶ月）

準備工事

土工事

基礎工事

上部躯体工事 

仕上工事

設備工事（空調・電気・衛生）

外構工事  

検査 （計14ヶ月）

機器製作

機器輸送

開梱・搬入・据付工事

検収・引渡し

（計3.5ヶ月）

実
施
設
計

施
工

機
材

ソフトコンポーネント
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5) 環境影響評価 

当該敷地には高さ 10ｍを超えるような大きな樹木が自生しているが、敷地の広さの制限の

ため、計画では、少なくともそのうちの 1本を伐採しなければならない。現地では樹木の伐採

に際し、その影響についての環境許可申請が求められており、ホンジュラス国側負担でこの手

続きが行われる必要がある。具体的には保健省大臣から市の環境局へ要請書を提出し、必要要

綱を記載した申請書を添付し、環境局から許可を取得する。通常申請書類が正確に整っていれ

ば、書類受理後、1日から 7日で許可証が発行される。 

6) 工事監督 

保健省は、国家保健サービスプログラム(PRONASSA)を通じて、工事を監督する。その中に

は、建物の工事期間中の 2名の土木工学専門家への支払い、建設資材の建設場所までの運搬費、

管理費、その他が含まれる。 

7) 免税処置 

本プロジェクトに従事する日本企業、建設業者が工事期間中に本プロジェクト実施のため

に建設資材・機材を相手国の国内調達でまかなう場合、若しくは海外から輸入する際に課せら

れる関税、消費税、その他内税、課徴金等の免税措置を講じる必要がある。 

免税手続きとしては、保健大臣から国会に本業務の認定許可を申請し、認定を受けたのち

本業務を公示し、それを持って発行された免税許可証を受理する。免税許可書を提示して業者

が免税申請することにより、本業務に関する税が免除される。また輸入通関に係る迅速なる陸

揚げ手続きの措置を行なう必要がある。 

(2) その他工事 

1) 建設予定地の障害物撤去と整地工事 

検査室の建設予定地にかかる以下の既存建物や建造物について、ホンジュラス国側にて施

設工事入札までに撤去し、樹木や地中埋設物の撤去も含めて整地を行う。主な撤去物は以下で

ある。 
 既存事務所 

 屋外受水槽 

 高架水槽 

 外塀の一部 

 電気・通信ケーブル及び埋設管、地中埋設物、高木 1本の伐採 

2) インフラ整備 

① 電力 

本施設への電力供給は、電力公社 ENEEより 3相 3線 13.8kVから電信柱上に設けられた変

圧器により 3 相 4 線 120V/240V へ変換して、敷地南東側より供給される。建物内に新設で受

変電設備を設置し、受変電設備までは地中埋設により受電する。 

変圧器及び、受電盤までの引込ケーブルは ENEE による工事となる。それ以降、受変電設

備設置を含めて日本側の工事とする。 

② 給水 
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給水は、市水を水源とし、計画敷地南側に敷設されている本管 VP100Φより敷地内へ引き

込む。敷地への引込み及び量水器の設置については先方負担工事とする。 

③ 排水 

公共下水道本管は敷地南西側に敷設されており、敷地内の最終桝から南西側の本管に接続

する工事を相手側で行う。また、排水については環境を考慮し、排水処理設備を設置するが、

新規浄化槽の維持清掃をホンジュラス側で行う必要がある。 

3) 既存機材、家具の移転及び撤去 

現在使われている既存機材、家具の中には、本プロジェクトの整備後も使用を続ける予定

となっている物もあり、それらの移設が必要となる。また、本プロジェクトにより代替される

老朽化・故障した機材については、廃棄される必要がある。ホンジュラスの国有財産である機

材には廃棄規定があり、機材の分類による耐用年数が決められている。医療機材や検査機材の

耐用年数は 3年から 5年であり、これを過ぎた機材で故障した機材が廃棄対象となる。しかし、

耐用年数以内の機材であっても、修復できないもしくは経済的に修復費を掛けることに意味を

なさないことが確認された場合は廃棄することができる。既存機材の中には 2005 年に本邦無

償援助により供与されたものが多数あり、既に 5 年以上の稼働年数がすぎ、故障が確認された

機材は現地日本大使館を通して適切な手続きを踏んだ上で廃棄される必要がある。 
下記表に相手国負担業務について、その発生時期別にまとめる。 

 

表 ３-４７ 相手国分担事業（入札前） 

番号 項目 完了期日 管轄 

1 銀行取り極め及び口座開設 (B/A))  G/A締結後1か月以内 中央銀行 

保健省 

2 プロジェクト運営委員会を設立 G/A締結後1か月以内 保健省 

3 土地の登記 G/A締結後1か月以内 保健省 

4 以前本邦無償資金協力で供与された機材のうち廃棄の必要な機

材の日本大使館への廃棄手続き申請 

G/A締結後1か月以内 保健省 

5 土地の用途変更 入札公告前 保健省 

6 環境局による樹木伐採許可の取得 入札公告前 保健省 

7 下記エリアの確保 

1） 敷地の確保 

2） 敷地内もしくは近隣での仮設ストックヤードの確保 

3） 計画地近くに附置義務を満たす18台の駐車場の確保 

入札公告前 保健省 

8 敷地の整地及び既存建造物、既存舗装、地下埋設物等の撤去 

1） 既存建造物の撤去 

2） 既存HIV/ウイルス棟への給水切り回し 

3） 既存舗装の撤去 

4） 地下埋設物等の撤去 

5） 受水槽・高架水槽等の撤去 

6） 敷地の整地 

入札公告前 保健省 

9 建築許可の取得 

1) 開発関連許可の取得（必要な場合に限る） 

2) 建設許可及び関連工事許可の取得 

入札公告前 保健省 
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表 ３-４８ 相手国分担事業（建設中） 

番号 項目 完了期日 管轄 

1 下記の銀行取極めに関する費用負担   

 
1) A/Pアドバイス料 契約締結後1か月以内 

中央銀行 

保健省 

 
2) A/P支払手数料 各支払い時 

中央銀行 

保健省 

2 船荷積み下ろし時の関税・輸入手続きに関する便宜供与   

 1)輸入資機材に関する免税措置 プロジェクト期間中 保健省 

3 本プロジェクトに関係する日本人及び第3国外国人が先方国に

入国及び滞在が必要なときの便宜供与 
プロジェクト期間中 保健省 

4 
免税許可証の発行 

コンサルタント・工事請

負業者契約締結直後 
 

5 本プロジェクト関連資材の購入に関する一切の税金の免除 プロジェクト期間中 保健省 

6 本無償資金協力業務に含まれない本件に必要な全ての業務、建

物の建設、機材の移転等 
プロジェクト期間中 保健省 

7 月例報告書を提出する 毎月 保健省 

8 電力、上下水道の提供  保健省 

 1) 電力   

 敷地までの電力供給 工事着工前 保健省 

 2) 水道   

 敷地までの水道供給及び量水器の設置 竣工6か月前 保健省 

 3) 排水   

 敷地までの下水道配管供給 竣工6か月前 保健省 

 4) 電話   

 敷地までの電話線の供給 竣工1か月前 保健省 

 電話設備一式 竣工1か月前 保健省 

 ＬＡＮ設備一式 竣工1か月前 保健省 

9 家具及び備品   

 一般家具 竣工1か月前 保健省 

10 既存検査機材について新施設への移設及び設置 竣工1か月前 保健省 

11 ソフトコンポーネント計画実施のための必要な人員配置 竣工6か月前 保健省 

 
表 ３-４９ 相手国分担事業（竣工後） 

番号 項目 完了期日 管轄 

1 本無償援助による供与施設・機材を効率良く適切に使用し維持する。 

1) 運営維持のための充分な予算を確保する。 

2) 運営維持のために充分な技能者を確保する。 

3) 無償資金協力により、供与された施設及び機材を的確に維持管理

できる管理技術者を確保する。 

4) 検査室職員に対するトレーニングを行う。 

5) 必要な施設及び機材の維持管理契約を結ぶ。 

6) 定期点検を行う。 

竣工後 保健省 

(B/A: 銀行取極,  A/P: 支払授権書)  
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３-４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

３-４-１ 運営計画 

(1) 運営体制及び組織 

本プロジェクトで供与される施設及び機材は、実施機関である国立研究所が、保健省健

康監視局の管轄のもと、その運営・維持管理にあたる。本プロジェクトは昆虫部門及び髄膜

炎・肺炎部門の 2 部門の追加を除いては、既存の部門を継承・集約し、更新するもので、既

存の組織体制を大きく変えることなく運営可能である。また、新設された研修室を有効に活

用し、研修部門を強化するため、検査室技術人材トレーニング課を無くし、各検査室の代表

者からなる研修局を新設予定である。 

(2) 人員計画 

本施設計画は各部門の現況とヒアリングを踏まえた上で各部門の広さを計画している。

追加になる 2 部門については、現在他の部門に所属している担当者が転任することになって

おり、特に増員の必要なく、現在の 75 名の人員で運営可能な施設として計画されている。 

３-４-２ 維持管理計画 

(1) 施設 

現状では、検査室が分散しており、管理部門、特に品質管理部門の機能が効率よく発揮され

ていない。本プロジェクトにより統合された検査室機能に対して、効率よく管理できるようにな

ることから、今後は、品質管理部門を中心に中長期の維持管理計画が策定され、それを実践して

いく必要がある。 

計画施設は高度なシステムや複雑な仕様を排したメンテナンスの容易な設計としているが、

建物を長期にわたって良好な状態に維持するためには、日常的な清掃・点検の実施と磨耗･破損･

老朽化による不具合に対する早期の対応が必要となる。 

1) 定期清掃 

毎日、毎週、毎四半期毎など、頻度ごとに清掃スケジュールを立て、清掃スタッフによる

定期清掃を実施する。 

2) 施設の定期的な修繕 

施設の磨耗・破損・老朽化に対する修繕としては、建具の点検･調整（1 回/年程度）、塗装

部の補修（1回/3年程度）、塗替え（1回/10年～15年程度）が必要となる。 

3) 建築設備の維持管理 

建築設備については、故障の修理や部品交換などの補修に至る前に、日常の｢予防的メンテ

ナンス｣が重要である。設備機器の寿命は、運転開始時間の長さに加えて、正常操作と日常的

な点検・給油・調整・清掃・補修などにより、確実に伸びるものである。 

4) 維持管理体制の確立 

維持管理チームを編成する事を提案し、責任者を決めて上記の確実な実施を促す。また年

間維持管理活動計画を策定し、維持管理記録を作成することで計画的な維持管理を実行する。

115 
 



 

維持管理チームの体制・活動は下図のように要約される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 ３-１６ 施設維持管理体制案 

 
設備面における建物の維持管理として、以下の各項目の作業が必要であるが、これらは現

行の営繕職員で対応可能である。 

 

表 ３-５０ 施設維持管理項目 

項  目 頻  度 作 業 内 容 

受変電設備 

 

毎日 目視点検 

年に 1回 技術者による点検・整備 

発電機 

 

毎日 目視点検 

年に 1回 技術者による点検・整備 

照明器具 随時 球切れ交換 

誘導灯、非常照明 週に 1回程度 点灯確認 

空調機器 

 

週に 1度 目視点検 

3 カ月に 1回 フィルター清掃、交換 

年に 1回 制気口清掃 

換気機器 

 

月に 1回 目視点検、ファンベルト調整 

年に 1回 制気口清掃 

受水槽 

 

週に 1回程度 目視点検 

年に 1回 内部清掃 

高架水槽 

 

週に 1回程度 目視点検 

年に 1回 内部清掃 

給水ポンプ 毎日 機器目視点検 

排水設備 毎日 排水設備目視点検 

衛生器具 週に 1回程度 通水確認 

浄化槽 

 

毎日 水槽内目視点検、ゴミ清掃 

4 カ月に 1回 汚泥引抜 

 

(2) 機材 

現在、国立研究所には機材保守管理・倉庫管理として契約職員 2 名が配置されており、維持

管理業務を管轄している。その内 1名は、日本での医療機材研修にも参加経験のある工学的な技

能者であり、簡易な修理など基本的な保守活動ができる人材である。また、もう 1名の技術者を

維持管理責任者 
所長 

維持管理班(2～3名) 
・定期点検 
・日常メンテの監督 
・清掃の監督 

計画・記録班(2～3 名) 
・年間活動計画 
・維持管理記録 

国立研究所全職員 
・清掃、日常メンテナンス 
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対象に、本邦における検査機材の部品交換実習や予防保守点検技術など保守管理研修をソフトコ

ンポーネントで実施する計画である。今後、消耗修理部品など交換や予防保守点検が実現するこ

とにより、機材が維持能力が上がり、検査の品質や安全に貢献でき、かつ保守管理費が抑制され

る。なお、高度な検査機材の保守・修理については代理店の業務であり、基本的にメーカーも教

育を受けた専任技術者以外の故障修理を認めていないため、代理店の保守契約費用を要する。検

査機材の維持管理業務としては、以下に示す作業が必要となる。 

1) 始業点検 

現在、機材の点検は各機材の担当者が随時点検しており、軽微な不具合に関しては各担当

者が対応している。しかし、これらの点検は、毎日実施することが望まれ、今後は毎日の始業

時に機材の点検を行うよう提言する。 

2) 終業清拭・点検 

現在は、特に機材の定期的な清拭や点検は実施されていないが、機材の良好な状態維持の

ためには、終業時に各機材の清拭を行うとともに、不具合箇所などの点検を行うことが望まれ

る。したがって、本プロジェクトを実施する場合には、機材引き渡し時に、設置技術者より、

清拭・点検の指導を行うこととする。 

3) 校正 

検査用分析機器に関しては、測定精度確保の観点から、一定期間毎に機器の校正を行う必

要がある。本プロジェクトでは、機材引き渡し後、定期的な保守点検が必要な機材に対しては、

ホンジュラス側の負担による保守契約に含まれる定期点検時に機器の校正も実施される。全て

の校正の必要な機材は先方が校正作業を実施する必要があり、機材の引き渡し時及び定期点検

時にメーカー技術者より構成操作の説明を行うこととする。 

4) 故障時の修理 

現在は 2 名の保守要員が自前の工具で出来る範囲で修理をおこなっているが、代理店の専

門技術者のような複雑な機器を取り扱う事ができない。本プロジェクト後は一部機材の故障時

の修理にも対応するため、操作マニュアル（英文・西文）を利用し、技術教育を行うとともに、

迅速な対応ができる体制を整備するよう提言する。 

5) 消耗部品などの在庫管理 

現在消耗品などは必要となる都度、調達を行っており、緊急の不足時などに迅速な対応が

困難な状況である。したがって、上記保守部門が整備された後、当該部門が、書面により消耗

品の数量を管理し、適正な在庫管理を行うよう提言する。 
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３-５ プロジェクトの概略事業費 

３-５-１ 協力対象事業の概略事業費 

(1) 日本側負担経費 

表 ３-５１ 日本側負担事業費 

費目 概略事業費（百万円） 

施設 検査棟 283 

560 
701 

管理棟 66 

その他 211 

機材 141 

詳細設計・施工監理・技術指導（ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ含む） 142 

概略事業費       843 百万円 

(2) 相手国側負担経費 

表 ３-５２ 相手国負担経費 

番号 項目 費用(USD) 費用(千円) 

1 銀行取極めに関する費用負担 7,402 903 

2 敷地の整地及び既存建造物、既存舗装、地下埋設物等の撤去 22,190 2,706 

3 インフラ引込・接続工事 30,784 3,754 

4 既存機材等移転/撤去 2,751 335 

5 新規家具購入 40,773 4,972 

 合計 103,900 12,670 

 

表 ３-５３ 積算条件 

為替レート： USD1＝121.95円  2015年 11 月～2016 年 1月の平均レート 

積算時点： 平成 28年 2 月 

施 工 ・ 調 達 期

間： 

14 か月 

その他： 積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととなる。なお、本

事業は予備的経費を想定したプロジェクトとなっている。ただし、予備的経費の

適用及び経費率については外務省によって別途決定される。 
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３-５-２運営・維持管理費 

新検査室の光熱費、建物・施設のメンテナンス費について初年度（2019 年）及び竣工後 1 年

目となる 2020 年の年間想定維持管理費の想定値を下表に示す。 
 

表 ３-５４ 維持管理費概算結果 

 

（US$1=21.93レンピーラ） 

2019年の運営・維持管理に必要な費用を算出するためにＩＭＦによるホンジュラスの物価変動

の予測を使って、調査時に聴取した単価がどのように変動するかを想定した。その結果、2019年

には現在より約 17％ほど物価が上昇しているという条件で維持管理費を算出した。 

 

項目 支出詳細 2016年 2019年 2020年 備考 

人件費 
基本給、ボーナス、

社会保険料等 
14,945,153 17,455,939 18,397,484 

物価上昇率を

加算 基本 

サービス 

電気 1,513,776  1,768,090  1,863,458  

上水道 58,200  67,978  71,644  

下水道 14,560  17,006  17,923  

通信費 159,875  186,734  196,806  

施設 

メンテナンス 

浄化槽メンテナンス 0  214,912  226,504  施設整備に伴

い新たに必要

となる。2016 年

度見積に物価

上昇率を加算 

発電機 0 30,742  32,400  

純水装置メンテナン

ス 
0 49,701  52,382  

エレベーター 0 38,592  40,673  

機材 

メンテナンス 

オフィス機材・家具

修理 
10,724  12,526  13,201  

物価上昇率を

加算 

機材管理費 0  500,000  1,830,950  
新規機材費の

5％を計上 

保守契約 0  0  57,500  
無償供与機材

分 

消耗品類 

検査用消耗品 5,294,171 8,230,360  9,541,721  
検 査 数 年 間

10％増と想定 

燃料 101,997  142,959  150,670  

発電機追加に

伴い 20％増と

想定 

その他消耗品等 330,856  386,440  407,284  
物価上昇率を

加算 

合計（レンピーラ） 22,429,312  29,101,978  32,900,601    

合計（米ドル） 1,022,768  1,327,040  1,500,255    
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表 ３-５５ 物価上昇率 

 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

物価上昇率(%) 3.771 5.406 5.106 5.400 5.400 5,400 

調査時からの上昇係数  1 1.051 1.108 1.168 1.231 

(1) 人件費 

人員数については、新規に 2 部門が追加されるものの、現行の職員の異動により設立される

ため、特に増員の予定はなく、現在の不効率な運営形態が改善されるため、その必要性もない。

よって、2016年度承認予算人件費に、物価上昇を考慮にいれ、2019年度の人件費を算出した。 

 

表 ３-５６ 人件費予測 

 2016 2017 2018 2019 2020 

物価上昇率(%) 5.406 5.106 5.400 5.400 5,400 

人件費 14,945,153 15,707,355 16,559,229 17,455,939 18,397,484 

(2) 検査消耗品 

検査消耗品については、検査数に比例するものと想定した。 

保健省より回答のあった過去 3 年間の検査数実績データ（マラリア及び百日咳 PCR 検査数）

より算定すると、2015年度の平均月間検査数は年間約 10%ずつの上昇傾向にある。この傾向が今

後も続くと想定すると、2016 年から 2019 年には、その数は約 1.10 の 3乗の 1.33倍になると予

測される。 

これに伴い、消耗品の費用も比例して増加すると想定した。 

2019年の検査消耗品： 

5,294,171 (2016 年度予算/年) × 1.33× 1.168（物価上昇）= 8,230,360（Lps） 

 

2020年の検査消耗品： 

5,294,171 (2016 年度予算/年) × 1.33× 1.1× 1.231（物価上昇）= 9,541,721（Lps） 

(3) 設備管理費 

電気料金 

本プロジェクトで整備される施設の電力消費量は上記同様に 2016年承認予算に基づいて算

出する。 

 

2019年：1,513,776 (2016年度予算、Lps/年) × 1.168(物価上昇分) = 1,768,090（Lps） 

2020年：1,513,776 (2016年度予算、Lps/年) × 1.231(物価上昇分) = 1,863,458（Lps） 

 

表 ３-５７ 電気料金 

 年間費用 Lps/年 

(2016年予算) 

2019年 2020年 

電気料金 1,513,776 1,768,090 1,863,458 

(4) 上下水道 

本プロジェクトで整備される施設の水道使用料金は上記同様に 2016 年承認予算に基づいて
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算出する。 

① 水道料金 

2019年  58,200×1.168＝67,978（Lps）/年 

2020年  58,200×1.231＝71,644（Lps）/年 

② 下水道料金 
 2019年  14,560×1.168＝17,006（Lps）/年 

2020年  14,560×1.231＝17,923（Lps）/年 

 

表 ３-５８ 水道料金予測 

 年間費用(2016年予算) 2019年度(Lps) 2020年度(Lps) 

水道 58,200 Lps/年 67,978 71,644 

下水 14,560 Lps/年 17,006 17,923 

合計   84,984 89,567 

(5) 浄化槽メンテナンス 

水量を給水使用量と同量とし、処理能力 6㎥/日の浄化槽に溜まる汚泥量（20㎥/年）対して、

年 2 回の清掃及び排水水質検査を含む毎月のメンテナンス料金について現地業者より見積を取

得し、その金額に物価上昇分を加味して算出した。 

 

表 ３-５９ 浄化槽メンテナンス費用 

番号 項目 頻度・

単位 

数量 単価 （Lps） 金額 2019年 2020年 

1 水質分析費用 6ヵ月 2 15,525.00 31,050.00   

2 報告書作成費用 6ヵ月 2 1725.00 3,450.00   

3 毎月の点検費用 月 12 9,755.00 117,300.00   

4 汚泥の処理費用 ㎥ 20 747.50 14,950.00   

5 出張費用 回 10 1,725.00 17,250.00   

年間合計 184,000.00 214,912 226,504 

2019年浄化槽メンテナンス：184,000 (2016年業者見積、Lps/年) × 1.168 = 214,912 

2020年浄化槽メンテナンス：184,000 (2016年業者見積、Lps/年) × 1.231= 226,504 

(6) 発電機メンテナンス 

Ａ：今回新設される発電機は 100kVAを想定し、年 6回のメンテナンス契約の見積を現地業者

からとり、その料金に物価上昇分を加味して算出する。 

2019年発電機メンテナンス： 

26,320($1,200, 2016 年度想定、Lps/年) × 1.168 = 30,742（Lps） 

2020年発電機メンテナンス： 

30,742 × 1.054 = 32,402（Lps） 

B:燃料費 

現地では１時間程度の停電が平均 4回/月発生しており、発電機の燃費 21.25 l/時間である

から、 

年間燃料費は 21.25 l/時間×12ヵ月×20Lps=20,400（Lps） 
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2019年 20,400×1.168=23,827（Lps） 

2020年 20,400×1.231=25,112（Lps） 

C:燃料費(既存) 

2015年実績 101,997（Lps） 

2019年 101,997×1.168=119,132（Lps） 

2020年 101,997×1.231=125,558（Lps） 

 

表 ３-６０ 発電機メンテナンス・燃料費（Lps） 

 2015年 2019年 2020年 

A(メンテナンス) 26,320 30,742 32,400 

B(燃料費)  23,827 25,112 

C（燃料費既存） 101,997 119,132 125,558 

B+C  142,959 150,670 

(7) 純水装置メンテナンス 

各検査室での純水使用量から、想定される純水装置のメンテナンス料金を算出（下表参照）

し、それに物価上昇分を加味して算出した。 

 

表 ３-６１ 純水装置メンテナンス費用 

項目 頻度 単価（円） 
単価 

(Lps) 

金額 

(Lps) 
2019年 2020年 

カートリッジ交換費用  年 2回 35,700 6,426 12,852   

プレフィルター交換費用 年 2回 24,200 4,356 8,712   

RO 膜交換費用 年 1回 116,600 20,988 20,988   

年間合計 42,552 49,701 52,382 

純水装置メンテナンス：42,552 (2016 年度想定、Lps/年) × 1.168 = 49,700(Lps)  

(8) エレベーターメンテナンス 

ホンジュラスではエレベーターの法定点検規制はなく、代理店から定期点検が勧められてい

るのみである。メーカーは毎月の点検を推奨しており、維持管理費用は現地業者のヒアリングに

よるとおおむね US＄120/月である。 

また、点検費用とは別に、保証期間以降の故障や部品の交換は別途費用がかかる。その維持

管理費用としては、一般に本体価格の 0.2％程度が見込まれる。 

年維持管理費： ＄120×12か月＋＄33,000×0.2％＝$1,506＝33,041(Lps) 

2019年維持管理費： 33,041×1.168=38,592（Lps） 

2020年維持管理費： 33,041×1.231=40,673（Lps） 

(9) 通信料金 

また、通信料金についても同様に、2016 年の承認予算に基づいて算出する。 

2019年  159,875×1.168＝186,734（Lps）/年 

2020年  159,875×1.231＝196,806（Lps）/年 
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表 ３-６２ 年間通信費（Lps） 

 2016年 2019年 2020年 

通信料金 159,875 186,734 196,806 

(10) 機材管理費 

A：下記機材の保守契約に係る見積もりを代理店から入手し算出した。 

なお、初年度（2019 年）は保証期間内のため計上しない。2年度（2020年）は物価上昇分を

加算した。 

表 ３-６３ 保守契約の締結を必要とする機材リスト 

No 
機材 

番号 
部門 機材名 台数 

年間保守

費用 

(米ドル) 

合計 

(米ドル) 

合計 

(Lps) 
2019年 2020年 

1 1 分子生物 PCR 2 450  900  19,737   

2 2 分子生物 
PCRグラディエ

ント 
1 450  450  

9,868   

3 5 寄生虫学 ELISA リーダー 1 210  210  4,605   

4 6 寄生虫学 
ELISA プレート

ウォッシャー 
3 190  570  

12,500   

     
合計 2130  46,710 0 57,500 

US$1=21.93レンピーラ 

2019年は保証期間内のため保守費は計上しない。 

2020年は 46,710×1.231（物価上昇分）＝57,500 

 
B：その他の機材管理費 
新規機材購入費の 5％（通常の医療機器メンテナンス費用は、購入費の 8～10％であり、ここ

では、その半数を採用した≫に、物価上昇分を加味し年間管理費用を算出した。初年度（2019 年）

は本工事で調達した機材は、保証期間内である為計上せず。他のドナー供与分のみに物価上昇分

を加算して計上した。 

2019年（0＋10,000,000〔他のドナー供与機材分〕（Lps）｠×0.05＝500,000（Lps） 

2020年（26,079,000＋10,000,000〔他のドナー供与機材分〕（Lps）｠×0.05＝1,803,950（Lps） 

 

2019年の年間機材管理費（A+B）; 500,000（Lps） 

2020年の年間機材管理費（A+B）; 57,500＋1,830,950＝1,888,450（Lps） 

(11) 設備投資費及び、その他の管理費 

新設施設であり、新たな設備投資は無しとした。また、その他の管理費は、3．設備および、

４．機材管理費に含めたため、ここでは計上しない。 

３-５-３ 新検査室の収支予測 

国立研究所の 2016 年度の承認予算並びに新研究所の初年度（2019 年）及び竣工後 1 年目とな

る 2020 年の年間維持管理費の想定値は、表 3－5－2－1のとおりである。 

2014～2016年度の国立研究所の予算は毎年 2,242万レンピーラ（約 1億 600万円）であったが、

本施設整備を見込み今後 3 年間で少なくとも 3,000 万レンピーラ（約 1 億 4,200 万円）に増額予
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定である。これに対し、下表のとおり、初年度（2019 年）の年間運営維持管理費は約 2,910 万レ

ンピーラ、竣工 1年後（2020 年）は 3,290万レンピーラとなり、2016年度承認予算と比較し、そ

れぞれ 667 万、1,047 万レンピーラの増額となる。保健省全体の予算は 2015 年から 2016 年で約

15％増加しており、また、本施設整備による増額分は 2015 年度保健省収入の 0.05%～0.08%にあ

たることから、保健省にて十分調達可能と判断される。  
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第 4 章 プロジェクトの評価





 

４ プロジェクトの評価 

４-１事業実施のための前提条件 

本事業においては、「3-3相手国側分担事業の概要」に記載したホンジュラス側分担事業を、ホ

ンジュラス側にて遅滞なく本協力対象事業入札前及び工事中の適切な時期に執り行い施行するこ

とが、計画全体の工程を円滑に進める上で重要であり、これが前提条件となる。 

４-２プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入(負担)事項 

本プロジェクトの効果を発現・持続するために、ホンジュラス政府が取り組むべき事項は下記

のとおりである。 

(1) 既存施設からの機材・家具等の移設 

本事業には検査機材の調達が含まれるが、継続活用が可能な既存機材やパソコン類、家具類

等はホンジュラス側が移設・設置する計画である。国立研究所は、新施設の適切かつ竣工後迅速

な稼動を確保するため、既存機材・家具類等の移設とその費用負担を行う。 

(2) 機材の廃棄 

本事業により更新される老朽化・故障した機材については、ホンジュラス側にて廃棄の手続

きを行う必要がある。特に、既存機材の中には過去の本邦無償資金協力により供与されたものが

あり、それらを廃棄する場合は、現地日本大使館を通して適切な手続きを踏んだ上で廃棄する必

要がある。 

(3) 運営維持管理予算の確保 

本事業で整備される施設・機材の運営維持管理予算は、ホンジュラス側が確保する。特に、

一部機材については、ホンジュラス側による保守附帯契約の締結が必要となる。また、検査用消

耗品等の確保も必要であり、保健省は必要予算を確保し、円滑な運営・維持管理を行う。 

(4) 維持管理体制の強化 

本事業により整備される施設・機材を良好な状態で継続的に活用するために、ホンジュラス

側は維持管理体制を強化し、責任者を決め、維持管理チームを編成することが求められる。また

年間維持管理活動計画を策定し、維持管理記録を作成することで計画的な維持管理の実行が求め

られる。機材については、本計画のソフトコンポーネントにおいて習得した日常的・定期的な予

防保守管理を維持管理技術者が適切に行うことが求められる。 

(5) 検査室間の連携強化 

本事業では、分散する現国立研究所を一敷地内に物理的に集約させ、新管理棟を併設するこ

とにより研究所全体の集中管理を可能とする。これによって、検査室間での検体や情報の共有が

容易となり、今までタンデムに行っていた検査を同時進行で実施することが可能となり、より迅

速な診断が期待される。ホンジュラス側には、不明熱、中枢神経系疾患、呼吸器症候群、流行性

下痢性等、症状群毎に同時並行で複数検査室において検査が行われるよう、検査室間の連携を強

化することが求められる。 
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(6) バイオセーフティ委員会の機能の強化 

ホンジュラス側は、各検査室におけるバイオセーフティの遵守状況を適切に監理監督指導す

るため、バイオセーフティ委員会の機能を強化することが求められる。本事業はバイオセーフテ

ィの強化を重視している。本事業では、安全キャビネットの整備や各検査室に高圧蒸気滅菌機（滅

菌器）を設置することにより、感染性実験廃棄物が実験室外に出ないよう確実に処理するととも

に、実験者を実験室感染から守ることが可能となる。また、空気感染や飛沫感染の可能性の高い

結核菌、肺炎/髄膜炎の検体のハンドリングは前室のある陰圧実験室で扱うことにより、実験者

に対するより高い安全性が確保される。ソフト面においては、ソフトコンポーネントを通じ、安

全キャビネットの定期的な保守点検やキャリブレーションの実施を可能とし、また、SOP（標準

作業手順書）の作成とその遵守による安全な施設の使用、正しい実験方法の実施、正しい機器の

使用、機器の運転記録や実験結果の記録を可能とする計画である。ホンジュラス側は、継続的に

バイオセーフティが遵守されるよう、バイオセーフティ委員会の機能を強化し、定期的なモニタ

リング・スーパービジョンを行うことが求められる。 

(7) 研究機能の強化 

国立研究所はその役割としてホンジュラス全体の感染症診断レベルの向上を目指す必要があ

り、そのためには、研究活動の強化が必要である。本事業で新検査機器を整備することにより、

検査・診断レベルを向上させ研究活動も可能とすることが期待されるが、ホンジュラス側は、外

部研究機関との共同研究の実施による外部研究資金の獲得、外部研究機関との人材交流による新

知識・新技術の導入、研究・検査レベルの低い検査室の底上げによる検査室間の格差の減少等を

図ることが求められる。 

(8) 検査スタッフの能力強化 

ホンジュラス側は国立研究所および地方検査所の検査スタッフに対する技術研修を行い、検

査技術者の検査レベルの強化を継続的に図ることが求められる。また、国立研究所の機能として、

医療関係者へのバイオセーフティ―講習会の開催や、症状別類症鑑別法の講習会、新興・再興感

染症のアウトブレイクに対応するための緊急講習会、バイオテロに対する予防法・対処法に関す

る講習会等の開催が求められる。更に、マラリアの地域レファランスラボとして近隣国に対する

マラリアやシャーガスに係る講習会の開催も求められる。なお、JICA の課題別研修の中には、

臨床検査技術改善に係る研修もあることから、それら研修を活用しながら、継続的にスタッフの

能力強化、検査技術の強化を図ることが求められる。 

４-３外部条件 

本プロジェクトの効果が発現・持続するための外部条件としては下記が挙げられる。 

(1) 保健セクターにおける開発計画の継続 

「国家保健計画 2014-2018」では感染症等の監視能力の強化および IHR の遵守を目標として

いる。本事業の協力内容の枠組みは、同上位計画を基に組み立てられており、本プロジェクトの

目標達成のためには、同計画に対するホンジュラス側の継続的なコミットメントが必要となる。 

(2) 現地の治安状況が極端に悪化しない 
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日本国外務省による 2016年 6月時点における海外安全情報（危険情報）では、テグシガルパ

の安全対策のカテゴリーは「レベル２：不要不急の渡航は止めてください」と指定されている。

治安の悪化により、本プロジェクトの詳細設計及び施工・調達期間において、本プロジェクトの

日本人関係者の行動に大幅な制限が生じないこと、すなわちレベル３の渡航中止勧告が発せられ

る事態が生じないことが必要となる。 

４-４プロジェクトの評価 

４-４-１妥当性 

下記のとおり、本プロジェクトを我が国の無償資金協力によって実施することは妥当であると

判断できる。 

(1) 保健セクターの現状、開発計画との整合性 

ホンジュラスでは依然として HIV/エイズ、結核、マラリア、シャーガス病、リーシュマニア

症、インフルエンザ H1N1 等の感染症の罹患率が高く、感染症対策は重要な課題である。また、

2015 年時点でホンジュラスは、感染症等の国際的な健康危機に対応するための国際条約に準ず

る拘束力を持つ国際保健規則 IHR のコアキャパシティ（サーベイランス、実験室等において最低

限備えておくべき能力）を達成できていない。かかる状況に対処するため、同国政府の「国家保

健計画 2014-2018」では感染症等の監視能力の強化および IHRの遵守を目標としており、本プロ

ジェクトと同開発計画との整合性は高い。 

(2) 我が国の援助政策・方針との整合性 

我が国の対ホンジュラス共和国国別援助方針では、重点分野「地方開発」の中で「保健医療

サービス改善」が位置付けられており、対ホンジュラス共和国 JICA国別分析ペーパー（2016 年

2 月）では、「貧困問題の緩和と地方経済の活性化」の重点課題の中で「保健サービスアクセス

と質の改善」が位置付けられている。検査・診断体制の強化は、保健医療サービス改善に資する

ものであり、本事業はこれら分析、方針に合致する。なお、これまでの当該分野における支援実

績として、無償資金協力「全国公衆衛生検査所機材整備計画」（2005年）において国立研究所及

び地方検査所に対する機材整備を行っており、技術協力「シャーガス病プロジェクト」（2003年

～2011 年）、技術協力「シャーガス病アドバイザー」（2012 年～2014 年）によりシャーガス病対

策に係る支援を実施している。 

なお、我が国は 2016 年に表明された「国際保健のための G7 伊勢志摩ビジョン」において公

衆衛生上の緊急事態に対する予防と備えの強化にコミットしており、同年に策定された「国際的

に脅威となる感染症対策の強化に関する基本方針」においても、途上国における IHR徹底に向け

た支援を掲げており、本事業はこれら方針に合致するものである。 

(3) グローバルイシューへの対応 

当国の開発計画で目指す IHR のコアキャパシティ達成に資するものであり、感染症に対する

脅威への対応として、また地方の貧困層を含む全国民に裨益する人道上のニーズの観点からも、

無償資金協力にて本プロジェクトの実施を支援する必要性は高い。 
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４-４-２有効性 

本事業の実施により期待される定量的、定性的効果は以下のとおりである。目標の達成度を図

る成果指標に関しては、基準年を 2015 年とし、目標年は事業完成 3 年後の 2021 年として、定量

的指標および定性指標を提案する。 

(1) 定量的効果 

定量的効果としては、特に以下が期待される。 

指標名 
基準値 

(2015年実績値) 

目標値(2021 年) 

【事業完成 3年後】 

百日咳確定検査に係る検査時間の短縮 (日) 8 (培養検査) 1 (PCR検査) 

コレラ菌確定検査に係る検査時間の短縮(日) 5 (培養検査) 1 (PCR検査) 

コンベンショナル PCR※検査数(検査数/月)※

リアルタイムを含まない従来型 PCR検査 
165 

250 

（年間を通じた月平均） 

 

1) 検査時間の短縮 

最新の検査機材の導入により、各検査での同定までの必要検査時間の短縮が想定される。

百日咳とコレラ菌については、細菌学検査室のコンベンショナル PCRの故障により、確定検査

を培養検査で行っており、検査所要時間が長い。本事業によりコンベンショナル PCR2 台とグ

ラディエント機能付き PCR1 台が導入され、これら機材が使用されることにより上記検査の所

要時間の短縮が期待される。なお、目標値には、現地技術者の能力を勘案して検査機械メーカ

ーが算出している平均検査時間の 120％を設定した。 

2) 検査数の増加 

本案件では、共用の分子生物学検査室を計画したことにより、今まで PCR を使用できなか

った検査室でも、PCRによる検査が実施できるようになる。現在の PCRの検査数は、2015年の

年間 4,692件で（月平均で 392件）であり、この内 2,712 件(月平均 226件)が昨年性感染症検

査室に導入されたリアルタイム PCRによるクラミジア、淋病、子宮頸がん、肛門がんの検査で

あった。残りの 1980 件(月平均 165 件)が分子生物学検査室にあるコンベンショナル PCR によ

る検査であった。本事業において整備するコンベンショナル PCRの検査については、マラリア

の PCRの検査数を見ると、2014 年 294件、2015年 338件と 1年間で 15%増えている。また、百

日咳の検査数は 2014 年 268 件、2015 年に 314 件と 1 年間で約 17%の伸びを示している。一方

で、PCRの 1検体あたりの平均単価は 20ドルほどであり、中でもマラリアの PCRによる検査単

価は 70 ドルにも及ぶ。この様に PCR の検査単価は高いため、確定検査として検査の合計数は

増加することが予測されるものの、単純に機材数に応じて検査数が増えるものとは考えにくい。

故に、今までの検査数の傾向および検査費用の制限を勘案すると、今後年間約 10%増加するも

のと想定され、2015年の 165 件／月ほどが 2019 年には 242 件／月を超えてくることが予想さ

れる。但し、それ以上の伸びは、検査費用の面から厳しいと考えられ、2021 年においても 250

件／月程度と想定する。 

(2) 定性的効果 

協力対象事業実施により期待される定性的効果は以下のとおりである。 
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1) バイオセーフティ及びバイオセキュリティの向上 

本事業では、安全キャビネットの整備や各検査室に高圧蒸気滅菌器（オートクレーブ）を

設置することにより、感染性実験廃棄物が実験室外に出ないよう確実に処理するとともに、実

験者を実験室感染から守ることが可能となる。また、空気感染や飛沫感染の可能性の高い結核

菌、肺炎/髄膜炎の検体のハンドリングは前室のある陰圧実験室で扱うことにより、より実験

者に対するより高い安全性が確保され、バイオセーフティの向上が期待される。更に、検査棟

と管理棟の分離、外部訪問者用受付の管理棟への設置、上層階への専門検査室の設置、検体受

付室の設置等により、ハード面でのバイオセキュリティの強化が期待される。ソフト面におい

ては、ソフトコンポーネントを通じ、安全キャビネットの定期的な保守点検やキャリブレーシ

ョンの実施を可能とし、また、SOP（標準作業手順書）の作成とその遵守により、安全な施設

の使用、正しい実験方法の実施、正しい機器の使用、機器の運転記録や実験結果の記録を可能

とする計画である。これらを通じて、国立研究所におけるバイオセーフティ及びバイオセキュ

リティの強化が期待される。 

2) 検査部門の集約による検査部門間の連携強化及び運営の効率化 

本事業では、分散する国立研究所を一敷地内に物理的に集約し、新管理棟を併設すること

により研究所全体の集中管理を可能とする。これによって、検査室間での検体や情報の共有が

容易となり、連携が強化され、その運営が効率化されることが期待される。また、今までタン

デムに行っていた検査を同時進行で実施することが可能となり、より迅速な診断が期待される。 

3) 研究機能の強化 

本事業で新検査機器を整備することにより、検査・診断レベルを向上させ研究を可能にす

ることが期待される。 

4) 職員のモチベーションの向上 

新施設の整備及びソフトコンポーネント等による研修効果により職員の意識が啓発され、

モチベーションの向上が期待される。 

5) 研修機能の強化、国内および周辺国人材の検査・診断レベルの向上 

講義室および研修室が同一敷地内に整備され、実習用機器が整備されることにより、実習、

講義の組み合わせにより、複合的研修コースが企画実施されることが期待される。また、研修

部門に安全キャビネットが供与されることにより、BSL2病原体の検査の訓練が可能となるとと

もに、縦型滅菌器が整備されることにより基本的な検査室の安全管理に係る訓練が可能となる。

また、新たに供与される恒温器や恒温水槽による培地の菌の増殖技術の訓練等も開催できる。

これまでの顕微鏡や分光光度計による検査技術のみならず、訓練科目が増加することにより、

これまで施設・機材がないため他の機関に委託していた研修の実施が可能となり、研修機能の

強化が期待される。また、研修機能の強化により、国内・国外の技術検査スタッフの継続的な

育成が期待される。 

以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。  
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1  調査団員・氏名 

 





調査団員・氏名 
 

1. 現地調査: 2016 年 1 月 4 日～同年 2 月 10 日 (37 日間) 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2. 概略設計ドラフト説明: 2016 年 6 月 21 日～同年 7 月 4 日( 14 日間) 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 担当 所属 

伊藤 賢一 総括 
JICA人間開発部 

保健第一グループ保健第一チーム課長 

井上 真吾 技術参与 長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学分野助教 

倉光 美奈子 計画管理 
JICA人間開発部 

保健第一グループ保健第一チーム 

木村 孝明 業務主任/ 建築計画 (株)梓設計 

中村 幸嗣 副業務主任/ 施工計画 (株)梓設計 

八木 孝之 検査室設計 (株)梓設計 

松本 純一 設備設計 (株)梓設計 

中野 安那 積算 (株)梓設計 

安食 和博 機材計画 (株)梓設計 

佐々木 隆典 機材調達計画/ 積算 (株)梓設計 

櫻井 左千代 通訳 (株)梓設計 

氏名 担当 所属 

上條 直樹 団長 JICAホンジュラス事務所長 

倉光 美奈子 計画管理 
JICA人間開発部 

保健第一グループ保健第一チーム 

木村 孝明 業務主任/ 建築計画 (株)梓設計 

安食 和博 機材計画 (株)梓設計 

櫻井 左千代 通訳 (株)梓設計 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  調査行程





調 査 行 程 
① 現地調査 

 

団長 技術参与 計画管理 業務主任/建築計画 副業務主任/施工計画 検査室設計 設備設計 積算 機材計画 機材調達計画/積算 通訳

伊藤賢一 井上真吾 倉光美奈子 木村孝明 中村幸嗣 八木孝之 松本純一 中野安那 安食和博 佐々木隆典 櫻井左千代

9日 12日 13日 日 日 日 日 日 日 日 日

(1日自主補強)
1 1/4 月 NRT→IAH

2 1/5 火
IAH→TGU
資料整理

3 1/6 水
現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

4 1/7 木
現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

5 1/8 金
現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

6 1/9 土 NRT→IAH NRT→IAH
現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

NRT→IAH

7 1/10 日
IAH→TGU
資料整理

IAH→TGU
資料整理

資料整理
IAH→TGU

8 1/11 月
大使館・JICA表敬

保健省表敬

大使館・JICA表敬

保健省表敬

大使館・JICA表敬

保健省表敬
業務主任に同行

9 1/12 火
現地視察・ヒアリン

グ調査（質問票等）

現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

機材計画策定 業務主任に同行

10 1/13 水 NRT→IAH NRT→IAH
現地視察・ヒアリン

グ調査（質問票等）

現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

機材計画策定 業務主任に同行

11 1/14 木
IAH→TGU
団内協議

IAH→TGU
団内協議

現地視察・ヒアリン

グ調査（質問票等）

現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

機材計画策定 業務主任に同行

12 1/15 金 現地視察 現地視察 ←JICA団員に同行

現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

機材計画策定 業務主任に同行

13 1/16 土 NRT→IAH
AM現地視察

団内協議

AM現地視察

団内協議
←JICA団員に同行

団内会議

資料整理
機材計画策定 業務主任に同行

14 1/17 日
IAH→TGU
団内協議

団内協議 団内協議 資料整理 資料整理 資料整理 業務主任に同行

15 1/18 月
現地調査結果報告・

協議

現地調査結果報告・

協議

現地調査結果報告・

協議
←JICA団員に同行 NRT→IAH 検査室計画策定 NRT→IAH

代理店事情調査・

機材見積依頼
業務主任に同行

16 1/19 火
計画協議（建築計画

・設備計画・予算、

ミニッツ案等）

ミニッツ協議 ミニッツ協議 ←JICA団員に同行
IAH→TGU
資料整理

検査室計画策定
IAH→TGU
資料整理

代理店事情調査・

機材見積依頼
業務主任に同行

17 1/20 水 協議・ミニッツ提出 協議・ミニッツ提出 協議・ミニッツ提出 ←JICA団員に同行 ミニッツ案作成 検査室計画策定 設備計画策定
ソフトコンポーネ

ント関連調査
業務主任に同行

18 1/21 木
ミニッツ署名

JICA事務所・大使館

報告

ミニッツ署名

JICA事務所・大使館

報告

ミニッツ署名

大使館報告
←JICA団員に同行 ←JICA団員に同行 検査室計画策定 設備計画策定

ソフトコンポーネ

ント関連調査
業務主任に同行

19 1/22 金 TGU→IAH TGU→IAH 技プロ協議

計画協議（建築計画

・設備計画・予算、

ミニッツ案等）

自然条件調査協議/
建設単価見積依頼

検査室計画策定

現地視察・ヒアリ

ング調査（質問票

等）

機材計画策定 業務主任に同行

20 1/23 土 IAH→ IAH→ TGU→IAH
団内会議

資料整理

団内会議

資料整理

団内会議

資料整理

団内会議

資料整理

団内会議

資料整理
業務主任に同行

21 1/24 日 →NRT →NRT IAH→ 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 NRT→ATL→MEX 業務主任に同行

22 1/25 月 →NRT 関連施設状況調査 施工計画策定 検査室計画策定
団内会議

資料整理
NRT→IAH 関連施設状況調査

墨国代理店事情調

査・機材見積依頼
業務主任に同行

23 1/26 火
関連施設状況調査（

港湾施設）

関連施設状況調査

（港湾施設）
検査室計画策定 設備計画策定

IAH→TGU
資料整理

機材計画策定
墨国代理店事情調

査・機材見積依頼
業務主任に同行

24 1/27 水

計画協議（建築計画

・設備計画・予算、

テクニカルノート案

等）

テクニカルノート

作成
検査室計画策定 設備計画策定

現地建設/調達事情

調査
機材計画策定 MEX→SAL→TGU 業務主任に同行

25 1/28 木

計画協議（建築計画

・設備計画・予算、

テクニカルノート案

等）

テクニカルノート

作成
検査室計画策定 設備計画策定

関連施設状況調査

（港湾施設）
機材計画策定 機材計画策定 業務主任に同行

26 1/29 金

計画協議（建築計画

・設備計画・予算、

テクニカルノート案

等）

テクニカルノート

作成
検査室計画策定 設備計画策定

テクニカルノート

作成
機材計画策定 機材計画策定 業務主任に同行

27 1/30 土 団内会議・資料整理
現地建設/調達事情

調査

団内会議・資料整

理

団内会議

資料整理

現地建設/調達事情

調査
機材計画まとめ

代理店事情調査・

機材見積依頼
業務主任に同行

28 1/31 日 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 TGU→IAH 資料整理 業務主任に同行

29 2/1 月
テクニカルノート署

名
←業務主任に同行 検査室計画まとめ 設備計画まとめ

現地建設/調達事情

調査
IAH→

代理店事情調査・

機材見積依頼
業務主任に同行

30 2/2 火 関連施設状況調査
現地建設/調達事情

調査
関連施設状況調査 関連施設状況調査

現地建設/調達事情

調査
→NRT 機材調達状況調査 業務主任に同行

31 2/3 水 関連施設状況調査 TGU→IAH TGU→IAH TGU→IAH
現地建設/調達事情

調査
機材調達状況調査 業務主任に同行

32 2/4 木 JICA・大使館報告 IAH→ IAH→ IAH→
現地建設/調達事情

調査
機材調達状況調査 業務主任に同行

33 2/5 金 TGU→IAH →NRT →NRT →NRT 建設単価見積回収 機材調達状況調査 TGU→IAH

34 2/6 土 IAH→ 積算資料まとめ 機材調達状況調査 IAH→

35 2/7 日 →NRT 積算資料まとめ 機材調達状況調査 →NRT

36 2/8 月 TGU→IAH TGU→ATL

37 2/9 火 IAH→ ATL→

38 2/10 水 →NRT →NRT



② 概略設計ドラフト説明 

 
団長 JICA団員 業務主任/建築計画 機材計画 通訳

上條直樹 倉光美奈子 木村孝明 安食和博 櫻井左千代
5日 10日 14日 14日 14日

1 6/21 火

2 6/22 水

3 6/23 木

4 6/24 金

5 6/25 土 NRT→IAH

6 6/26 日 IAH→TGU

7 6/27 月
保健監視局・検査室への報告

書（案）説明・協議

保健監視局・検査室への報告

書（案）説明・協議

8 6/28 火 ミニッツ（案）作成・協議 ミニッツ（案）作成・協議

9 6/29 水 ミニッツ（案）説明・協議 ミニッツ（案）説明・協議

10 6/30 木 ミニッツ（案）説明・協議 ミニッツ（案）説明・協議

11 7/1 金
ミニッツ署名

大使館・JICA事務所報告

ミニッツ署名

大使館・JICA事務所報告

12 7/2 土 TGU→IAH

13 7/3 日 IAH→

14 7/4 月 →NRT

NRT→IAH

保健省表敬

保健監視局・検査室への報告書（案）説明・協議

保健監視局・検査室への報告書（案）説明・協議

保健省管財課と廃棄手続き打合せ

団内会議

資料整理

敷地境界確認

団内会議

資料整理

IAH→TGU

大使館・JICA表敬

IAH→

→NRT

←ＪＩＣＡ団員に同行

←ＪＩＣＡ団員に同行

←ＪＩＣＡ団員に同行

←ＪＩＣＡ団員に同行

TGU→IAH



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  関係者 (面会者) リスト 

 





関係者（面会者）リスト 

 

 

 

 

 役職 名前 
ホンジュラス 
保健省 

保健大臣 Edna Yolani Batres Cruz 
保健省監視局局長 Bredy Lara  
秘書（法律顧問） Elida Amador 

緊急事態対応常設委員

会(COPECO) 
所長 Arlette Magaly Montero 
CENID manager Lenin Francisco Diaz 
所員 Jorge Aguilar 

国立研究所 前所長 Maria Luisa Matute 
現所長 Engels Ilich Canegas 
品質管理室長 Mirla Ivonne Rosa Roque 
ウイルス検査室 Sofia Carolina Alvarado 
HIV 検査室 Rita Meza 
秘書 Fabio Rivera 

HIV/ウイルス検査棟 微生物学者 Jose Luis Andrade 
サンフェリペ病院 病理棟管理者 Maria Auxiliadora Valladares 

Membreño 
血液銀行管理者 Lourdes Maria Morales Vasquez 
看護師 Edda A. Villatoro 

テグシガルパ市役所 ATP 専門員 Kathy Montes 
環境局 環境管理 Erik Fortin 
上下水道局 基準・監理 Jorge Arturo Hedman 
上下水道局 運営 Tomas Romero Artiza 
上下水道局 回収 Neilie L. Mendoza 
上下水道局 プロセス分析 Saida Medina Gomez 
上下水道局 コマーシャルマネージャー Santiago Lopez 
浄化槽 課長 Rodolfo Raudales M. 
浄化槽 運営長 Ramon Castellanos 

消防 所長  
検査官(OTPSCI) Enrique Chavez 
中佐 Marco Antonio Valeriano 

フランシスコ・モラサン県

検査所 
企画部 Andres Lran Rojas 
ワクチンコーディネーター Leticia Puerto 
健康情報分析コーディネーター Pablo Lopez 
 Brenda Sandwal 
 Hernan Alvarez 
検査室サービスコーディネーター Miriam Aguilera 

在ホンジュラス共和国日

本大使館 
特命全権大使 岡田憲治 
参事官 宮川雄一 
二等書記官 佐々木毅 
二等書記官 金井優子 

JICA ホンジュラス事務所 所長 上條直樹 
 次長 木村聡 
 前本件担当 小谷知之 
 前本件担当 鈴木央 
 保健担当 Mayra Carbajal 
 JICA 専門員 池田高治 
 JICA 専門員 大友優子 
 JICA 専門員 吉川芽似 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  討議議事録 (M/D) 

 

(1) 現地調査時 

















































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  討議議事録 (M/D) 

 

(2) 概略設計ドラフト説明時





































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  テクニカルノート（現地調査時） 

（１） 原文/西文

 









































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  テクニカルノート（現地調査時） 

（2） 仮訳/和文 

 





テクニカルノート 
ホンジュラス国「保健監視中央検査室整備計画」準備調査にかかる技術メモ録 
 
コンサルタントは、保健省保健監視局・中央検査室との技術的協議及び詳細な現地調査の

結果、以下に記載した技術的な項目について双方確認した。コンサルタントは、準備調査

報告書を作成するにあたり、本議事録を設計条件として、今後日本で基本設計を進める。 
添付した本施設計画及び、機材計画は、現在までの協議結果を示すもので、最終的な施設・

機材の基本設計を示すものではない。 
最終的な基本設計は、日本での関係機関との協議により精査され決定されるものである。 
従って両者は同計画が本テクニカルノート署名後、日本にて修正の可能性がある点を合意

した。 
 
 
                      2016年 2月 2日テグシカルパにて 
 
 
 
 
木村孝明                        Dr．ブレディ 
業務主任者                       局長 
JICA準備調査調査団                  保健監視局 
梓設計株式会社                     保健省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
１． プロジェクトサイト 

2016年１月２１日署名のミニッツに定められたプロジェクトサイトはテグシカルパ中
央区コンパナ地区 
Col Campana, Tegucigalpa,MDC,.Honduras 
 

２.建設予定地に対する条件 
建設許可条件として首都市建築局より以下の指摘を受け、その全てに対してホンジュラ

ス側が対応することで合意された。 
2-1土地登録台帳の提示 
申請には土地の登録台帳の写しを付けること、但し、登録台帳がない場合には、大臣の

署名の証明書で代替が可能である 
2-2用途地域の変更申請 
現状では住居地域に指定されている為、実験施設の建設は不可、用途地域を商務地域に

変更する必要性がある。 
2-3付置義務駐車場の設置 
原則として、商務地区では、事務所として使用している室面積の 20㎡に 1台、実験施設
として使用している部屋面積５０㎡に 1台の駐車場を確保すること 
なお、敷地内にとれない場合には、近隣地に駐車場を確保する（借用することでも可）。 

2-4立木の伐採許可 
敷地内の立木を伐採する場合には市環境局の許可を取得すること。場合によっては、環

境アセスの必要あり 
 
３.その他建設に対する条件 
当該地域の市の下水道が、ハリケーンミッチにより一部破損されており、復旧の目途がつ

いていない。環境汚染を防止するために、本施設の汚水を処理するため、本工事で処理層

処理槽を設置する。建設用地内に敷地がないため、隣接地（HIV ラボの脇）に敷地を確保

するとともに、その維持管理をホンジュラス側で実施することで合意した。 
 
４．施設計画 
コンサルタントは、MDに記載された施設計画内容を図面化し、ホンジュラス側に協議・説

明したうえで、相手側の同意を得た。本プランは最終案として提出後に JICA の承認を受け
る（ANNEX-1 施設計画案参照） 
 
５．機材計画 



5-1機材リスト 
コンサルタントは、既存機材・要請機材リストを精査し、双方で協議のうえ、必要機

材リストを作成した。 
コンサルタントは、これをもとに、本件で調達を予定する機材の具体的なカタログを

提示して、仕様を確認した。また、JICA準備調査団と保健省の間でかわされたミニッ
ツで示した優先評価法に基づき優先順位をつけた評価検討表を基に、機材計画案を作

成し、それを提示して、ホンジュラス側の同意を得た。（機材計画案は ANNEX-2参照） 
なお、今後新たに他のドナー、または保健省が独自に同等の検査機材を調達する計画

があれば、機材の重複を避けるため、今回の調達対象から除外することで双方合意を

得た。 
 
5-2既存機材リスト 

既存機材には、移設し再利用するものと、廃棄するものがあり、これらの移設、廃棄

処分はホンジュラス側で実施することを確認した。 
なお、各検査室で移設を予定している冷蔵庫や冷凍庫は、出来る限り今回計画される

共用の冷蔵・冷凍室に設置することを確認した 
5-3機材の廃棄処分手続き 
コンサルタントは、日本政府からの贈与による機材の廃棄には、JICAホンジュラス事務所
を通して、在ホンジュラス日本大使館に申請する必要がある旨を相手側に伝え、廃棄処分

される機材リストを提示し相手側はこれを了解した。なお、詳細な手続き方法については、

JICA ホ ン ジ ュ ラ ス 事 務 所 か ら 、 後 日 説 明 す る こ と と な っ た 。             

（廃棄処分予定機材リストは、ANNEX-3参照） 
６．免税対象について 
ホンジュラス側は本無償案件では、原則として、MDに記載されている通り、いかなる国内

税も課税されないことを了承しており、具体的な免税対象税種については、5月末日までに、
コンサルタントに通知することを約束した。 
別添 
１． 施設計画案 
２． 機材計画案 
３． 廃棄処分予定機材リスト 
 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  その他資料 

(1)土質柱状図

 





 

 

 

 

Client: GATESA  

Project:  SAN FELIPE  HOSPITAL BUILDING PERFORATION No. 1 

Location: TEGUCIGALPA, FRANCISCO MORAZÁN 

Location: Head of Perforation: ING. ABEL GAMERO Perforation angle: VERTICAL 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

Client: GATESA  

Project:  SAN FELIPE  HOSPITAL BUILDING PERFORATION No. 2 

Location: TEGUCIGALPA, FRANCISCO MORAZÁN 

Location: Head of Perforation: ING. ABEL GAMERO Perforation angle: VERTICAL 



 

 

Client: GATESA  

Project:  SAN FELIPE  HOSPITAL BUILDING PERFORATION No. 3 

Location: TEGUCIGALPA, FRANCISCO MORAZÁN 

Location: Head of Perforation: ING. ABEL GAMERO Perforation angle: VERTICAL 
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BOLON STONE 

Rock fragments. 

 

D
e

p
th

 (
m

) 

G
ro

u
n

d
w

a
te

r 

le
v
e

l 

S
im

b
o

lo
g

y
 

Description 

 SPT N’60 Graphic 

 

S
tr

o
k

e
s 

N
’6

0
 

Li
q

u
id

 L
im

it
 

P
la

st
ic

 L
im

it
 

P
la

st
ic

it
y

 I
n

d
e

x
 

H
u

m
id

it
y

 %
 



 

 

Client: GATESA  

Project:  SAN FELIPE  HOSPITAL BUILDING PERFORATION No. 4 

Location: TEGUCIGALPA, FRANCISCO MORAZÁN 

Location: Head of Perforation: ING. ABEL GAMERO Perforation angle: VERTICAL 
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CL 

Plastic fine and sand with gravel 

traces, red brown, with a very dense 

and moist consistency. 

 Unit weight = 1,824.72 kg/m3 

Cohesion = 30,499.86 kg/m2 

 

SC 

Sand and plastic fine with little gravel, 

red brown, with a very dense and 

moist consistency. 

 Unit weight = 1,984.78 kg/m3 

Friction angle = 33° 

Cohesion = 5,431.42 kg/m2 

 

BOLON STONE 

Stone fragments with plastic fine, red 

brown. 

 Unit weight = 1,952.77 kg/m3 

Friction angle = 25° 

Cohesion = 2,195.99 kg/m2 

 

CH 

Plastic fine with sand and gravel 

traces, red brown, with a hard and 

slightly moist consistency. 

 Unit weight = 1,840.73 kg/m3 

Cohesion = 49,190.18 kg/m2 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  その他資料 

(2)水質調査結果 

 





 
 

PROJECT: “SAN FELIPE HOSPITAL BUILDING” 

TEGUCIGALPA, FRANCISCO MORAZÁN  

REPÚBLICA DE HONDURAS 

AZUSA SEKEEI 

 Architecture Engineering Consulting 

Presentado por: 

JULIO, 2016 

WATER QUALITY REPORT 
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WWATER QUALITY REPORT 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

<0.0083 
 

ND 

mg/L 0.0083 
 

0.01 

mg/L 
 
μg/L 

3 
 

0.001 

mg/L 
 

mg/L 

N.D  0.01 μg/L 0.01 mg/L 

N.D  0.01 mg/L 0.02 mg/L 

<0.0045 mg/L 0.0045 mg/L 0.01 mg/L 

ND  0.0002 Mg/L 0.003 mg/L 

 

MINISTRY OF AGRICULTURE AND LIVESTOCK 
NATIONAL AGRICULTURAL HEALTH SERVICE (SENASA / HONDURAS, C.A.) 
INTERNATIONAL REGIONAL AGRICULTURAL HEALTH ORGANISM (OIRSA) 

WASTE ANALYSIS NATIONAL LABORATORY (LANAR) 
Colonia San José del Pedregal, Contiguo al Instituto Alfonso Guillen Zelaya 

Phone Number/Fax: (504) 2245-8081/ (504) 2245-7361 
 
 

 

CHEMICAL ANALYSIS REPORT 
HEAVY METALS 

 
<IRA-7) 

 
Sample Code:                   12624---1 
Sender:                             Gabinete Tecnico S.A. 
Address:                           Col. Loma linda Norte, Calle Estambul,   No. 2715 
Type of sample:                WATER 
 
Sent:                                 10/06/2016         12:31:00 p.m.  
Receiving:                        10/06/2016         12:31:00 p.m.  
Analysis date:                   21/06/2016 
Sample identification:      Tank   10-06-16 
 
Phone number:                   (504)950-50669                                                          
 

Minimum detectable                                        M a xi mu m
SUBSTANCE                               RESULT 

    **  Chrome                                      NOT DETECTED 

    *    Zinc 

    **   Mercury 

   **  Arsenic 

   **  Nickel 

   *    Lead 

   **  Cadmium 

       level                                               Admisible level 
 

0.0001      mg/L                                                 0.05     mg/L

----------------   U. L. ------------------- 
 

   Analytical Technique Used:      Atomic absorption spectrophotometry 
 

 Observations:      N.D  NOT DETECTED M A X I M U M  A DMISIBLE LEVEL, NATIONAL STANDARD FOR 
DRINKABLE W ATER QUALITY 

 
* Accredited test  
** Not accredited test 

       View extent in http://www.eca.or.cr/acr_lab.php?t=e 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

PRODUCED BY: Dra. Blanca Castellanos REVIEWED BY: Dra. Farida Salgado APPROVED BY: Dra. Ana Reconco

DATE OF ELABORATION: December 2014 REVIEW DATE: December 2014 APPROVAL DATE: January 07, 2015

               DATE OF ISSUE: January 7, 2015                      Version: 5

                                                                            These results correspond to the sample. 
                                         Prohibited the reproduction of this without the authorization of the LANAR laboratory. 
                                                                 Original result is not valid without the signature and stamp. 
Minimum Detectable Value obtain from the Method Validation, Maximum Admissible Value of the National Regulation In force 
 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  その他資料 

(3) 機材リスト 

① JICA 供与による機材の移設リスト

 





 

No. 
JICA 

No. 
部門 機材名 メーカー名 モデル名 製造番号 備考 

1 37 細菌学 
Glass Vial 

Sealer 
Shin-Nihon HC-4 A4-0038   

2 41 細菌学 
Handgrip 

Sterilizer 
As One 489 K0512623   

3 44 細菌学 Ice Maker Sanyo 
SIM-S132XN-L

B2 
500119 No use 

4 46 細菌学 
Refrigerator- 

two doors 
Sanyo MPR-1013 50811188   

5 48 細菌学 Freezer -20℃ Sanyo MDF-U537 50811128   

6 2 細菌学 Microscope, B 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848619   

7 8 細菌学 
Micro 

Centrifuge 
Kokusan H-1200FX 129854   

8 13 細菌学 
Centrifuge-Re

frigerated, B 
Kokusan H-9RS 129328   

9 15 細菌学 
Bio Security 

Cubicle 
Airtech BHC-1300ⅡA G470160503   

10 20 細菌学 Lyophilizer 
Labconco-A

sahi Life 
FZ-6 50639209   

11 21 細菌学 Oven Advantec DRN420DA 75043   

12 24 細菌学 
Incubator of 

CO2 
Sanyo MCO-18AIC 50811192   

13 25 細菌学 Incubator Advantec TVN680DA 75040   

14 28 細菌学 Tubes Shaker Taitec S-100 5078317   

15 30 細菌学 Heater/Shaker As One CHS-180 412N0338   

16 32 細菌学 
Micro Plates 

Washer 
Biotec AMW-2 36148510   

17 34 細菌学 Vacuum Pump Fisher 8890A-75 EB08/1137   

18 48 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Freezer -20℃ Sanyo MDF-U537 50811125   

19 1 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Microscope, A 

Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848567   

20 8 
シャーガス/ 

リーシュマニア 

Micro 

Centrifuge 
Kokusan H-1200FX 129852   

21 12 
シャーガス/ 

リーシュマニア 

Centrifuge-Re

frigerated, A 
Kokusan H-60R   To HIV 

22 19 
シャーガス/ 

リーシュマニア 

Electronic 

Balance 
A & D GF-400 14651395   

23 21 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Oven Advantec DRN420DA 75040   

24 25 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Incubator Advantec TVN680DA 75042   

25 26 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Water Heater Advantec TBN302DA 85026   

26 28 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Tubes Shaker Taitec S-100 5078307   

27 30 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Heater/Shaker As One CHS-180 502N0016   

28 33 シャーガス/ Spectrophotom Shimadzu Uv mini-1240 8109143037   

 



リーシュマニア eter 38? 

29 34 
シャーガス/ 

リーシュマニア 
Vacuum Pump Fisher 8890A-75 EB08/1138   

30 42 細胞学 

Shelf for 

Storing 

Laminas 

Fisher 12-571 10   

31 51 細胞学 
Pencil with 

Diamond-tip 
As One AJ-1032-050 5/15   

32 1 細胞学 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848607   

33 5 細胞学 
Double-headed 

Microscope 

Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848525   

34 54 管理 
Computer 

Scanner 
HP Scan Jet 4070 CN51VALOF1   

35 56 管理 
Digital 

Camera 
Sony DSC-S80 243270   

36 58 管理 
Projector LCD 

and Screen 
Elmo EDP-X300E G5D000149*    

37 42 マラリア 

Shelf for 

Storing 

Laminas 

Fisher 12-571 1   

38 1 マラリア Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848566   

39 5 マラリア 
Double-headed 

Microscope 

Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 868610   

40 19 マラリア 
Electronic 

Balance 
A & D GF-400 14651382   

41 1 寄生虫 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848606   

42 45 寄生虫 Refrigerator Sanyo MPR-513 50811177   

43 48 寄生虫 Freezer -20℃ Sanyo MDF-U537 50811126   

44 6 寄生虫 Stereoscope 
Nikon(Sank

ei) 
SMZ645 1011545   

45 7 寄生虫 
Centrifuge 

Table 
Kokusan H-27F 129838   

46 13 寄生虫 
Centrifuge-Re

frigerated, B 
Kokusan H-9RS 129827 to HIV  

47 19 寄生虫 
Electronic 

Balance 
A & D GF-400 14651389   

48 21 寄生虫 Oven Advantec DRN420DA 75039   

49 25 寄生虫 Incubator Advantec TVN680DA 75044   

50 26 寄生虫 Water Heater Advantec TBN302DA 85036   

51 27 寄生虫 
Horizontal 

Rotator 
Taitec NR-20 5021135   

52 28 寄生虫 Tubes Shaker Taitec S-100 5078324   

53 21 洗浄・滅菌 Oven Advantec DRN420DA 75044   

54 21 洗浄・滅菌 Oven Advantec DRN420DA 75045   

55 22 洗浄・滅菌 

Vertical 

Autoclave 

(Large) 

Alp MC-30LD 801942   

56 22 洗浄・滅菌 
Vertical 

Autoclave 
Alp MC-30LD 801939   

 



(Large) 

57 22 洗浄・滅菌 

Vertical 

Autoclave 

(Large) 

Alp MC-30LD 801943   

58 37 性感染症 
Glass Vial 

Sealer 
Shin-Nihon HC-4 A4-0043   

59 42 性感染症 

Shelf for 

Storing 

Laminas 

Fisher 12-571 1   

60 46 性感染症 
Refrigerator- 

two doors 
Sanyo MPR-1013 50811186   

61 5 性感染症 
Double-headed 

Microscope 

Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848556   

62 10 性感染症 
Centrifuge-pe

dal, A 
Kokusan H-27F 129827 

Health 

Center 

63 19 性感染症 
Electronic 

Balance 
A & D GF-400 14651398   

64 26 性感染症 Water Heater Advantec TBN302DA 85033   

65 27 性感染症 
Horizontal 

Rotator 
Taitec NR-20 5021149   

66 28 性感染症 Tubes Shaker Taitec S-100 5078327   

67 34 性感染症 Vacuum Pump Fisher 8890A-75 EB08/1140   

68 35 結核 Bunsen Burner As One AJ-1012-030 2   

69 42 結核 

Shelf for 

Storing 

Laminas 

Fisher 12-571 1   

70 46 結核 
Refrigerator- 

two doors 
Sanyo MPR-1013 50811187   

71 11 結核 
Centrifuge 

pedal, B 
Kokusan H-80F 129847   

72 14 結核 
Centrifuge-Re

frigerated, C 
Kokusan H-80R 129846   

73 21 結核 Oven Advantec DRN420DA 75037   

74 25 結核 Incubator Advantec TVN680DA 75048   

75 26 結核 Water Heater Advantec TBN302DA 85032   

76 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848563   

77 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848602   

78 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848664   

79 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848603   

80 5 研修 
Double-headed 

Microscope 

Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848618   

81 7 研修 
Centrifuge 

Table 
Kokusan H-27F 129833   

82 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848554   

83 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848637   

84 19 研修 Electronic A & D GF-400 14651400   

 



Balance 

85 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 847458   

86 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848589   

87 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848595   

88 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848658   

89 1 研修 Microscope, A 
Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE E200 848511   

90 35 研修 Bunsen Burner As One AJ-1012-030 10   

91 45 研修 Refrigerator Sanyo MPR-513 50811179   

92 4 研修 

Microscope 

with Video 

System 

Nikon(Sank

ei) 
ECLIPSE 80i 755434   

93 9 研修 
Centrifuge of 

Hematocryte 
Kokusan H-1200F 129851   

94 10 研修 
Centrifuge-pe

dal, A 
Kokusan H-27F 129843   

95 26 研修 Water Heater Advantec TBN302DA 85032   

96 27 研修 
Horizontal 

Rotator 
Taitec NR-20 5021129   

97 33 研修 
Spectrophotom

eter 
Shimadzu Uv mini-1240 

8149143087

36? 
  

98 43 共有 
Stainless 

Steel Cart 
Shin-Nihon WT2B 2   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  その他資料 

(3) 機材リスト 
② その他の移設機材リスト 

 





 

No. T No 部門 タイプ 
設置場

所 
機材名 メーカー名 モデル名 サイズ 電気 数 

優先
度 

1 T100 分子生物学 Bench Gray 
Micro 
Centrifuge 

Fisher 
Scientific 

- 27x27x22    P      V     A   7W/AV 1 A 

2 T101 分子生物学 Bench Gray Water Bath 
Fisher 
Scientific 

Isotemp 2239 37x25x34    P      V 2.5A      W/AV 3 A 

3 T102 分子生物学 Bench Gray Water Bath K YCW-05 22x28x33    P      V   2A      W/AV 1 A 

4 T103 分子生物学 Bench Gray AVR SHINRAN   25x29x10    P      V     A 500W/AV 1 A 

5 T104 分子生物学 Bench White PCR Chamber foricis  1825 PCR-HP 64x47x70    P      V  1A      W/AV 1 A 

6 T105 分子生物学 Bench Black 
Amprifier for 
Electroforesis 

Fisher 
Scientific 

FB300 24x25x12    P      V  1A      W/AV 1 A 

7 T106 分子生物学 Bench Black 
Electroforesis 
Chamber 

    15x13x10    P      V     A      W/AV 1 A 

8 T107 分子生物学 Bench Black 
Electroforesis 
Chamber 

    10x20x10    P      V     A      W/AV 1 A 

9 T108 分子生物学 Bench Black 
Electroforesis 
Chamber 

    12x21x12    P      V     A      W/AV 1 A 

10 T109 分子生物学 Bench Black 
UV Trans 
Illuminater 

Spectroline TE2545 35x30x12    P      V 1.2 A      W/AV 1 A 

11 T110 分子生物学 Bench Black AVR FORZA FBR1211A 9x24x8    P      V   6A      W/AV 1 A 

12 T111 分子生物学 Bench Black 
Electric 
Balance 

Citizon CY204 23x15x34    P      V 1.5A    W/AV 1 A 

13 T112 分子生物学 Bench Black 
PCR 
Conventional 

New supply 
from 
Maralia 

       P      V     A      W/AV 1 A 

14 T113 分子生物学 Bench Black AVR 
New supply 
from 
Maralia 

       P      V     A      W/AV 2 A 

15 T114 分子生物学 Bench Black 
UV Trans 
Illuminater 

New supply 
from 
Maralia 

       P      V     A      W/AV 1 A 

16 T115 分子生物学 Bench Black DNA Secunser 
New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

 



17 T116 分子生物学 Bench Black DNA Prificator 
New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

18 T117 分子生物学 Bench Black DNA Counter 
New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

19 T118 分子生物学 Bench Black 
Electrophorisis 
Chamber M 

New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

20 T119 分子生物学 Bench Black 
Electrophorisis 
Chamber L 

New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

21 T120 分子生物学 Bench Black 
UV Trans 
Illuminater 

New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

22 T121 分子生物学 Bench Black Real Time PCR 
New supply 
from 
Chargas 

       P      V     A      W/AV 1 A 

23 T97 分子生物学 Bench Gray 
Micro 
Centrifuge 

eppendorf 5424 24x30x21    P      V 3.8A      W/AV 1 A 

24 T98 分子生物学 Bench Gray AVR FORZA FBR1211A 9x24x8    P      V   6A      W/AV 1 A 

25 T99 分子生物学 Bench Gray Vltex IKA M3 22x20X6    P      V   1A      W/AV 1 A 

26 T141 管理 Stand   2 Door Frige Frigidaire   70x80x145    P  120V 6A      W/AV 1 A 

27 T142 管理 Stand   2 Door Frige Frigidaire   70x75x145    P  120V 6A      W/AV 1 A 

28 T143 管理 Bench   Microwave Frigidaire   43x29x25    P 120V     A1050W 1 A 

29 T144 管理 Bench   Microwave Gold Star   48x32x28    P   115V 8.5A  W/AV 1 A 

30 T145 管理 Bench   Microwave Awanti   45x30x28    P 120V     A   1.2KW 1 A 

31 T140 培地・試薬準備 Bench   Laboratory Oven PRICISION RVOLTS 61x54x58    P  115V  12A1300W 1 A 

32 T42 細菌学 Bench   Computer HP HP Compac 70x50x140    P 120 V  1 A      W/AV 1 A 

33 T43 細菌学 Bench   AVR TRIPP-LITE AVR750 18X29X9    P  120V  5A      W/AV 1 A 

34 T44 細菌学 Bench   Printer HP Laser Jet M2727 40x40x40    P  120V 4.9A    W/AV 1 A 

35 T45 細菌学 Bench   ELISA Reader TECO TC98 24x34x10    P 120V     A 15W/AV 1 A 

 



DIAGONOSTIC 

36 T46 細菌学 Bench   UPS TRIPP-LITE Internet office 10x16x21    P 120V A  1440W/AV 1 A 

37 T47 細菌学 Bench   PH Meter CORNING 530 30x20x24    P 120V A  8W/AV 1 A 

38 T48 細菌学 Bench   
Electric 
Balance 

OHAUS PA214 21x28x29    P      V  0.3A    W/AV 1 A 

39 T49 細菌学 Bench   Hot Plate 
Fisher 
Scientific 

- 22x24x12    P      V  9A      W/AV 2 A 

40 T51 細菌学 Stand   2 Door Friege  Frigidaire FRT15B3AWI 72x75x152    P      V  4.5A   W/AV 1 A 

41 T56 細菌学 Bench   Turbidmeter OXOID Turbidmeter 14x23x8    P      V  2.4A   W/AV 1 A 

42 T58 細菌学 Stand   Freezer White pool CF52T 136x65x90    P   120V  1A    W/AV 1 A 

43 T50 細菌学 Bench   Hot Plate CORNING PC-351 21x15x12    P      V    615 W/AV 1 B 

44 T52 細菌学 Bench   
Spectrophotomet
er 

Spectronic 20 Genesys 30x32x21    P      V  1A      W/AV 1 B 

45 T53 細菌学 Bench   Incubator PRECISION EIM-S4830KE 46x49x68    P  120V 0.8A  100W 1 B 

46 T54 細菌学 Bench   Water Bath PRECISION 282 21x38x35    P      V  2.5A    W/AV 1 B 

47 T55 細菌学 Bench   Vltex 
Scientifi 
Industry 

SB-CUL-VX-08 12x16x8    P      V  0.5A   W/AV 1 B 

48 T57 細菌学 Bench   Centrifuge 
Fisher 
Scientific 

225 40x40x38    P      V  5A      W/AV 1 B 

49 T70 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Printer EPSON L555 48x40x22    P      V  0.5A    W/AV 1 A 

50 T71 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Laptop 
Computeer 

DELL Latitude E5530 40x25x30    P      V 1A      W/AV 1 A 

51 T72 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Microscope Olympus CX31 16x37x44    P      V  0.8A     W/AV 1 A 

52 T74 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Capiraly 
Centrifuge 

Clay Adams AUTOCRIT ULTRA3 24X30X22    P      V   2A      W/AV 1 A 

53 T75 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Micro 
Centrifuge 

Clay Adams SERO FUGE2002 32X40X29    P      V   2A      W/AV 1 A 

54 T76 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Stand   2 Door Friege  Atlac FROST FREE 70X60X174    P      V 2.8A      W/AV 1 A 

55 T77 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Computer DELL VOSTRO 220 70X43X40    P      V  1A      W/AV 1 A 

 



56 T78 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Printer HP 
Leser Jet Pro 
400 

35x35x24    P      V  6A      W/AV 1 A 

57 T79 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Computer DELL VOSTRO 70X43X40    P      V 1.5A    W/AV 1 A 

58 T80 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   ELISA Reader TECAN SUNRISE 30X43X40    P      V  1A      W/AV 1 A 

59 T81 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Stand   Freezer AVHNTI CF1510 77X52X82    P      V  1 A      W/AV 1 A 

60 T82 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Stand   2 Door Friege  Panasonic MPR141PA 135x84x195    P      V  15A      W/AV 1 A 

61 T83 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Imnofrirecens 
Microscope 

Olympus BH63 76x56x50    P      V   A  100W/AV 1 A 

62 T84 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Electron 
Microscope 

ZEISS EVO 70X80x80    P120V   15A      W/AV 1 A 

63 T85 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Computer ? ? 70x40x50    P 120V    1A    W/AV 1 A 

64 T86 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   UPS New Supply        P 120V  500AV 2 A 

65 T87 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Vacuumpump New Supply        P 120V  20A      W/AV 1 A 

66 T88 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Freezed Dry 
equipment 

New Supply        P 120V  21A      W/AV 1 A 

67 T89 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   
Microscope 
Revers light 

New Supply        P 120V  22A      W/AV 1 A 

68 T91 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   PH Meter New Supply 520     1 A 

69 T73 
シャーガス/ 
リーシュマニア 

Bench   Microscope Olympus BH2 25x42x47    P      V  1.6A      W/AV 1 B 

70 T92 細胞学 Bench   Microscope Olympus CX21 19x24x40    P      V 0.4A      W/AV 1 A 

71   細胞学 Bench   Microscope Olympus CX31 19x24x40    P      V 0.4A      W/AV 3 A 

72   細胞学 Bench   Microscope Olympus E200 19x24x40    P      V 0.4A      W/AV 1 A 

73 T93 細胞学 Bench   AVR SIMRAN AMVS-500 14X19X11    P      V   A    500W 1 A 

74 T94 細胞学 Bench   Computer DELL OPTIPLEX 760 70X50X40    P      V 1.6A      W/AV 1 A 

75 T95 細胞学 Bench   Printer HP Jet 1102 20x30x18    P      V  4A      W/AV 1 A 

 



76 T96 細胞学 Bench   Computer DELL E1709WC 70X50X40    P      V 1.6A      W/AV 1 A 

77 T133 昆虫学 Bench   
Electric 
Balance 

OHAUS Explore P10 25X30x40    P      V   1A      W/AV 2 A 

78 T134 昆虫学 Bench   Stereoscope LEICA EZ4HD 20x30x40    P      V 0.8A      W/AV 2 A 

79 T135 昆虫学 Bench   Computer DELL   70X43X39    P      V 1.5A    W/AV 1 A 

80 T136 昆虫学 Bench   Computer HP   70X43X40    P      V 1.6A    W/AV 1 A 

81 T137 昆虫学 Bench   Microwave          P      V     A 750W/AV 1 A 

82 T138 昆虫学 Bench   Mosquite Net Box     80x80x70    P      V     A      W/AV 2 A 

83 T139 昆虫学 Bench   Microscope Olympus CX 25X30x40    P      V 0.8A      W/AV 3 A 

84 T121 研修 Bench   PH Meter 
Mettle 
Toledo AG 

Plus FEP20 23x17x24    P      V  0.4A    W/AV 1 A 

85 T122 研修 Bench   Turbidometer OXOID 97011081 13x18x8    P      V     A    2W/AV 1 A 

86 T123 研修 Bench   Hot plate stirer   H4000-HS 20x28x37    P      V     A 500W/AV 1 A 

87 T124 研修 Stand   2 Door Frige FRIGIDAIRI FRT113DBL 62x62x168    P      V     A 216W/AV 1 A 

88 T125 研修 Bench   
Table 
Centrifuge 

DRUKER 614B 28x35x22    P      V  1A      W/AV 1 A 

89 T126 研修 Bench   Water Bath PRICISION 83 29x30x28    P      V 9.2A      W/AV 1 A 

90 T127 研修 Bench   Centrifuge Heraeus Labo fuge 200 30x37x24    P      V  1A      W/AV 1 A 

91 T128 研修 Bench   Rotator Fisher - 34x34x20    P      V 0.6A      W/AV 1 A 

92 T129 研修 Bench   Photocopy SHARPE AL-2040CS 50x40x44    P      V  8A      W/AV 1 A 

93 T130 研修 Bench   Printer CANON MG3510 53x30x15    P      V  0.5A      W/AV 1 A 

94 T131 研修 Stand   2 Door Frige 
LAB LINE 
INSTRUMENT 

CAT3763 70x70x150    P      V 6.5A      W/AV 1 A 

95 T132 研修 Bench   Micro wave FRIGIDAIRI FMDG0753 43x29x25    P      V     A 1050W 1 B 

96 T23 性感染症 Bench   
Exi Prop16 (RT 
PCR) 

BIONER DX-1304008 32x52x49    P      V     A      W/AV 1 A 

97 T24 性感染症 Bench   Exicy cler 96 BIONER EXI-056-1303018 36x53x48    P      V     A      W/AV 1 A 

98 T25 性感染症 Bench   Computer DELL OPTIPLEX 7010 18X42X36    P      V     A      W/AV 1 A 

 



99 T26 性感染症 Bench   Centrifuge BIONER ExiSpin 18x22x13    P      V     A      W/AV 1 A 

100 T27 性感染症 Bench   UPS FORZA FX900 ?    P      V     A      W/AV 1 A 

101 T28 性感染症 Bench   Computer DELL VOSTRO 57X16X44    P   120V 2A      W/AV 1 A 

102 T29 性感染症 Bench   AVR TRIPP-LITE AVR750 18X29X9    P  120V  5A      W/AV 1 A 

103 T30 性感染症 Bench   Printer HP Laser Jet 1015 37X28X21    P  120V  4A      W/AV 1 A 

104 T31 性感染症 Bench   ELISA Reader BIO-TEX ELX800 36X42X15    P 110 V 1A      W/AV 1 A 

105 T32 性感染症 Bench   Printer EPSON LX-300 37X25X18    P      V 1.6A      W/AV 1 A 

106 T33 性感染症 Bench   
Test Lumino 
meter 

QIAGEN Core HPV 33x54x21    P      V     A      W/AV 1 A 

107 T34 性感染症 Bench   Conroler QIAGEN Core HPV 16x11x8    P      V     A      W/AV 1 A 

108 T35 性感染症 Bench   Test Shaker QIAGEN Core HPV 27x36x14    P      V     A      W/AV 1 A 

109 T36 性感染症 Bench   UPS APC Pro1000 10x37x25    P 120V  12A      W/AV 1 A 

110 T37 性感染症 Bench   Centrifuge 
LW 
Scentific 

E8 27x27x23    P 120V  3A      W/AV 1 A 

111 T40 性感染症 Bench   Shiker 
Fisher 
Scientific 

- 35x35x19    P 115V  0.6A    W/AV 1 A 

112 T41 性感染症 Stand   Frezer -70℃ 
Thermo 
Scientific 

UXF60086A60 99x92x200    P 115V  16A      W/AV 1 A? 

113 T39 性感染症 Stand   2 Door Friege  GE   75x73x161    P      V   ?A      W/AV 1 B 

114 T38 性感染症 Stand   2 Door Friege  White pool   73x78x171    P      V  ? A      W/AV 1 C 

115 T59 マラリア Bench   
Microscope for 2 
person 

Olympus BX50 91x52x50    P      V 1.7A      W/AV 1 A 

116 T60 マラリア Bench   Water Bath PRECISION 282 20x38x30    P      V 2.5A      W/AV 1 A 

117 T61 マラリア Bench   UPS TRIPP-LITE AVR750 18X29X9    P  120V  5A      W/AV 1 A 

118 T62 マラリア Bench   Computer HP HP Compac 10x50x33    P      V   1A    W/AV 1 A 

119 T63 マラリア Bench   UPS          P      V  5A      W/AV 1 A 

120 T64 マラリア Bench   Microscope Olympus CX21 19x24x40    P      V 0.4A      W/AV 1 A 

121 T65 マラリア Bench   Microscope Olympus CX22 Led 19x24x40    P      V 0.4A      W/AV 1 A 

 



122 T66 マラリア Bench   Microscope Olympus CX31 16x25x41    P      V 0.5A      W/AV 1 A 

123 T67 マラリア Bench   Computer     18x42x40    P      V  1A      W/AV 1 A 

124 T68 マラリア Bench   AVR TRIPP-LITE AVR750 18X29X9    P  120V  5A      W/AV 1 A 

125 T69 マラリア Bench   Slide Cabinet         8 A 

126 T69 寄生虫 Bench   Computer HP 2000-200      P      V   1A      W/AV 1 A 

127 T1 結核 Stand   Frezer -70℃ Thermo Forma 900 90x94x190    P 120 V  16 A   W/AV 1 A 

128 T10 結核 Bench   UPS - - 15x45x20    P 120V  6.7 A  W/AV 1 A 

129 T11 結核 Bench   
Refrig 
Centrifuge 

Termo 
Fisher 

41497292 72x64x33    P 120V  12A  W/AV 1 A 

130 T12 結核 Bench   CO2 Incuvertor VWR Science 2300/ 0500801 66x70x110    P 120V  6.1 A  W/AV 1 A 

131 T15 結核 Bench   Microscope Olympus CX21 Led 24x35x45    P 120V  0.8A    W/AV 1 A 

132 T16 結核 Bench   Microscope Olympus CX41 17x33x43    P 120V  0.8A    W/AV 1 A 

133 T17 結核 Bench   Microscope Nikon YS-2-H 18x25x40    P 120V  0.8A    W/AV 3 A 

134 T20 結核 Bench   Microscope Olympus CX41 17x33x43    P 120V  0.8A    W/AV 1 A 

135 T21 結核 Bench   Autopipet Drummond Pipet-aid 9x10x10    P 120V  0.1A    W/AV 2 A 

136 T22 結核 Bench   Microcinerator NOV 5745 29x22x24    P 120V  1.6A    W/AV 1 A 

137 T3 結核 Bench   Corgurator 85℃ Grand T100 100x60x40    P   110V 12.8A   W/AV 2 A 

138 T7 結核 Bench   Gen Xpert Cepheld 805730 30x30x30    P  120V 1.4A   W/AV 1 A 

139 T8 結核 Bench   Bar cord reader Cepheld - 10x26x30    P   V     A      W/AV 1 A 

140 T9 結核 Bench   Computer HP Z220 54x38x60    P      V     A      W/AV 1 A 

141   結核 Bench   Medidor de pH 
Thermo 
Scientific 

X137887      P      V     A      W/AV 1 A 

142   結核 Bench   
Calentador de 
laminas 

Fisher 11-474-521      P      V     A      W/AV 1 A 

143   結核 Bench   
Calentador 
rotador 

Fisher        P      V     A      W/AV 1 A 

144   結核 Stand   
Destilador de 
agua  

Thermo 
Scientific 

       P      V     A      W/AV 1 A 

 



145 T13 結核 Bench   Balance Exprole E14130 22x34x37    P  12V    1A      W/AV 1 B 

146 T14 結核 Bench   Microscope Olympus CX31 16x37x44    P 120V  0.8A    W/AV 1 B 

147 T18 結核 Bench   Printer HP Laser Jet 4254 40x40x40    P 120 V  2A      W/AV 1 B 

148 T4 結核 Bench   Oven PRECISION 6.04E+08 60x62x100    P  120V 15.8A   W/AV 1 B 

149 T6 結核 Bench   Oven PRECISION 6.01E+08 62X57X68    P 120V  1.4A   W/AV 1 B 

150 T19 結核 Bench   Printer HP 
Laser Jet 
P2055dm 

37x37x25    P  110V  6A      W/AV 1 C 

151 T2 結核 Stand   2 Door Friege  Fefng house   70x70x150    P 120  V 6.5A  W/AV 1 C 

152 T5 結核 Stand   Aoutoclave 
Market 
Forge 

STNE 74196 50X70X140  1P  240V     2 KW/AV 1 C 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  その他資料 

(3) 機材リスト 
③ JICA 供与による機材の廃棄リスト 

 





No. 
JICA 

 No. 
部門 機材名 メーカー名 モデル名 製造番号 状態 経過年数 基準年数 稼働/利用実績 備考    

1 20 細菌学 Electronic Balance A & D GF-400 14651393 故障 10年 5 5年以上   

2 33 細菌学 Microplates Reader Nalge Nunc NJ-2300 20040705 故障 10年 5 5年以上   

3 38 細菌学 Micropipette As One AJ-0537-070 etc. - 故障 10年 3 5年以上   

4 41 細菌学 
Tray to Varnish 

Laminas 
Fisher 12-597-10 - 故障 10年 3 5年以上   

5 25 細菌学 pH meter DKK-Toa HM-60G 518632 故障 10年 5 5年以上   

6 16 
シャーガス/リ

ーシュマニア 
Laminar Flow Cubicle Airtech VG-1005L G270150501 故障 10年 5 5年以上   

7 25 
シャーガス/リ

ーシュマニア 
pH meter DKK-Toa HM-60G 518631 故障 10年 5 5年以上   

8 33 
シャーガス/リ

ーシュマニア 
Microplates Reader Nalge Nunc NJ-2300 - 故障 10年 5 5年以上   

9 34 
シャーガス/リ

ーシュマニア 
Micro Plates Washer Biotec AMW-2 36148260 故障 10年 5 5年以上   

10 45 
シャーガス/リ

ーシュマニア 
Refrigerator Sanyo MPR-513 50811182 故障 10年 5 5年以上   

11 57 共有部門 Portable Computer DELL Inspiron 6000 
24931137987 

B 
故障 10年 5 5年以上   

12 57 共有部門 Portable Computer DELL Inspiron 6000 6576434317 B 故障 10年 5 5年以上   

13 57 共有部門 Printer HP 2550L - 故障 10年 5 5年以上   

14 58 共有部門 Photocopier Canon Image Runner 1600 - 故障 10年 5 5年以上   

15 61 共有部門 
Projector LCD and 

Screen 
Elmo EDP-X300E G5G000190* 故障 10年 5 5年以上   

16 42 細胞 
Coplin Glass with 

Tray 
As One WI-0519-01 - 故障 10年 3 5年以上   

17 54 細胞 
Pencil with 

Diamond-tip 
As One AJ-1032-050 10/15 故障 10年 3 5年以上   

18 38 HIV・エイズ Micropipette As One AJ-0537-070 etc. - 故障 10年 3 5年以上   

19 40 HIV・エイズ Filter Equipment Advantec KG-25 etc. - 故障 10年 3 5年以上   

 



20 49 HIV・エイズ Freezer -70℃ Sanyo MDF-U72V - 故障 10年 5 5年以上   

21 41 マラリア 
Tray to Varnish 

Laminas 
Fisher 12-597-10 - 故障 10年 3 5年以上   

22 42 マラリア 
Coplin Glass with 

Tray 
As One WI-0519-01 - 故障 10年 3 5年以上   

23 25 マラリア pH meter DKK-Toa HM-60G 518628 故障 10年 5 5年以上   

24 33 寄生虫 Microplates Reader Nalge Nunc NJ-2300 - 故障 10年 5 5年以上   

25 34 寄生虫 Micro Plates Washer Biotec AMW-2 36148310 故障 10年 5 5年以上   

26 41 寄生虫 
Tray to Varnish 

Laminas 
Fisher 12-597-10 - 故障 10年 3 5年以上   

27 42 寄生虫 
Coplin Glass with 

Tray 
As One WI-0519-01 - 故障 10年 3 5年以上   

28 23 滅菌 
Vertical Autoclave 

(Large) 
Alp MC-30LD 801946 故障 10年 5 5年以上   

29 38 性感染症 Micropipette As One AJ-0537-070 etc. - 故障 10年 3 5年以上   

30 49 性感染症 Freezer -70℃ Sanyo MDF-U72V - 故障 10年 5 5年以上   

31 25 性感染症 pH meter DKK-Toa HM-60G 518629 故障 10年 5 5年以上   

32 7 結核 Centrifuge Table Kokusan H-27F - 故障 10年 5 5年以上   

33 15 結核 Bio Security Cubicle Airtech BHC-1300ⅡA G270160504 故障 10年 5 5年以上   

34 49 結核 Freezer -70℃ Sanyo MDF-U72V - 故障 10年 5 5年以上   

35 23 研修 
Vertical Autoclave 

(Large) 
Alp MC-30LD 801944 故障 10年 5 5年以上   

36 25 研修 pH meter DKK-Toa HM-60G 518633 故障 10年 5 5年以上   

37 17 ウイルス 
Water Distiller 

(Large) 
Shin-Nihon WS-2S - 故障 10年 5 5年以上   

38 23 ウイルス 
Vertical Autoclave 

(Large) 
Alp MC-30LD 801940 故障 10年 5 5年以上   

39 23 ウイルス 
Vertical Autoclave 

(Large) 
Alp MC-30LD 801941 故障 10年 5 5年以上   

40 25 ウイルス pH meter DKK-Toa HM-60G 518630 故障 10年 5 5年以上   

41 26 ウイルス Incubator of CO2 Sanyo MCO-18AIC 50811193 故障 10年 5 5年以上   

 



42 27 ウイルス Incubator Advantec TVN680DA 75046 故障 10年 5 5年以上   

43 29 ウイルス Horizontal Rotator Taitec NR-20 5021150 故障 10年 5 5年以上   

44 34 ウイルス Micro Plates Washer Biotec AMW-2 - 故障 10年 5 5年以上   

45 38 ウイルス Micropipette As One AJ-0537-070 etc. - 故障 10年 3 5年以上   

46 40 ウイルス Filter Equipment Advantec KG-25 etc. - 故障 10年 3 5年以上   

47 46 ウイルス Ice Maker Sanyo SIM-S132XN-LB2 - 故障 10年 5 5年以上   

48 48 ウイルス 
Refrigerator- two 

doors 
Sanyo MPR-1013 50811185 故障 10年 5 5年以上   

49 48 ウイルス 
Refrigerator- two 

doors 
Sanyo MPR-1013 - 故障 10年 5 5年以上   

50 49 ウイルス Freezer -70℃ Sanyo MDF-U72V - 故障 10年 5 5年以上   

51 53 ウイルス Timer As One N9388 - 故障 10年 5 5年以上   

52 53 ウイルス Timer As One N9388 - 故障 10年 5 5年以上   

経過年数：2005年 11月（「全国公衆衛生検査所機材整備計画」終了時～2016年 6月（本案件 DOD 調査時） 
     

基準年数：5年のものは法定耐用年数 7年×0.8→5年、3年のものは法定耐用年数 4年×0.93→3年。 
      

稼働／利用実績：2010年に行われた「全国公衆衛生検査所機材整備計画」事後評価の時点では、58機材のうち 1機材を除いて故障歴もなく全て稼動していることが確認 

されており、5年以上は確実に稼働している。（1機材とは凍結乾燥機であるが、使用可能であるため廃棄はしない。） 
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